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プロローグ





　東京ソーディア、外層人類区ダウンタウン――

　時刻は午後十一時ちょうど。まだ六月の半分を過ぎたところだが、真夏が訪れたかのように、ひどく蒸し暑い夜だった。

　外層人類区の繁はん華か街がいの中心部、高層ビルが建ち並ぶ中にそのホテルはあった。

　五十階建ての高級ホテルである。最上階のスイートルームは、一泊料金だけで家族四人が一ヶか月げつ暮らせるほどの金額だ。

　その豪ごう華か絢けん爛らんなスイートのリビングに、一人の闖ちん入にゆう者しやが現れていた。

「なっ、なんだおまえは！」

　リビングのソファに座っているスーツ姿の中年男が、おおげさに驚おどろいて叫んだ。

　中年男のそばには二人の護衛らしき男たちがついている。護衛たちは中年男とは対照的に落ち着いており、ふところに手を入れて、闖入者を冷静に睨にらんでいる。

「なんだと言われても、ごらんのとおりさ。あんたらが言うところのソーディの犬だよ」

　闖入者――少年は、からかうように言った。

　少年の名はクロウ。黒を基調とした上着とズボンという格好で、上着のほうには襟えりや袖そでに黄色の縁取りが入っている。

「政府の犬っていうのも、意外に悪くねえけどな。身分証見せりゃ、鍵だってもらえる」

　クロウはさっき、支配人から受け取ってきた部屋のカードキーを掲かかげてみせた。支配人がキーを渡すのを渋ったのは事実だが、決して暴力的に取り上げたわけではない。

　ましてや――クロウが腰こしに提げた日本刀にものを言わせたりはしていない。

「というわけで、ちょいとあんたに質問がある。と、その前に自己紹介かな？　俺おれはセイバーズのクロウ。お望みならあんたにも身分証をお見せするけど」

「セイバーズだと？　嘘うそをつけ、セイバーズは組織解体されたはずだろう！」

　中年男は、まだ見苦しく取り乱している。

　スイートでくつろいでいたところを、突然踏ふみ込まれたのだから無理もないが。

「正確には“〝新生セイバーズ”〟ってとこかな。組織名と制服を引き継ついでるだけで、解体されたアレとは関係ない。名前考えるのも面めん倒どうだったし、この制服は頑丈な割に着心地がいいんでな」

　クロウは笑いながら説明する。別に説明してやる義理もないのだが、彼には余計なことを言いすぎる悪あく癖へきがあった。

「国の捜そう査さ官かんであることに変わりはねえよ。あんたには、俺の質問に答える義務がある」

「ふざけるな、民間人の部屋に勝手に踏み込んで――」

「ふざけてんのはそっちだろ」

　クロウは軽く言って、ゆっくりと歩き出した。中年男が座っているソファの前に置かれたテーブルに載っているワインの瓶びんを持ち上げた。

「ふーん、このワインって高いんじゃねえの？　太たい陽よう教きようの財務部っていうのは、そんなに給料がいいのか？」

　クロウはまだ十五歳の少年である。酒の銘めい柄がらなど知らないが、中年男が飲んでいたワインは、見た目からしていかにも高級そうだ。太陽教の一般信者が飲めるようなものではないだろう。

「これだけけっこうなご身分なら、俺の質問に答えてもらえそうだな」

「ソーディの手先などに話すことは……一つもない！」

　中年男は叫ぶとともに、さっと手を上げた。護衛の二人が瞬時に反応する。ふところに入れていた手が素早く引き抜かれ――飛び出したその手には、拳けん銃じゆうが握られていた。

「撃て！　殺せぇ！」

「アホか」

　黒光りする銃口が向けられても、クロウは微み塵じんも動揺を見せなかった。

　二人の護衛の指が引き金にかかったのを確認してから、腰に提げた日本刀の柄つかを握り、一気に抜ばつ刀とうする。

　護衛たちが指を動かすよりも、クロウの抜ばつ刀とうのほうがはるかに速かった。

「…………っ！」

　拳けん銃じゆうのグリップを握っていた護衛の男の親指が、きらめいた白はく刃じんに斬きり落とされる。クロウは刀を返し、さらにもう一人の男の手の甲に強烈な峰みね打うちをくらわせた。

「うおおおおおお！」

　護衛たちは拳銃を取り落とし、手を押さえて床に倒れ込み、のたうち回る。

　親指を斬り落とされ、手の骨を粉々に砕かれ、護衛たちは完全に戦闘能力を失っている。最小限の攻撃が最大の効果を上げている。格段に戦闘能力の差があるからこそできる芸げい当とうだった。

「ソ、ソーディ……化け物め！」

　中年男はソファに座ったまま、クロウを睨にらみつけている。

「俺おれはソーディじゃねえよ、残念ながら……と、来たか」

　クロウが中年男にそう言い返したところで、リビングに新たな登場人物が現れた。

「おっ、もう終わったの？　お疲れ、クロウ」

「まったく、賞金もかかってねえのに、俺一人に任せやがって」

　クロウはリビングに入ってきた少年――兄弟弟で子しにして、仕事の相棒であるラーシュに苦笑いを向けた。

　ラーシュはプラチナ色の髪をやや長めに伸ばし、クロウと同じく黒の上下という服装だ。腰こしには幅広の長剣を提げている。彼もまた新たなセイバーズのメンバーなのだ。

「ジャンケンで負けたんだからしょうがないでしょ……って、んん？　ちょっと待った、クロウ。そいつじゃない」

「は？　どういうことだ？」

　ラーシュは、無む造ぞう作さに中年男に歩み寄って、まじまじと彼の顔を眺ながめる。そして、首を振った。

「今夜のターゲットはこいつじゃない。見せられた写真と違うだろ？」

「えー、そうか？　ああ、でもおっさんってみんな同じように見えるんだよなあ」

「なっ、なんのことだ……」

　中年男が少年二人の会話に戸と惑まどいの表情を浮かべたところで。

　ドンッ――と。

　唐突に、部屋の外で轟ごう音おんが響いた。

　クロウとラーシュはほぼ同時に走り出し、スイートルームの外へ出た。

「あらら、なんだこりゃ？」

　クロウは廊ろう下かを眺めて、首を傾かしげる。

　隣室のドアが全開になっていて、廊下の床にはスーツ姿の男が一人倒れている。

　さらに続けて、二人の男と、一人の少女が廊ろう下かに飛び出してきた。

　男たちのうち、一人は太たい陽よう教きようの青い信しん徒と服ふくを着ている。もう一人はスーツ姿で、サブマシンガンを手に持っている。

「少年、ラーシュ。そっちは間違いだったようだよ。太陽教の幹かん部ぶは――二人いた」

　そう言って、少女がにっこりと微笑ほほえむ。

　きりりと整った美び貌ぼうの持ち主で、グリーンの長い髪にバレッタをつけている。服装はクロウたちと同じ、黒の上着に膝ひざ丈たけの黒いプリーツスカート。円えん錐すい状じようの奇き妙みような剣を手に握っている。

　少女の名はイシュト。彼女もセイバーズの一員で、リーダーでもある。

「あんた、いねえと思ったら……」

　クロウは呆あきれながらつぶやいた。どうやら、リーダーだけが現状を正確に把は握あくしていたようだ。

「というわけで、太陽教の偉い人。あなたに、訊ききたいことがある。おとなしく話すならよし、そうでないなら――」

「殺せ！」

　なんのためらいもなく、信徒服の男が叫んだ。

　その声に応え、スーツの男がサブマシンガン――ＭＰ５Ｋをイシュトに向ける。マガジンに詰つめ込まれた三十発の９ミリパラベラム弾が、一瞬のうちに撃ち出され――



    

  
    
      



    

  
    
      

「ふっ……！」

　イシュトは一瞬、気合いの声を漏もらし、円えん錐すい状じようの剣を縦じゆう横おう無む尽じんに振り回した。

　彼女を蜂の巣にするはずだった弾だん丸がんが次々に剣に弾はじかれ、壁や床にめり込んでいく。

　そして――

　ＭＰ５Ｋの弾だん倉そうが空になったそのとき、イシュトの鋭するどい剣先が最後の９ミリ弾を刺し貫つらぬいていた。

「なっ、なっ……！」

　スーツ姿の護衛は絶句し、信しん徒と服ふくを着た幹かん部ぶは声も出せないようだった。

　秒速四〇〇メートル、人差し指の先ほどしかない９ミリ弾を剣先で貫くなど、ほとんど物理的にあり得ないことだった。

　だが、それができてしまうのが――“〝ソーディ”〟という種族なのである。

「剣の学院では、銃への対処も教えてるからな。これくらい、三年生なら誰だれでもできる」

　イシュトは特にバカにした風もなく、そう言った。

　そう、訓練を積んだソーディならばサブマシンガンの銃撃を防ふせぐなど、たいしたことでもない。

　だが、イシュトの技量がソーディの中でもずば抜けているのも事実である。

　クロウはイシュトの剣先に刺さった弾丸を見ながら、なかば驚おどろき、なかば呆あきれていた。

「つーか、さすが会長だな」

　クロウはぱちぱちと拍手する。

「あれだけ動いても胸が揺れないとか、マジで凄すごい」

「…………」

　ズン、と鈍にぶい音が廊ろう下かに響いた。

　微笑を浮かべたイシュトが、弾丸が刺さったままの剣で廊下の壁を貫いていた。

「と、手元が狂くるった。もう一度狂っちゃったらどうしようか」

「……俺おれはなにも言ってません」

　クロウは神妙な態度で言った。

　イシュトは人目を引く美人だが、ただ一つ胸のサイズだけは残念なのだ。本人も、それがコンプレックスになっているようで、からかうと冗談抜きで命の危機がある。だからこそ面おも白しろがってしまうのも、クロウの悪あく癖へきだった。

「さて、ここからが本題だ」

　イシュトは気を取り直して、なにげない動作で剣に刺さったままの弾丸を引き抜き、剣先を幹部に向けた。護衛のほうは、完全に戦意を失っている。

「用件はただ一つ。あなたのボス――太たい陽よう教きようの教きよう祖その居場所を教えてくれ」

「は……？」

　幹かん部ぶはきょとんとした顔をする。

「そんなことを訊きくために、踏ふみ込んで来たのか……？」

「私たちには大事なことなんだ。もちろん、あなたには教きよう祖そは大事だろうけど、この世でなにが一番大事か考えてみるといい」

　イシュトは、むしろ優しげに見えるほどの笑みを浮かべ、幹部に向けた剣先を軽く揺らした。彼女がその気になれば、一瞬で幹部は串くし刺ざしにされるだろう。

　幹部も自分の命にはよほど執しゆう着ちやくがあるらしく、それを察さつして焦あせりだした。

「わっ、わたしは本当に導どう師しの――教祖のことは知らん！　教団でも知っているのは五人といないんだ！」

「私は、あなたがその五人の一人かと思ってるんだ」

「それは誤解……そ、そうだ！　情報ならある！　取引をさせてくれ！」

「言ってみて」

　イシュトはまっすぐ幹部の目を見ながら言った。彼女の顔は笑っていても、目つきは鋭するどい。嘘うそは決して見逃さないだろう。

「捜査機関も一般の信者もほとんど知らない情報だ！　教祖の側そつ近きん中の側近って奴やつがいるんだ！　そいつなら間違いなく、教祖の居場所を知ってる！」

「へえ」

　イシュトは興味深そうに頷うなずいた。

　クロウもわずかに安あん堵どする。

　今夜の襲撃も空振りに終わりそうだったが、少しは収穫もありそうだ。

　太たい陽よう教きよう教祖の捕ほ縛ばく――それは、クロウにとってあまり気の進まない任務ではある。しかし、やらなければならないことだとわきまえている。

「で、その側近はどこにいるのかな？」

「ああ、確か妙なところに――」

　幹部の男は、教祖の側近の居場所を説明し始めた。

　イシュトとラーシュは黙だまって聞いていたが――クロウは驚おどろきを顔に出さないように必死だった。

　なぜ、太陽教の幹部がそんなところに。

　どうやらこの任務は、さらに気の進まないものになりつつあるようだった。



    

  
    
      


１章　故郷の風





　剣の学院――

　東京ソーディアの中央特別区センターにある、優秀なソーディの子弟が通う名門校だ。

　元々は軍の基地だった土地を利用しているその学校はやたらと敷しき地ちが広大で、中庭も広々としている。

　放課後のその中庭で、二人の少女が剣を交えていた。

　二人とも、剣の学院の制服――半はん袖そでの白いブラウスにネクタイ、ベージュのベスト、太もももあらわなミニスカートと、見た目も涼しげな夏服姿である。

　一人は、おでこが見えるほどのショートカットにした少女で、片かた刃はの長剣を振るっている。

　もう一人は金色の髪を頭の左側で結び、自分の身体からだほどもある巨大な両りよう刃ばの剣を軽々と操あやつっている。

　形勢は明らかに金髪の少女が優勢で、ショートの少女は防戦一方だった。

「ふっ！」

　金髪の少女の剣が振り下ろされ、ショートの少女の頭に当たる寸前で停止する。鉄の塊かたまりのような重い剣を扱うだけでなく、寸すん止どめするなど、人間にはまず不可能な芸げい当とうだ。

　そう、金髪の少女は人間ではない。

　彼女は“〝ソーディ”〟と呼ばれる異世界人である。

　ソーディたちは人間をはるかに凌りよう駕がする身体能力を持ち、素手で岩を砕き、風よりも速く走る。並外れた剣の素質を持って生まれ、剣を持たせれば鉄だろうと軽々と斬きり裂さいてしまう。

「……参りました、セフィ様」

　ショートの少女が一歩下がって、ぺこりと頭を下げた。

「リマもよかったわよ。何度かヒヤっとしたわ」

　金髪の少女――セフィが剣を引きながら答える。巨大な剣を手慣れた動作で鞘さやに収め、にっこりと微笑ほほえんだ。

「いえ、セフィ様にはどんどん差をつけられてますね……。うう……」

　リマと呼ばれた少女が、がっくりとへこんでいる。

「って、へこんでてもしょうがない！　私、飲み物でも買ってきますね！」

　リマは落ち込んだと思ったら次の瞬間に立ち直り、元気よく走り去ってしまった。

　だいぶリマも元どおりになってきた――と、セフィは安心する。

　一ヶか月げつほど前に、セフィは初めて自分の剣で敵の命を絶った。それが、かつてのセフィの友人であり、リマにとっても親友だった少女なのだ。

　正々堂々の立ち会いの結果である。死んでいたのはセフィのほうだったかもしれない。

　リマもそれをわかっているからセフィを責めたりはしなかった。セフィ自身、思うところは少なくない。しかし、剣けん士しとして生きるからには乗り越えなければならないことだ。

　セフィもリマも、今は落ち着きを取り戻しつつある。

「ふう」

　セフィは小さなため息をついた。

　星ほし崩くずし――そう名付けた自分の愛あい剣けんを鞘さやに収めたまま、片手で持ち上げる。

　ソーディは『光コウ』という不ふ可か視しのエネルギーを体内に秘めている。特に女性のほうが強い『光』を持っているため、セフィのように細い身体からだつきの少女でも、星崩のような大剣を扱えるのだ。

「でも、まだまだよね――」

　セフィは春から夏にかけての短期間に、剣士として大きく成長した。

　理由ははっきりしないが『光』が急激に増大し、何度か経験した格上の剣士たちとの戦いで得たものも多かった。

　それでも、セフィは満足していない。ここ数すうヶか月げつで出会ってきた剣士たちは、あまりに強すぎた。どれだけ剣を振れば、あの剣士たちに追いつけるのか――

「セフィ？　珍めずらしく物思いにふけってますね」

「……あたしもたまにはね」

　のんびりと歩み寄ってきたのは、桜さくら井い日ひ奈な子こだった。

　彼女は二人の稽けい古こに巻き込まれないように、少し離れたところで見物していたのだ。

　日奈子は人間の少女ではあるが、事情があって剣の学院で保護されている。セフィにとっては友人であり、最近はみずから進んで日奈子の護衛も務つとめている。

　日奈子も剣の学院の夏服姿だ。彼女は学院の生徒ではないものの、目立つのを避さけるために制服を着用しているのだ。

「ところで、セフィ。夏ですね」

「そうね」

「セフィが解放的になる季節ですね」

「なんであたし限定なのよ!?」

「せっかくの夏なのに、クローがかまってくれないからご機嫌ななめですか？」

「……もう、どこから突っ込んだらいいのか」

　セフィはおおげさに呆あきれて、頭を抱える。

　日奈子がマイペースなのは今に始まったことではないが、最近は妙にクロウとのことをからかってくるようになった。

　本来、あり得ることではない。セフィと日ひ奈な子この関係は、この国では考えられないものなのだ。

　七十年前に起きた世界大戦。地じ獄ごくのような戦争の真っ最中に、“〝空の扉”〟と呼ばれる異空間ゲートを通ってなだれ込んできた、異世界人ソーディたちの大軍。

　ソーディたちは世界中に展開していた各国の軍隊を撃げき破はしたが、空の扉が唐突に閉じてしまい、故こ郷きようへの帰り道を失ってしまった。

　そこで、ソーディたちが新天地として選んだのが日本だった。新政府を樹じゆ立りつし、人間たちはソーディに支配されることとなった。

　セフィはそのソーディ政府の頂点に立つ四人の将軍、四よん将しよう家の娘である。

　そのセフィにからかいの言葉を投げつけるなど、人間には許されることではない。身分にうるさいソーディが日奈子の言葉を聞けば、斬きりつける可能性すらある。

　だが、セフィは身分に無む頓とん着ちやくで、日奈子の冗談も友人同士の会話として流している。

　日奈子のほうはといえば、筋すじ金がね入りの箱入り娘で、そもそも身分制度についてよく知らないため、彼女も立場の上下などまったく気にしない。

　そういうわけで、世にも不思議なソーディの姫君と人間の少女の友情が成立しているのだ。

「クローは今日もいないですよね。朝からラーシュとそそくさと出かけて行きましたが」

「しょうがないでしょ」

　セフィは呆あきれ顔で、肩をすくめた。

「ロウたちは姉上の部下になったんだから。なにか大事な任務を受けてるらしいし……まあ、蚊か帳やの外なのはちょっと気にくわないけど」

「クローたちがなにをやっているのか、教えてもらえませんね」

「任務の内容をべらべらしゃべれないんでしょ。姉上はそういうことには厳しいわ」

　クロウたちセイバーズの直ちよく属ぞくの上司は、セフィの姉であるシルフィだ。元げん老ろう院いん議員であるシルフィからの直接指令となれば、めったに口外できない重要事項なのだろう。

　セフィにも、それは充分にわかっている。

「でも……でも……ああああっ！」

「あまりにかまってもらえなくて、セフィが壊れそうなのです」

「壊れるかっ」

　そうは言いつつも、どうにもモヤモヤするのは事実だ。

　セフィもセイバーズに加えてもらって、クロウたちと肩を並べて剣を振るいたかった。

　しかし、セフィの実力がクロウたちにまるで及んでいない以上、彼女には無理を通すことはできない。

「べ、別にいいのよ。あたしはロウたちがなにをやったって」

　口では裏腹なことを言うあたり、セフィは素直になれない少女だった。

「ロウがいないから、セクハラを受ける心配もないしね！」

「……はあ」

　日ひ奈な子こは、いまいち納得できない様子だ。

　セフィは幼なじみでもあるクロウから、子供の頃からスキンシップを超えた肉体的接触を受けているが、実はそれを喜んでいる節がある――日奈子はそう思っているのだ。

「ヒナには一度、じっくり話したほうがよさそうね」

「セフィは話せば話すほどボロが出るタイプですよね」

「あんた、ずばずばものを言いすぎよ！」

　セフィは、がーっと吼ほえた。

「あたしはセクハラなんて、冗談じゃないんだから！」





「セフィにセクハラしてぇ！」

「往来でなにを叫んでるの」

　ラーシュに思いきり呆あきれた目で見られ、クロウは憮ぶ然ぜんとする。

「いやほら、ここんとこずっと仕事ばかりじゃねえか。潤うるおいが足りねえんだよ」

　クロウは本気で嫌そうに言って、がしがしと頭をかいた。

　彼ら二人が歩いているのは、東京ソーディアの東端、外層人類区ダウンタウンのとある街だ。

　築数十年の古い木造家屋が建ち並ぶ古い下町で、狭い道が複雑に入り組んでいる。

　二人は、今日もセイバーズの制服姿だ。しかし、さすがに目立つので黒い上着は脱いでいる。ただ、ラーシュは誰だれがどう見てもソーディであるし、揃そろって帯たい剣けんしているので目立つことに変わりはない。

「シルフィ様の子分になってから、一ヶか月げつくらいか？　その間、ずーっと教きよう祖そ様を追いかけさせられて、ろくにセクハラできてねえもんな」

「普通、暇ひまがあってもセクハラはしないけどね……」

「教祖の野郎、雲くも隠がくれしやがって。任務とか関係なくとっつかまえたくなってきたぞ」

　クロウはぐっと拳こぶしを握りしめて、頭の悪いことを力説する。

　かつて存在した、東京ソーディアの治ち安あん維い持じ組織“〝セイバーズ”〟。

　セイバーズは一ヶ月ほど前に、ソーディの一部族であり、政府への反はん逆ぎやく者しやであるブレイズとの戦いで中核であった戦闘部隊が壊かい滅めつし、組織解体されることとなった。

　クロウとラーシュはセイバーズの隊員であったが、無職になったことをきっかけに、元げん老ろう院いん議員で、現在はブレイズによる事件の調査委員を務つとめるシルフィに捜そう査さ官かんとして雇やとわれることとなった。

　セイバーズという名めい称しようを引き継ついでいるのは、シルフィがチーム名などにはこだわらなかったためである。

「本当にここにいやがるんだろうな？」

　クロウは意味もなく、きょろきょろと周りを見る。

　新生セイバーズの現在の任務は、太たい陽よう教きよう教きよう祖その捕ほ縛ばくである。

　太陽教はブレイズと同盟を結んでおり、教祖はブレイズを撃滅するために有益な情報を持っている可能性が高いのだ。

　先日捕まえた太陽教の幹かん部ぶによると、教祖の側そつ近きん中の側近がこの下町に住んでいるらしい。

　普通、幹部レベルの信者ならば教団の施設に住み込んでいるはずなのだが、こんな下町に家があるというのは不自然だ。クロウは疑うたがっている。

「だいたい、会長も来ねえし……あの人もガセだと思ってるんじゃねえ？」

「あの人、今日はシルフィさんのおともだそうだよ。また見つけたんだってさ」

「ふうん……」

　見つけた、というのは事件の関係者のことだ。

　シルフィもブレイズ絡みの捜査をクロウたちに丸投げしているわけではない。彼女はみずからの情じよう報ほう網もうを駆く使しして、事件を徹底的に洗っている。

「クロウの報告がきっかけなんだろ？　廃はい棄きされたブレイズの居きよ留りゆう地ちに電気が通ってたって。ソーディ内部にブレイズと通じてる勢力があるって推測は当たってたみたいだね」

「ま、当然の展開だな。シルフィ様だって予想はしてたろ」

　ブレイズたちは反乱を起こしながらも、面おも白しろいことがあればすぐに横道に逸それていくような、後先を考えない者たちだ。

　とはいえ、一国の政府に逆らうのだから、それなりの仕込みを用意していると考えるのが自然だろう。ソーディ社会に内通者を放っているはずだ。

「今日はちょい大物のソーディを捕まえるらしいから。会長も参加させられたらしいね」

「あまり面白そうな捕り物じゃねえな。つーか、なんで会長はシルフィ様の部下になってるんだろうな？」

「気にしなくていいんじゃない？　リーダーってことは、なにかあったら、会長が責任取ってくれるってことなんだから」

「おまえ、さわやかな顔で真っ黒なこと言うよな……」

　クロウはラーシュとは幼い頃から、八年もの付き合いだ。このあたりの腹黒さはよく知っている。

「おや？　あれ、弾だん痕こんだね」

　ふと、ラーシュが近くの家の塀へいを指さした。年ねん季きの入ったコンクリート塀に、いくつも小さな黒い穴が穿うがたれている。

「弾だん痕こんだな……まだ普通に残ってるんだな」

　クロウは、ぼんやりとつぶやいた。

「クロウ、なつかしいんじゃない？　来るのは八年ぶりなんだろ？」

「どうかな」

　クロウはうそぶいた。

　教きよう祖その側そつ近きんが住むというこの下町は、クロウの故こ郷きようでもあるのだ。

　そして、八年前にソーディの精せい鋭えい部隊と数千人の反政府組織との激戦が繰り広げられた場所なのだ。

「八年も経たっちまったからなあ」

　ソーディ精鋭部隊による、反政府組織の幹かん部ぶ捕ほ縛ばくから始まった戦闘は、偶然に反政府組織が密輸したばかりの大量の銃じゆう器きがあったために、わずか数時間で激化し、街に住んでいた一般人をも巻き込んで拡大していった。

　戦場と化した街で、反政府組織のメンバーはある男に目をつけた。

　ソーディの習性や文化を研究する学者で、ソーディとの繋つながりも強いと言われていたクロウの父親だ。

　ソーディに関かかわっていた者はこうなる――いわば見せしめのために、父親はクロウの目の前で頭を撃ち抜かれて殺された。

「よりによって、なんでこの街なんだろうね」

　ラーシュがぼそりとつぶやいた。

「側近って奴やつを捕まえてから訊きくさ。ま、この街だからどうこうってことはねえよ。師匠せんせいにしごかれまくったせいで、過去の記憶がパーになってるからな」

「恐ろしいことを言うなよ……まったく、クロウは」

　種族は違えど、クロウとラーシュはともに育った兄弟のようなものだ。クロウがもう過去を吹っ切っているのはよく知っているだろう。

「さて、そろそろ捜しに行きますか」

「そうしよう」

　ラーシュの言葉に、クロウは頷うなずく。

　クロウたちが捕まえた幹部の情報はひどく雑なものだった。この街に側近中の側近が住んでいる、というだけで具体的な住所や名前すら知らなかったのだ。

「ま、手分けしたほうがいいね。そんなに大きな街でもないのに、太たい陽よう教きようの教会が二つもある。まずはここからだね」

　なにかあったらケータイで連絡、と確認し合ってからラーシュは一人で歩いて行った。

　クロウは初夏の太陽が輝く空を眺ながめてから、ため息をつく。

「はぁ、あっちぃな。まったく、教きよう祖その野郎が教団本部にいてくれりゃ、こんな手間はいらなかったのに」

　太たい陽よう教きようは、武装してソーディ政府に公然と抵抗活動を行おこなっている集団である。

　ただ、ソーディには奇き妙みような習性があり、武装していない者には驚おどろくほど寛かん容ようなのだ。太陽教も全員が武装して反政府活動を行っているわけではない。むしろ、武器を持たない者のほうが多い。

　そういうわけで、ソーディ政府は太陽教の徹底弾だん圧あつなどはしていない。街中にも普通に太陽教の教会がある。

　とはいっても、日本では所持が厳禁となっている銃じゆう器きの密輸などもしているため、教団施設には何度もセイバーズや警察の家か宅たく捜索が入っている。

　むろん、教祖も重要参考人として捜索の対象だったが、一度も見つかっていない。

　太陽教の教祖は、信者の前にすら十年以上姿を見せていないのだ。

「つーか、生きてんだろうなあ？　実は死んでるなんてオチはいらねえぞ」

　クロウは、シルフィから支給されたスマートフォンで教会の位置を確認しながら、ふるさとを歩いて行く。

「うわあああん、もうやだぁっ！」

「…………？」

　突然の悲鳴に、クロウは首を傾かしげた。

　道の向こうから、白いベールをかぶり青いシスター服をまとった少女が走ってくる。その後ろには、吠ほえながら走ってくる犬の姿もあった。

「……大騒ぎだな、こりゃ」

　助けたほうがいいだろうかと、クロウが迷いつつ一歩を踏ふみ出しかけたそのとき。

「…………！」

　クロウは足を止め、走ってくる少女と犬の姿に――なんとも言えない違和感を覚えた。

　なんだ、これは――？

　なにかが強く頭に引っかかっている。少女と犬と、それにこの街の景色。視界に映るものすべてが、クロウになにかを訴うつたえかけていた。

「ぎゃうっ！」

　突とつ如じよ、シスターはコンクリートの割われ目につま先を引っかけ、豪ごう快かいに転んだ。倒れたまま身動きしないシスターに、犬がまとわりついている。

　犬は噛かみついているのではなく、嬉うれしそうにじゃれているだけだった。助ける必要はなさそうだった。

　シスターの転倒と同時に、頭に引っかかっていた違和感も瞬時に消えてしまう。なんだったのか気にはなるが、その前にシスターを助け起こしたほうがよさそうだった。

「おい、大丈夫か……って、んん？」

「……はっ!?　ク、クロウ!?」

　ばっと顔を上げたそのシスターは、クロウの知り合いだった。

　木き戸ど明あか里り――なにかと奇き妙みような因いん縁ねんのあるシスターだ。

　クロウはさてまた面めん倒どうなことになるのかと、苦笑しながら明里に近づいていった。





　東京ソーディア、中央特別区センター。

　第一特別電波塔――通称東京タワーの展望台に、マナカは足を踏ふみ入れた。

　平日の昼間ではあるが、多くの客が入っていてにぎやかだ。

　肩のところまで伸ばした青い髪はいつもどおりだが、サングラスをかけて顔を隠かくしている。ノースリーブのブラウスにミニのタイトスカートと、露出はやや多めではあるものの、服装は至いたって地味だ。

　マナカはかつてソーディ最強の七しち剣けんの一人、“〝剣けん将しよう”〟の称号を持つ剣けん士しだった。

　しかし、彼女の正体はソーディ政府に叛はん旗きを翻ひるがえしたブレイズの一員である。

　今はソーディ政府から追われる身であり、このように人が多い場所では多少の変装をしなくてはならない。“〝舞まい姫ひめ”〟と名付けた愛あい剣けんも、世間に知られているので布を巻いて拵こしらえを隠してある。もっとも、正体を見とがめられても切り抜けるのはたやすいことだが。

「ああ、来た来た」

　不意に、声がかけられた。

　展望台のガラスの前に立っていた一人の女性が、マナカに向かって手を振っている。

「そりゃあ来るけどね……」

　マナカは不満そうにつぶやいて、女性の隣に立った。ガラスの向こうには東京ソーディアの景色が広がっている。

「いったい、なんのつもりなのよ。こんな人の多いところに呼び出して」

「木を隠すには森の中っていうじゃん？　それに観光地じゃ、誰だれも他人のことなんて気にしてないってば」

「……あまり思い込みで行動しないほうがいいと思うけどね」

　マナカは自分が相当に大胆な性格だと思っているが、目の前の女性にはかなわない。

　彼女は燃えるような赤い髪を背中まで伸ばし、ブルーのジャージの上着に、グレーのミニスカートをはいている。

　見た目は十代後半くらいだが、マナカはこの女性の年齢をよく知らない。マナカ自身、今年二十四歳になるが、十代にしか見えないらしい。ソーディは『光コウ』の影響で老化が遅いのだ。ソーディの、特に女性の年齢は見た目でははかれない。

「それで、用はなんなの？　スイサーラ？」

「サーラ、でいいって言ってんのに」

　スイサーラ――サーラは、軽い口調で答えた。

　マナカがサーラを気軽に愛あい称しようで呼べないのには理由がある。

　サーラは“〝死し剣けん使つかい”〟という特別なブレイズだ。仲間の中では異質であるといってもいいかもしれない。

　死剣使いは、戦闘に長たけたブレイズの中でも特にずば抜けた力を持ち、瞬時に傷を癒いやす回復能力と、さらには“〝秘法”〟と呼ばれる彼女たちだけの特別な能力まで持っている。

　マナカが知るリンネという死剣使いは、未来予よ知ちの秘法の使い手だった。サーラの秘法は、彼女が隠かくしているため、ブレイズでも知っている者はほとんどいない。

「ああ、そうだ。話の前にお悔くやみを。ネーナは気の毒だったね」

「それはどうも」

　マナカは無表情で答えた。

　ネーナは、マナカを「お姉様」と呼んで慕したってくれていた妹のような少女だ。

　約一ヶか月げつ前、マナカがこのサーラに呼び出しを受けて出かけている間にネーナはセフィと戦い、命を落としてしまった。

　その戦いでは他にも多くのブレイズ剣けん士しが戦死し、一人だけ生き延びたリンネからネーナの死を知らされた。ブレイズの情じよう報ほう網もうを使って裏も取ってある。ネーナの遺体がセフィに引き取られ、手厚く葬ほうむられたことも確認した。

　ネーナの死には思うことがありすぎて、マナカは言葉にできない。

「惜おしいことをした。ネーナは可能性のある剣士だったよ」

「ええ、私もそう思うわ」

　この死剣使いが本気でネーナの死を悼いたんでいるのかは、怪しいものだ。死剣使いとは、よくも悪くもマイペースで自分のことしか考えない傾けい向こうがある。

「ま、お悔やみを済ませたところで。君の首しゆ尾びのほうはいかがかな？」

「そんなもん、電話で訊きけばいいでしょうに。そう簡単にはいかないって、あんたもわかってるでしょ」

　マナカは肩をすくめて、展望台の下の街を眺ながめる。

「でも、必ずやり遂とげるわ」

　マナカに指令を下しているのがこの死剣使いサーラである。

　現在、マナカが受けている仕事は――七しち剣けんの抹まつ殺さつだ。

「そもそも、居場所がはっきりしているのが剣けん王おうと天てん剣けんだけだからね。いくら私でも、あの二人は近づくだけで難しいわ」

「絶ぜつ剣けんは？　確か、剣の学院にいるとか言ってなかった？」

「シュナークはダメよ。あいつはフィーリングが合わないわ」

「フィーリングの問題なの？　まあ焦あせって失敗されるより、確実な成功がほしいところだね。マナカを失ったら、サーラが立ち直れない」

「あんた、まだ剣に恋するお年頃なの？」

　マナカは呆あきれて言った。

　ソーディは、強い剣けん士しに恋愛感情を覚える習性がある。“〝剣に恋する種族”〟と言われるゆえんである。女性剣士、中でも思春期の少女にその傾けい向こうが強い。

「うん、そりゃあもう。サーラは七しち剣けんたちと遊びたくてたまらない」

「ダメよ」

　マナカはきっぱりと言い切った。

　サーラは今、ブレイズの司令官を務つとめている。前線に出るのは、彼女の役割ではない。

「ちぇっ。ああ、そうだ、リンネのことなんだけど」

「リンネ？　今はもう、預かってないわよ」

　一ヶか月げつ前、クロウとの戦いでリンネはかなりショックを受けたようだったが、そのあとすぐに彼女はどこかに姿を消してしまった。派手に暴れたので、一応おとなしくしているように命じたのだが、死し剣けん使つかいのリンネを閉じ込めておくことはできなかった。

　サーラに報告はしたが、マナカは特に捜索などはしていない。

「あの子は好きにさせておくよ。実戦に出て、リンネも変わってきたみたいだね。いいことだよ、それは」

「……そういえば、なぜリンネを実戦に投入したの？　貴重な予よ知ち能力の持ち主だから、保護しとくって話じゃなかった？」

「それは簡単だよ」

　サーラは意味ありげな視線を、マナカに向けてくる。

「あてになるかわからなかったけど、貴重な戦力が一年前にどっか消えちゃったからね。頭数の少ないウチには、死剣使いを遊ばせておく余裕はないというわけだよ」

「……なるほどね」

　貴重な戦力、というのはマナカの姉である剣けん聖せいヒョウカのことだろう。

　マナカの推測では、ヒョウカは弟で子しのクロウに斬きられて死んでいる。

　証拠はないが、否定する材料もない。なにより、ヒョウカが完全に姿を消してしまったことは事実だ。ヒョウカの穴埋めをする人材が必要だったというのは、頷うなずける話だ。

「それに、どうもリンネはねえ……」

「なに？　まだなにかあるの？」

　苦笑を浮かべているサーラに、マナカは問いかける。

「いいや、なんでも。どうなるかわからないけど、少なくともリンネはブレイズのために戦うんじゃない？　ヒョウカよりはわかりやすいよ」

「それは否定できないわね……」

　実の姉ながら、ヒョウカはあまりに自由気ままな剣けん士しだった。

　一応、ブレイズとしての任務がありながら、そんなものは無視して山にこもって弟で子しを育てていたのだ。

「そうそう、ヒョウカの弟子たち――特に人間の男の子っていうのは気になるなあ」

　サーラは、なにがおかしいのか、くすくすと笑っている。

　マナカにとって、クロウは姉の仇かたきだ。自分でも抑えきれないほどの執しゆう着ちやくを、クロウに対して持っている。

　そのクロウに、サーラが興味を示したというのは無視できない。

　もしも、サーラがクロウと戦ったら――

　一瞬で終わってしまうかもしれない。

　サーラは『光コウ』を抑え込み、意図的に隙すきだらけにしているが、彼女が本気になればこの展望台にいる数百人を一秒もかからずに皆殺しにできるだろう。

　マナカは自分がサーラに劣おとっているとは思わないが、クロウが勝てるとも思えない。

「いろいろ楽しみができてきたなあ。あー、反乱起こしてよかった」

　いくらこの展望台が騒がしいとはいえ、サーラはとんでもないことを口走っている。

　マナカは、いろいろな意味で先行きが不安になってきた。





「よし、こんなもんだろ」

　クロウは、明あか里りの右みぎ膝ひざにぺたんとガーゼを貼はりつけた。

「……お礼なんて言わないからね」

　明里は唇を尖とがらせて言い、めくれていたシスター服のスカートを戻し、ぷいっとそっぽを向いた。

　クロウが明里と出会ったそのすぐそばに、彼女の家があった。木造平屋建ての古い家で、二人は小さな庭に面した縁えん側がわに腰こし掛かけている。

「それにしても、あんたずいぶん手慣れてるのね」

「そりゃ、応急手当てくらい習ってるさ」

　クロウは、野の良ら犬いぬに追いかけられて転び、膝をすりむいた明里の手当てをしてやっていたのだ。

　正確には、嫌がる明里を無む理り矢や理り自宅に案内させて、強引に上がり込んだのだが。

「しかし、ガキじゃあるまいし、犬に追いかけられるって」

「う、うるさいっ。昔からアレだけは苦手なの！」

　明あか里りは顔を真っ赤にしてクロウを睨にらんでくる。

　中央特別区センターでは野の良ら犬いぬなどまず見かけないが、外層人類区ダウンタウン――特にここのような下町では少なくないようだ。

　クロウは救急箱を閉じると、周りを眺ながめた。庭はあまり手入れは行き届いていないし、縁えん側がわの向こうの居間らしき和室は小さなテーブルや戸棚があるくらいでほとんど物がない。

「いい家だな」

「バカにしてんの？」

「いや、俺おれが昔住んでた家もこんな感じだった。なんか落ち着くな」

　古い畳たたみの匂いに、傷だらけの木の柱。ガラス戸がついた戸棚も妙に懐なつかしい。

「ガキの頃、この辺に住んでたんだよ。今もこの街はこういう古くさい家が多いんだな」

「古くさくて悪かったわね。シスターが贅ぜい沢たくな家になんか住めるわけないでしょ」

「つーか、なんでシスターが普通の家に住んでるんだ？　教団の施設に住み込むもんじゃねえの？」

「……こっちにも事情があんのよ。ほっといて」

　明里は素っ気なく言って立ち上がり、居間を通り抜けてどこかへ行ってしまった。

　太たい陽よう教きようの仲間でも呼ぶつもりだろうか、とクロウはのんきに考える。

　何人呼ばれようと、クロウにはたいした脅きよう威いでもない。もっとも、そのことは明里も知っているはずなので、無む駄だな犠ぎ牲せいを出そうとはしないだろう。

　明里はほんの数分で戻って来た。お盆ぼんの上に、グラスを二つ載せている。

「はい、どうぞ」

　明里が差し出してきたのは、氷が入った冷たい麦茶だった。クロウはそれを受け取る。

「まさか、お茶を出してもらえるとは思わなかったな」

「家に上げた以上は、それが礼儀でしょ。たとえわたしが誰だれかさんのせいで、セイバーズと通じてると疑うたがわれて、教団内部で微妙な立場になったりしているとしてもね」

「……あー、そういうことだったのか」

　一ヶか月げつほど前、クロウは明里と街中で偶然出会い、なぜか彼女はクロウをかばうような様子を見せた。太陽教にとってクロウは、仲間を何人も斬きり殺した憎い敵なのに。

　しかもその出会いの際に、クロウは太陽教徒を数人叩たたきのめしてしまった。彼らが明里に疑ぎ心しんを抱いても不思議はない。

「で、年上のシスターたちがほとぼりが冷めるまで外に出てなさいって」

「そいつはまあ、悪かったな」

「ふん、今さらあんたに謝られてもね」

　明里にしてみればいくら謝られても足りないだろう。彼女は何度もクロウにひどい目に遭あわされてきたのだから。

「だいたい、あんたこそなにしてんの。里帰りってわけ？」

「まさか。今さら帰ってきても、知り合いがいるわけでもねえし」

「……ふうん」

　明あか里りが、どうでもよさそうにつぶやく。

　クロウの父親は争そう乱らんに巻き込まれて死んだ。その後、クロウは争乱の鎮ちん圧あつに訪れた剣けん聖せいに強引に弟で子し入りし、この街を離れることとなった。父親の遺体は剣聖が手配して回収され、埋まい葬そうされた。

　クロウは自分たちが暮らしていた家がどうなったのかすら知らない。あまり関心もなかったし、もう戻るつもりもなかったのだ。

「まあ、あんたがなにしようと知ったことじゃないけどね。あんた、セイバーズが潰つぶれたあとも、うちの幹かん部ぶを捕まえて回ってるらしいわね」

「お？　幹部を捕まえられてるのに、あまり気にしてなさそうだな？」

「あんたたちに捕まったのは、教団の外で活動してる連中――外回り組っていう奴やつらよ。信者というより、外部の組織との交渉役なの」

「この前捕まえた奴は、ホテルのスイートに泊まって、いい酒飲んでたぞ」

「教団のお金をちょろまかしてる連中よ。信者には嫌われてるわ」

　なるほど、とクロウは納得する。

　幹部たちが次々に捕まっているのに、太たい陽よう教きように大きな動きは見られなかった。武闘派たちは陰かげで動いているのだろうと考えていたが、一般信者たちがおとなしかった理由がはっきりした。

「もっとも、クロウほど嫌われてはいないけどね」

「そりゃ残念。俺おれは太陽教に恨うらみはないのにな」

　クロウは苦笑して、ごろんと横になる。縁えん側がわの木の床が冷たくて気持ちいい。

　太陽教には――正確には太陽教が雇やとったソーディの用よう心じん棒ぼうたちには何人も旧セイバーズ時代の同どう僚りようが斬きられている。旧セイバーズでただ一人の人間の隊員だったクロウは、他の隊員からは軽けい蔑べつされていたし、仲間意識などもお互いになかった。太陽教を恨むほどの理由はないのだ。

「……あんた、よくそんなにくつろげるわね。わたしも太陽教なのよ？」

「おまえは怖くないよ」

「むっ……」

　クロウのなにげない言葉に、明里が不満そうに唇を尖とがらせる。

　剣けん士しのカンなどではなく、このシスターさんが不意討ちをするなどとは思えないだけだ。

　ふと、クロウは寝転んだまま明里の目をじっと見上げた。

「ていうか、そっちこそどうなんだ？　男と家で二人きりだぞ？」

「うっ……！　ふ、二人きりって言ってもあんたは……！」

「俺おれは？」

　顔を赤くしてたじろぐ明あか里りに、クロウはさらに追い討ちをかけた。

「わ……わたしもあんたなんか怖くないのっ」

「おかしいな、俺は泣く子も黙だまるセイバーズのクロウなのに」

　クロウはくすくすと笑った。明里にふらちなマネをするつもりはまったくない。彼女とは任務中に何度も衝突したが、傷つけたことも一度もない。シスターに神聖さを感じるわけでもないだろうが、なんとなく手を出しにくい相手なのだ。

「まあ、なんにもしねえよ……って、くつろいでる場合じゃねえ！」

「わっ」

　突然起き上がったクロウに、明里がびくりとする。

　うっかり忘れそうになっていたが、今日の任務は教きよう祖その側そつ近きんの確保だった。

　クロウは麦茶を一気に飲み干し、氷までバリバリと食べてから立ち上がる。

「ちょっとクロウ！　あんた、どこに行くつもりなの!?」

　明里も素早く立ち上がり、クロウの行く手を塞ふさぐようにして立つ。

「なんだ、明里。俺のことが気になるのか？」

「アホ。あんたがなにをしでかすかが気になるの」



    

  
    
      



    

  
    
      

　クロウの軽口に、明あか里りは真面目まじめな顔で答える。

「……この街に太たい陽よう教きようの幹かん部ぶが住んでるって情報を聞いた。外回り組なんかじゃなくて、もっと上の奴やつだ。そいつを捕まえて情報を聞き出すのが俺おれの仕事さ」

「幹部……」

　クロウは率直に答えた。どうせ、太陽教の教会に行って教徒から話を聞くつもりだったのだ。クロウたちの目的が教徒たちに知れ渡り、幹部に逃げられる可能性もあるが、これ以上は情報を集めなければどうにもならないのだ。

「幹部なんて、ここにはいないわよ？」

「は？」

　明里もまた、率直に答えてくれたようだった。嘘うそを言っているようには見えない。

「幹部がこんな普通の街中に住んでるわけないでしょ。この辺りは信者が多いけど、ボディガードをしてくれるわけじゃないし。クロウたちみたいな危険な奴らがいるのに、なんでわざわざ教団本部の外に住むのよ」

「裏をかいてって、ことじゃ……それもねえか」

　幹部も宗教関係者だから、なにか独特な考えがあって、あえて危険な教団施設の外に住んでいる可能性もあるかと思っていた。だが、明里が否定するのならその線も薄そうだ。

「んん……？　ってことは、情報がガセだったのか？」

　別にガセを掴つかまされることは珍めずらしくない。しかし、何年も帰ってなかった故こ郷きように戻ってきて、空振りとは。クロウはがっくりと力が抜けるのを感じた。

「教きよう祖その側そつ近きん中の側近とかデタラメぬかしやがって、あの野郎……」

「側近中の側近？　それってもしかして……」

　明里が、きょとんとして首を傾かしげている。

「わたしのお父さんのこと？」

「明里の親父おやじ？　待て、おまえの父親って教団の幹部なのか？」

「……それくらいとっくに調べがついてると思ってたわ。木き戸ど祐ゆう司じ、何年か前までは教団のパンフレットにも名前が出てたわよ。まあ、最近は表に出てないけど」

「そうだったのか……」

　クロウはずっと不思議に思っていた。明里は教徒の中でもずいぶん偉そうに振る舞っていたが、父親が教団の上層部にいたためらしい。

「この街に住んでたのは親父じゃなくて娘のほうだったってことかよ……なんつー勘かん違ちがいだ。で、おまえの親父の居場所は？」

「教えるわけないでしょ。言っておくけど、なにをされてもわたしはしゃべらないわよ」

「残念ながら、拷ごう問もんは趣味じゃねえんだ」

　セイバーズでは容疑者への拷問もやっていたが、クロウは関かかわっていない。

「うおお、無む駄だ足あしかよ……。ああくそっ、いねえんならしょうがな――あれ？」

　クロウは、ふとあることに気づいた。明あか里りの横を通り、居間に入る。

　戸棚の上に、何冊か本が置かれていてそのうちの数冊に見覚えがあったのだ。

「これ……俺おれの親父おやじの本だな」

　クロウは一冊の本を手に取った。著ちよ者しや名めいは「葛かつら城ぎ義よし友とも」で、間違いなく父親の著ちよ作さくだった。

「そっ、それはその……なんでかわたしの荷物に紛れ込んでたの！」

「紛れ込んでた？　まあ、けっこう売れたらしいからな……どこにあってもおかしくねえけど」

　クロウが父親と死別したのは七歳のときだった。父親の仕事のことはあまり知らなかったが、ソーディ研究をまとめた本を何冊か出していて、なかなか売れているという話は聞いた覚えがあった。

「ソーディはわたしたちの敵だからね！　敵を知れば百戦危うからずっていうか、敵を知るのは大事だから、一応置いてあるの！」

「あ、ああ。別にそんなに焦あせらなくても」

　なぜ明里が本を持っていた理由をムキになって語るのか。

「ほしいなら、その本あげるわ！　わたしはもう全部読んだし！」

「……いや」

　クロウは首を振った。

　父親の本に関心がないわけではない。ただ、彼がソーディを研究し、ソーディと戦ったかつての日本の武芸者たちの記録をまとめた研究結果――『古コ流リユウ』はクロウの身体からだに刻み込まれている。これ以上、父親の形かた見みを望むつもりはない。

「ん？」

　ふと、クロウはあることに気づいて、ぴくりと身体を動かした。明里が不思議そうな目を向けてくる。

「おーい、いるかぁ！」

　びりびりと、家の中にガラの悪そうな声が響き渡った。

　玄関の戸をガンガンと叩たたく音がしたかと思うと、ゆっくりと足音が庭に近づいてきた。

　二人は、再び縁えん側がわへ戻る。

「おお、なんだ、いるじゃないか……って、お客さんもいたのか」

　庭に現れたのは、太たい陽よう教きようの信しん徒と服ふくを着た大おお柄がらな男だった。

　男の年齢はおそらく、まだ二十代。しかし、短めの髪には白いものが混じっている。

　眼鏡めがねをかけ、信徒服の袖そでから出ている左手には荒っぽく包帯が巻きつけられている。

　右手には大きなスイカを持っているが、手土産なのだろうか。

「こいつはまた……とんでもないお客さんだなあ」

　男はクロウを見て、口元を大きく歪ゆがめた。笑っているのか困っているのか、判断に困る顔だった。

　クロウもどう反応していいか迷う。目の前の男には見覚えがあった。一ヶか月げつ前、この男とは一度出会っている。

「…………」

　明あか里りはなにも言わずに突っ立っている。拳こぶしを握りしめ、警戒しているようにも見える。

「なあ、どうするよ、スノウホワイト」

　男の後ろから、小こ柄がらな少女が現れた。クロウは、このスノウホワイトと呼ばれた少女とも一ヶ月前に出会っている。

　少女は小学生か、せいぜい中学生くらいだろう。奇き妙みような灰色の髪を、肩のところで揃そろえている。明里と同じシスター服を着ているが、ノースリーブで、スカートの裾すそは限界にでも挑戦しているかのように短い。

　白髪混じりの大男と、やたらと涼しげなシスター服の少女。

　二人を目の当たりにしたクロウは、頭の奥で警けい報ほうが鳴り出すのを聞いた。





　ポケットの中で、クロウのケータイが振動している。

　おそらくラーシュからの電話だろう。時間的に考えて、一つ目の教会の調査が済んで報告してきたに違いない。

　しかし、今のクロウには電話に出る余裕はなかった。

「なんだ、ケータイ鳴ってるんじゃないか？　出ないのかい？」

「人と話してる最中に電話なんて、失礼だろ？」

　大男の軽口に、クロウも軽く答えた。

「ほう、意外に礼儀正しいんだな。おまえさんのことは、ちょいと調べさせてもらったよ。セイバーズのクロウは人生ナメきった小こ僧ぞうだって聞いたけどなあ」

「そんなことはねえよ。俺おれがナメたいのは女の子のワキくらいさ」

「ちょっ……！」

　明里が小さな悲鳴を上げて、ずざっとクロウから離れる。彼女が強くワキを締めているように見えるのは気のせいではないだろう。

「おまえさん、その若さでずいぶんとマニアックだな」

　大男のほうも若干引いているようだった。

「ワキフェチくらい普通だと思うがな。とっくに市民権を得てるだろ」

　バカな話をしながら、クロウは油断なく大男を観察していた。

　この大男に初めて会ったとき、クロウは魂たましいを握りつぶされるような危機感を覚えた。今日は二度目だからか、そこまでの危険は感じない。

　だが、油断はできない。クロウを追い込んだブレイズの死し剣けん使つかい、リンネでさえこの大男を警戒していたのだから。

「しかしまあ、それにしても意外だったなあ。シスター明あか里りが、マジでセイバーズと内通してたとは」

「え……？　えっ、ちょっとそれは！」

「もう言い逃れはできないだろう？」

　慌あわてる明里に、大男はあくまで優しげに言った。

　大男がそう思い込むのも無理はない。クロウを自宅に上がらせて話しているところを見られたのだから。

　やれやれ、とクロウは頭をかいた。

「あのなあ、あんた。内通？　バカも休み休み言えよ。こんな、考えてることがすぐ顔に出る奴やつにそんな器用なマネができるわけねえだろ」

「クロウ！　あんたかばってるのバカにしてるの!?」

「両方だ」

「おいっ！」

　明里が目に涙を浮かべながら睨にらんでくる。彼女はすぐに泣くクセがあるのだ。

「ふーむ……ま、そういうことでいいか。俺おれとしても、シスター明里に失しつ脚きやくされちゃ困るしなあ。はっはっは！」

　大男はそう言って、豪ごう快かいに笑った。

　危険な印象が強いものの、この男はどうにも敵意というものが見えない。

「こ、こんな奴のことはどうでもいいのよ。それより、なにしに来たの!?」

「まだ季節じゃないが、いいスイカが手に入ったのと……ちょいと相談にな」

「相談？　また事後承諾を押しつけに来ただけでしょ！」

　大男を睨みながら、明里が大声を上げる。

　どうやらこの二人、同じ太たい陽よう教きよう徒とでも仲良しというわけではないらしい。

「まあまあ、そう険悪にならずに。どうして揉もめてるのか俺に話してみろよ」

　クロウが笑みを浮かべつつ、二人の間に割わって入る。

「なんで敵のあんたに話すのよ。バカじゃないの？」

「今、太陽教は二つに割れてるんだよ。いやあ、参ったな」

　明里と大男が、対照的な反応を見せる。

「え!?　あんた、話すつもりなの!?」

「隠かくすようなことでもないだろう。むしろ、セイバーズ……いや、今はシルフィ議員の飼かい犬いぬだったか？　そいつが知らないほうがおかしい話だ」

「無む知ちで悪いね」

　クロウは、なんでもないように言った。クロウはあまり積極的に情報を取り入れていない。任務に必要なこと以外はほとんど知らないのだ。

「単純な話だ。セイバーズも潰つぶれたことだし、ブレイズに同調して反ソーディのでかい花火を上げてやろうっていう武闘派。反ソーディをブレイズに任せて、太たい陽よう教きよう徒ととして信仰をまっとうしようっていう穏おん健けん派の二つが衝突してるってわけだ」

「さしづめ、あんたがその武闘派のリーダーってところか？」

　クロウの指摘に、大男がにやっと笑う。

「当たりだ。ここ一年以上、野や暮ぼ用ようでちょい教団から離れてたんだがな。俺おれが戻ってきたこともあって、教団は決断を迫られてるってわけだ」

　なるほど、とクロウは頷うなずく。

　武闘派のリーダーならば、さすがにクロウもこの大男の存在くらいは認識していたはずだ。現場を離れていたとなれば、知らなくても不思議はない。

「その木き戸ど明あか里りは、木戸祐ゆう司じの地位を引き継つぐって話がある」

　大男は、明里を指さして言った。

「それでなくても、その子は教団じゃちょっとしたもんだ。ガキの頃から上に可愛かわいがられ、下の者の面めん倒どうを見てきたからな。ぶっちゃけ、木戸明里がどちら側につくかで、教団内の趨すう勢せいは大きく変わる」

「へえ……思った以上におまえ、偉いんだな」

「頭を撫なでるなっ！」

　クロウの手を払いのけ、明里が叫んだ。

「ていうか、あんたもしゃべりすぎ！　こいつは敵なのよ！」

「知ってる――さ！」

　大男がいきなり動いた。左手に持っていたスイカを、クロウに向かって投げつける。

「ははっ」

　クロウは少しも動じなかった。余裕の笑みすら浮かべつつ素早く抜ばつ刀とうし、スイカを真ん中のところで見事に両断した。

　綺き麗れいに斬きられたスイカが、縁えん側がわに落ちる。

「スイカは投げるものじゃなくて、割わるもんだろうが。食べ物は大事にしろよ」

「あとで美お味いしくいただくさ。おまえさんをぶちのめしてからな。うちの教徒を何人も斬り殺したおまえさんを逃がすわけには――いかない」

「上等だ」

　まるっきりチンピラの会話だな、とクロウは自分に呆あきれる。元から育ちがよくないのだから、当然ではあるが。

　そのとき。

「!?」

　ずずん――と鈍にぶい音がして、庭の塀へいが道のほうへ倒れていた。

　木製の簡かん易いな塀とはいえ、簡単に倒れるようなものではない。倒れた塀のそばには、涼しげなシスター服の少女が立っていた。

「おお、この庭じゃちょいとリングには狭いもんな。ありがとよ、スノウホワイト」

「…………」

　スノウホワイトはなにも言わない。そういえば、クロウはまだこの少女の声を聞いたことがない。まさか、口がきけないのだろうか。

　いや、それよりも。

　塀を倒したのがスノウホワイトの仕し業わざだとすれば――やはり、この少女も普通ではないということになる。以前、クロウに叩たたきのめされた太たい陽よう教きよう徒とを片手で抱えていたが、この少女はクロウの見る限りソーディではない。どこからそんなパワーが出てくるのか。

「どうした、なにを考え込んでる？　来いよ、坊ぼうや」

「…………」

　クロウは縁えん側がわの下に脱いであった靴をはき、庭に下りる。

　太陽教の戦闘部隊のリーダー、となればクロウとも因いん縁ねんが深い。太陽教を追う立場としても逃がすわけにはいかない。

　さて、とクロウは大男をじっと観察する。

　太陽教の信しん徒と服ふくは色はブルーで、カトリックの司し祭さいが着る祭服に似ている。長いコート状になっているため、どこにでも武器を仕込めそうだ。

「で、あんたは実はソーディの用よう心じん棒ぼう……とかじゃねえよな？」

「まさか。こちとら、反ソーディの太陽教徒だぜ。仮にも部隊を率ひきいてる俺おれがソーディなわけないだろう。俺は、ソーディを雇やとうのも本当は反対なんだ」

「そうか。素直に答えてくれて、ありがとよ」

　もっとも、確認するまでもなく大男が人間であることはわかっていた。人間でありながらソーディ社会で生きているクロウである。ぱっと見ただけでも、かなり高い確率で人間とソーディを判別できる。

　クロウは、日本刀を中段に構えた。いつもの彼の構えである。

「いろいろ答えてくれた礼だ。そっちから来ていいぞ」

「別に先手が有利ってわけじゃないのに、なにを偉そうに。ま、いいけどよ。それなら遠えん慮りよなく……」

　大男は、弾はじかれたように走り出した。

　あっという間にクロウに肉にく薄はくすると、右みぎ拳こぶしを握りしめ、素早くストレートを繰り出してきた。唸うなりを上げて襲ってきた拳を、クロウはギリギリのところでかわす。

　速い――が、避けるのは難しくない。

　クロウは冷静に大男の攻撃を分ぶん析せきしながら、一歩後ろに下がった。しかし、大男は止まらずにさらに距離を詰つめてくる。

　大男が両手を伸ばして、クロウの左腕を掴つかんだ。ギリッと音がして、肘ひじ関節が逆に曲がる――その前に、クロウは左腕を引き抜いて、大男の脇腹に膝ひざ蹴げりを叩たたき込こんだ。

「ぐっ！」

　クロウは大男が漏もらした悲鳴を聞きながら、右腕一本で剣を振り上げた。しかし大男も、既に動いていた。勢いよく踏ふみ込んで、クロウの右足に自分の左足を引っかけた。かなり強引な大おお内うち刈がりに転びそうになりながら、クロウは踏ん張り、ロックされてるように引っかかっている男の足を外す。

　さらにクロウは左の掌しよう底ていで大男の胸を突き、また後ろに下がった。

「ちっ……」

　大男も舌打ちしながら、後ろに距離を取った。膝蹴りと掌底のダメージは特になさそうだ。

　クロウはわずかに極きめられた左肘を曲げたり伸ばしたりしつつ、口を開く。

「ずいぶんとまあ、地味な攻防だったな。格闘家……いや、関節技のえげつなさを見る限り違うか。警官でもないし……自衛軍の空くう挺ていレンジャーってとこか？」

「大当たりだ。おまえさん、ずいぶんとカンがいいな」

　大男は割と本気で驚おどろいているようだった。

　クロウにしてみれば、別に驚かれるほどのことでもない。正規の近接格闘術ＣＱＣを学んでいるとあたりをつければ、大男の素性は限られてくる。

　現在の日本には、二種類の軍隊がある。

　一つは、四よん将しよう家の直ちよつ轄かつで親衛隊ともいうべき“〝自じ由ゆう剣けん士し団だん”〟。

　全員がソーディで、規模は平時で三万人ほどと少ないが、多くの剣けん姫きが所属している精せい鋭えい揃ぞろいの部隊だ。団長は七しち剣けんの一人が務つとめる慣習になっており、現在は剣けん王おうがその任に就ついている。

　もう一つは、陸海空の“〝自衛軍”〟である。七十年前の大戦時にソーディとも戦った旧軍が母体になっており、将しよう校こうはソーディが多いが、兵士の大部分は人間で構成されている。

　陸上自衛軍でも最強といわれているのが空くう挺てい部ぶ隊たいだ。そこに所属する隊員は全員がレンジャー課程という過か酷こくな訓練を受けており、“〝空挺レンジャー”〟と呼ばれ、兵士たちの尊敬を集めている。

「そうだ、自己紹介を忘れていたな」

　大男はにやりと笑って言った。

「お察さつしのとおり、俺おれは元軍人だ。元陸上自衛軍空くう挺ていレンジャー、幹みき原はら条じよう一いち郎ろう軍ぐん曹そう。どうぞ、ジョーと呼んでくれ」

「ところで、おっさん」

「話聞いてたか!?」

　大男が目をむいて、抗こう議ぎの声を上げる。

「だいたい、俺はまだ二十八だ！　おっさん呼ばわりはまだ二十年早い！」

「あと二十年も若さを主張するのかよ」

　クロウは呆あきれて言った。十五歳のクロウから見れば、二十八歳は充分におっさんである。

「まったく、本当におまえさんは生なま意い気きだな。せっかく可愛かわいい顔してるのに」

「…………おいっ」

　今度はクロウが目をむく番だった。どうにも、この大男の言葉には時とき折おり、別な意味で不ふ穏おんなものが混じる。

「まあ、なんでもいいや。空挺レンジャーっつったら、人間の中じゃ化け物だろうけど」

「ん？」

　ジョーが首を傾かしげ――不意に、信しん徒と服ふくの左肩部分が裂さけ、血が噴ふき出だした。

　さきほどの攻防で、クロウが一ひと太た刀ち浴びせていたのだ。軽く皮一枚斬きった程度で、傷は深くはないはずだ。

「ソーディには敵じゃねえ。もちろん、俺にとっても」

　クロウは剣先をジョーに突きつけて言った。

　空挺レンジャーは、厳しく鍛きたえ上げている自衛軍の一般兵士から見ても「気が違っている」と思えるほどの過か酷こくな訓練を受けている連中だ。

　しかし、生まれついての身体能力が違うソーディから見れば、それほどの脅きよう威いではない。ソーディに剣で打ち勝てるクロウにとっても同様だ。

　警戒しすぎだったかな、とクロウは自分のカンを疑うたがい始めていた。その一方で、新たに気づいたこともあった。

「なあ、おっさん……」

「その呼び方で通すのかい」

「左手のその包帯、指先まで隠かくしてるけど、ケガじゃねえよな。さっき、ずいぶん軽けい快かいに動かしてたし」

　クロウは、包帯が巻かれたジョーの左手をじっと見る。

「さっき一瞬、腕を掴つかまれたとき――妙に左手だけが冷たかった。人間の体温とは思えねえ」

「呆れたなあ。あんな一瞬でよくもまあ気づいたな。たいしたもんだ」

　ジョーは本気でクロウを賞しよう賛さんしているようだ。とはいえ、褒ほめられるほどのことでもない。戦闘中は五感が研ぎ澄すまされている。肌で感じることは意外なほど多いのだ。

「いやはや、さすがはあの剣けん聖せいヒョウカの弟で子し。継承印コードを持ってるっていうのは伊だ達てじゃないみたいだなあ」

「…………」

　クロウの左手首には、白い金属製の腕輪がはめられている。剣と植物のつるを記号化し、組み合わせた“〝剣聖の紋もん章しよう”〟が刻み込まれたそれは、剣聖を継つぐ者として認められた証あかしなのだ。

「お褒めの言葉はありがたいがよ。こっちは残念だな。あんまりたいしたことねえな、おっさん」

「これでも鬼より怖い軍ぐん曹そう殿どのだったのになあ」

「その左腕になんかあるなら、さっさと見せたほうがいいぞ。それとも、そっちの子が出てくるのか？」

　クロウはスノウホワイトに視線を向けた。奇き妙みようなシスター服の少女は、平板な目でどことも知れないところを見ている。

「うーん……」

　クロウは小さく唸うなって、ぶんぶんと首を振った。

「ダメだな。さすがにそんだけちっこいと、セクハラはできねえな。犯罪になっちまう」

「あのね、セクハラは年齢に関係なく犯罪よ」

　ずっと黙だまっていた明あか里りが口を挟んできた。同時に、ジョーもクロウを睨にらむ。

「そうだ、犯罪だぜ。俺おれはロリコンだが、セクハラはしないぞ」

「ロリコンも犯罪じゃねえ？」

「いや、病気だな」

　ジョーは自覚があるようだった。どこまで本気かわからないが。

「……この野郎ども二人、撃っちゃったほうがいいんじゃ」

「邪魔をされちゃ困るぜ、シスター明里。これから……面おも白しろくなるんだからな」

　ジョーは楽しげに笑って、左腕を軽く振った。

「…………！」

　クロウはそのなんでもない仕草に、初めての出会いと同じような危機感を覚えた。

　やはり、あの左腕にはなにかある――！

「まあほら……坊ぼうやは、俺らのことをバカだと思ってるだろう？　たかが人間の分ぶん際ざいで、ソーディに逆らうなんて――とかな」

「七十年前に叩たたきのめされたのを忘れたのか？　銃じゆう器きを密輸したって、その程度のケチな戦力じゃどうにもならねえよ」

「ケチな戦力ねえ。太たい陽よう教きようの信者は十万人――ってことになってるが、かなり水増しされた数字でなあ。実際は五万人強ってとこだ。その中でも戦力は二千人いるかいないかくらいだ」

　ジョーは、淡たん々たんと説明する。

「全員に持たせる分の銃もない。だが、俺おれたちは戦う。七十年前に世界中がソーディにコケにされて、日本じゃ今でもあの異世界人どもがでかい顔してのさばってる。八年前にもここで多くの人間がソーディに斬きり殺された。このままじゃ、俺たち人間は永遠にソーディの剣に怯おびえて生きていかなくちゃならん……」

「俺は怯えてねえよ。たぶん、おっさんもな」

「怯えてる仲間たちがいるのさ。それが許せないのは俺だけじゃない。人間だって七十年間、遊んでたわけじゃないんだぜ。ソーディどもに斬りまくられた記憶を糧かてに、努力ってやつをしてきてるんだよ」

「努力の結晶がその左腕ってわけか？」

　クロウはジョーを鋭するどく睨にらみながら言った。

　別に、ジョーに言われるまでもなく人間たちがソーディに対抗する手段を練ねっていることくらいはクロウも知っている。

　というより、やらないわけがない。太陽教のような日本の反政府組織はもちろん、七十年前にソーディ軍に敗れたいくつかの大国も、気が遠くなるほど莫ばく大だいな予算を投とうじてソーディに地上戦で勝つためだけの技術を開発しているという。

　もっとも、ソーディ政府は外国と戦争する気はないし、大国側も七十年前の遺い恨こんを理由に戦争を仕し掛かけるという不経済をやらかすつもりはないようだ。

　少なくとも、今のところは。

「まあ……これ以上言う必要はないだろう、坊ぼうや？」

「ねえなあ、おっさん」

　クロウとジョーは、互いに不敵な笑みを向け合う。

　実際に戦ってみればわかることだ。ジョーもわざわざ自分のネタバラシまではしないだろう。

「おっさんを取り消せば、ちょっとは手加減してやるぜ、坊や！」

「あんたの墓はかにはおっさんって刻んでやるよ！」

　軽口を叩たたき合あいながら、クロウとジョーは同時に踏ふみ出した。

　スピードはクロウのほうが上。いや、クロウより速い人間などこの地上にいないかもしれない。クロウは鋭く踏み込みながら、剣を一いつ閃せんさせる。

　狙ねらいは首筋――左腕の謎なぞは気になるが、一ひと太た刀ちで急所を断つのが鉄則だ。クロウは好こう奇き心しんよりも勝負を優先したのだ。

「…………なっ!?」

　ガキンッ、とあり得ない音が響いた。

　クロウの目が驚きよう愕がくに見開かれる。

　古コ流リユウ――クロウの剣は、敵の動きを未来予よ知ちにも等しい読みでかわし、もしくは受け流す。そして、みずからの太た刀ち筋すじを敵に読ませることなく、予備動作を消し、剣のスピードや軌き跡せきを調節してタイミングを狂くるわせた一撃を放つ。

　人間はもちろん、ソーディですらクロウに攻撃をあてることはかなわず、逆にクロウの攻撃はたやすくくらってしまう。

　そのはずなのだが――

「へへっ、これが剣けん聖せいの弟で子しの剣か……意外にぬるい、ぬるいなあ」

「……てめえ」

　ジョーの左腕が、首筋を狙ねらったクロウの剣を受け止めていた。

　信しん徒と服ふくの下に手てつ甲こうでも仕込んでいたのか。クロウはそう考えて、すぐに否定した。打ち込んだときに感じたのは、金属的な衝撃ではなかった。だが、人間の肌の感触でもあり得ない。

　そもそも、なぜクロウの剣を受けられたのか。ジョーはなすすべもなく首筋を斬きられて死んでいたはずだ。

「はっ！」

　ジョーは剣を受け止めたままの左腕を大きく振り、クロウを吹き飛ばした。

「そんじゃあ、次はこっちの番といこうかあ！」

「ちっ！」

　クロウは、縁えん側がわの上、明あか里りのすぐそばに着地した。

　飛び掛かってきたジョーが、再び左腕を大きく振るう。

「――――！」

　クロウはジョーの左腕の軌跡を読み、ほんの一瞬――刹せつ那なにも満たない間、動きが硬こう直ちよくしてしまった。振るわれた腕は、少しばかり意外な軌跡を描いたからだった。

　硬直から瞬時に回復したクロウは日本刀を振り、ジョーの左腕を弾いた。やはり、刃が通らない。

　クロウに軌跡を逸そらされた左腕が、縁側の柱を砕き、木もく片へんが飛び散った。

「きゃあっ！」

　木片がいくつか当たり、明里が悲鳴を漏もらして、その場にしゃがみ込んだ。

「くっ！」

　クロウは明里にケガがないことを確認しながら、ジョーの足を払うようにローキックを放つ。ジョーは体勢を崩くずし、よろめきながら縁側の下に着地する。すぐさま、クロウも彼を追って縁えん側がわから飛び下りた。

　クロウは日本刀を構え直し、射い貫ぬくようにジョーを睨にらんだ。

　大男の左腕は、ただ防御力が高いだけではない。いくら古ぼけた木の柱といっても、人間が素手で破壊できるようなものではないはずだ。まともにくらったら、人間の身体からだなどひとたまりもない。どう攻めるべきか――

　クロウが悩んでいると、ジョーは挑発するような笑い声を上げた。

「はははっ！　あんま簡単に死ぬなよ、剣けん聖せいの弟で子し！」

「――言われなくても、簡単には死なないよ」

　不意に、上から声が降ってきた。

　その直後、家の屋根から、なにかが飛んで来てクロウのそばに着地を決めた。

「……ラーシュ。おまえ、なにしてんの？」

「それはこっちの台詞せりふだよ。電話にも出ないし、捜したんだよ。あんまり手間をかけさせないでほしいね」

　クロウと同じく剣聖の弟子であるラーシュは、涼しい顔で言った。愛あい剣けんの獣じゆう斬ざんを既に抜いている。

「だいたい、この前のリンネのときだって――」

　ラーシュはそこまで言って、突然表情を引き締めた。目を鋭するどく細めて、獣斬を横よこ薙なぎに振る。

　クロウも既に異い変へんに気づいていた。スノウホワイトがラーシュに飛び掛かってきていたのだ。

　しかし――

　スノウホワイトは、獣斬の一いつ閃せんを信じられないことに――白しら刃は取どりで止めていた。

「なに……？」

　いつでも飄ひよう々ひようとしているラーシュが、珍めずらしく顔に驚おどろきを浮かべている。

　ラーシュは女性ソーディよりも力で劣おとる男性ソーディだ。だが彼は、数少ない例外で、女性に匹ひつ敵てきする『光コウ』を持ち、剣聖に仕込まれた剣の腕前も飛び抜けている。

　そのラーシュの剣を、小さな人間の少女が素手で止めるなどあり得ない。ラーシュは剣を引き、スノウホワイトからぱっと距離を取った。

「……何者かな、君は？　クロウでさえもセクハラしないような子供なのに、ずいぶん面おも白しろいマネしてくれるね」

　ラーシュの声は冷静だったが、あまり心こころ穏おだやかではなさそうだ。

　クロウも焦あせることはないが、この状況を楽しむ余裕はなくなりつつあった。

「……ギャラリーも集まってきたな」

　塀へいが倒れて、庭が道と繋つながってしまったせいで、通行人が騒ぎを聞きつけて見物に来ている。あっという間に数十人が集まり、中には太たい陽よう教きようの信しん徒と服ふくを着た者たちの姿もあった。

「坊ぼうや、知ってたか？　この街の住人、半分近くが太陽教の信者なんだぜ。関係ない奴やつがうろちょろしてると、すぐに目をつけられる」

「四し面めん楚そ歌かかよ」

　クロウは思わずぼやいた。

　太陽教の信者たちに取り囲まれているというわけか。ジョーとスノウホワイト以外はどうにでもできるだろうが、一般の信者には手を出しにくい。

「なあ、ラーシュ」

「なにかな、クロウ」

「側そつ近きんがいるって噂うわさはガセだったらしい。ここにいても、俺おれたちに得はなにもねえ」

「そこの二人は賞金くらいかかってそうだけど、別に今捕まえる必要もないね」

　さすがに、幼い頃から一緒に育った兄弟同然の仲だけあって、ラーシュはすぐにクロウの言いたいことを察さつしてくれたようだ。

「んじゃ、そういうことで」

　クロウは抜き身の剣を持ったまま、軽く跳んで、再び縁えん側がわに上がった。

　それから、そこに立ち尽つくしていた明あか里りの手を取る。

「えっ？　な、なに？」

「ここから離脱する。明里も一緒に来い」

「な、なんでよ？　なんでわたしがあんたと一緒に……」

　クロウは、明里の耳に口を寄せた。

「おまえ、殺されるぞ」

「…………！」

　明里が驚おどろいた隙すきを突き、クロウは彼女を強引に引っ張って、庭ではなく玄関のほうへ走り出した。靴をはいたままの不ぶ作さ法ほうは気にしないことにした。

「なっ、おい待て坊や！　うおっ、そっちの奴もか！」

　後ろからジョーの抗こう議ぎが聞こえたが、クロウはもちろん止まらなかった。

　彼の言葉から想像するに、ラーシュも一いち目もく散さんに逃げ出したようだ。あの兄弟弟で子しは、要領がいい。間違っても逃げ損そこねるようなことはあるまい。

　クロウは玄関を抜け、そこにも集まってきていた野や次じ馬うまの間を通って、走っていく。

　走りながら――クロウは少しばかり意外だった。

　明里がクロウの手を振り払おうとせず、素直についてきていることが――





　明里の家から離れ、クロウたちは狭い路地に飛び込むようにして入っていった。

　ほんの数百メートル走ったところで――

「……殺されるってどういうこと？」

　明あか里りは冷静に、つぶやくように言った。

「言ったままだ。あのジョーっておっさんは、明里を殺しに来たんだよ」

「そんなバカな……」

　クロウはさらに狭い路地へ入りながら、説明する。

「あいつ、明里の家に来る前からビリビリ殺気を発してた。俺おれはあいつが声をかけてくる前にやべえ奴やつが来たって気づいてたぞ。おっさんはおまえに相談するんでも事後承諾を押しつけるんでもなくて、殺す気だったんだよ」

「……幹みき原はらは確かに荒っぽいけど、むやみに血を流す男じゃない。しかもわたしは同じ太たい陽よう教きようの教徒なのよ？」

「理由があれば血も流すんだろ。少なくともあの男は、人を殺すことにためらいはねえよ」

「そんなの……あんたも一緒じゃない」

「だからわかるのさ。こういうときは、人斬きりも便利だ」

　クロウは自じ嘲ちようを込めず、当たり前のように言った。

　殺気、などを理由にされても明里は困るだろう。彼女には感じ取れなかっただろうから。

「それに、もう一つある」

「なに……？」

「さっき、おっさんが明里の家の柱をぶち壊しただろう」

「よく見えなかったけど、あんたが防ふせいだからじゃないの？」

「違う」

　クロウはきっぱりと答えた。

　ジョーがあの攻撃を繰り出したとき、クロウは即座に理解した。

「あれは、俺じゃない。明里を狙ねらった攻撃だった。あのおっさん、とぼけたツラしてなかなかくえねえな。どさくさに紛れておまえを殺す気だったんだよ」

「ほ、本当にわたしを……？」

　明里は、さすがに驚おどろいたようだった。

　だが、まず間違いない。クロウの古コ流リユウによる読みはなにより正確だ。正確でなければ、彼はとっくに死んでいる。

　クロウが古流の技でジョーの攻撃を受け流したからこそ、被害が柱一本で済んだのだ。

「そんな……」

　それでも明里はまだ信じられないようだ。

　ジョーの攻撃は明里にはほとんど見ることもできなかっただろうから、やむを得ないことではある。しかし、クロウにとってはあの一撃だけで明里への殺意は充分に確信できた。

　いや、おそらく――

「明あか里り、おまえもずいぶん素直に逃げ出したじゃないか。つまり……前から危険は感じてたってことじゃないのか？　おまえに穏おん健けん派につかれると、武闘派は困るんだろ？」

「……太たい陽よう教きようは変わったのよ」

　明里はそれだけ答えた。

　クロウが旧セイバーズに入隊して、太陽教と戦い始めたのが一年前。そのときから比べても、太陽教は活発に動いているように思える。太陽教の設立は三十年ほど前らしいが、特にここ数年で武闘派路線を強めていることは事実だ。

「ていうか、おかしくない？」

「なにがだ？」

　クロウは明里に聞き返す。

「もしわたしが危なかったとして、なんであんたが助けるのよ？　まがりなりにも幹みき原はらは仲間だけど、あんたは敵でしょ」

「明里は今日の俺おれの任務には関係なかった。だから、どうするか自分で決めたのさ。おまえを守ろうってな」

　ジョーのほうは倒すべき敵と認識したが、今は後回しにと判断して離脱した。それだけのことだ。

「ま、守ってなんてわたしは言ってないわ！」

　明里はなぜか顔を赤くして叫んだ。

「だ、だいたい情けないよね。剣けん聖せいの弟で子しとか言ってるくせに、逃げ出すなんて」

「その剣聖の教えだよ。勝てるときにだけ戦えってのがな。相手がよくわからん、勝っても得があるわけでもなし。撤退が正解だろ」

　そこまで言って、クロウはふと思い出した。

　ジョーは妙に、剣聖の弟子というフレーズを繰り返していた気がする。クロウがそう呼ばれるのは珍めずらしいことではないが、わずかに気にかかる。

「ふん。偉そうに言ったって逃げたことに変わりは――ひゃうんっ」

　明里が、今度は奇き妙みような声を漏もらした。クロウたちが走っている路地の塀へいの向こうから、犬が吠ほえる声が聞こえたせいだ。

「……おまえ、本当に犬が苦手なんだな」

「しみじみ言わないで！　あっ、そっちじゃない、こっちよ」

　明里が、ぐいっとクロウの腕を引っ張ってきた。そこはもはや路地とすら呼べない、人一人が通るのがやっとという程度の、家と家の隙すき間まだった。クロウは腰こしに差した剣を外して、手で持たなければならなかった。

「そっちに行くと、教会の前に出るのよ。できれば避さけたいでしょ」

「……よくこんな路地を知ってるな。子供しか通らないぞ、こんなとこ」

　クロウは感心しながら言った。幼い頃はかなり狭い路地を駆かけ回っていた記憶もあるが、いい大人はこんなところに入り込まないだろう。

「うるさいなあ。いいから黙だまって来て。ここなら、幹みき原はらは入ってこられないでしょ」

「犬なら余裕で通れるけどな。出会ったら逃げ場なしだ」

「こ、このっ……！」

　クロウの前を行く明あか里りが、くるりと振り返った。また彼女は半泣きになっていて、大きな目を涙で潤ませて――

「待て」

　クロウは足を止め、明里の腕を引っ張った。

　急停止するハメになった明里が、がくんと後ろに倒れそうになり、クロウは彼女の背中を支えた。

　背中を戻し、さらに明里の肩を掴つかんで塀へいに押しつけるようにする。

「な、なに……？」

　クロウはなにも答えず、いきなり明里のベールを取り去った。

「えっ？　な、なにやって……！」

「おまえ……」

　ベールを取り返そうとする明里を制せいし、クロウは彼女にぐっと顔を近づける。

　太たい陽よう教きようシスターの白いベールは顔を覆おおっているわけではないが、あるのとないのではだいぶ見た目の印象が変わってくる。

　ショートカットの黒い髪に、うるうるしている大きな瞳。

　俺おれは――この顔を知っている。

「ちょっ、クロウ。顔っ、顔近いっ……」

「いいから、もっとよく見せろ」

　明里の顔をじろじろと眺ながめ――

　ちゅっ、と頬ほおにキスをした。

「いきなりなにしてるの！」

「痛いてっ！」

　明里に容よう赦しやなく頭をはたかれてしまう。

「あー、いや。つい、なんとなく」

「なんとなくで乙女の頬にキ、キスするな！」

　まったくもってそのとおりだった。だから、クロウもかわさずにはたかれたのだ。

「まあ、再会の挨あい拶さつだとでも思ってくれ」

　クロウは意外に痛んでいる頭を押さえながら、なにげなく言った。

　その言葉に、明あか里りの目がすっと細められる。

「……再会？」

「明里のほうは気づいてたんだろ？　ずっと、おまえの態度は不自然だと思ってたんだ。俺おれにつっかかってくる割に、変に気遣ってるようにも見えてた」

「気なんか……遣ってないわよ。あんたが死んだってそれはしょうがないと思ってた」

　明里のその答えは、クロウの考えを肯こう定ていしていた。

　セイバーズ隊員と太たい陽よう教きよう徒ととして出会ってから数すうヶか月げつ。クロウがまったく気づいていなかったある事実――

　不意に、クロウの記憶は過去へと飛ぶ。

　わずかににじんだように見える過去の情景。場所は今と同じ、この狭い路地。

　二人の小さな子供が、そこにいた。





「うわあああ、もうやだあぁぁぁ……」

「あーあ……」

　髪をショートカットにして、ふわりとした白いワンピースを着た、五歳くらいの少女が泣いている。そのかたわらには、同じ年頃の少年がいて困ったように頭をかいている。

「もう泣きやめって。ほら、犬はもうどっかいっちゃったよ」

「なんでわんこ、いっつもわたしおっかけてくるのー……」

「そういわれても……」

　少年は、ふと気づいた。少女の白いワンピースがあちこち汚れている。狭い路地を夢中で犬から逃げてきたため、あちこちに身体からだをぶつけてしまったようだ。

「ああ、ほら。ちょっとじっとしてろ」

「うぇ……？」

　少年はぱたぱたと少女のワンピースを手ではたいて、汚れを落としていく。

「あっ、わっ……わわわ……」

　少女は涙目のままきょとんとして、されるがままになっている。

「ご、ごめん……」

「なにあやまってるんだよ。いいからさ」

　胸と背中、お尻しりの汚れを落とし、屈かがみ込こんでスカートの裾すそをぱんぱんとはたく。

　少女は恥ずかしそうに顔を赤くしているが、身体を触られているからではなく、少年に世話をかけてしまっていることが恥ずかしいらしい。

「よし、こんなもんかな。どれ……」

「ひゃあっ!?」

　少年がおもむろにワンピースの裾すそを掴つかみ、大胆にめくり上げた。ぼてっとした白いパンツがあらわになる。

「ぎゃああああっ！」

「ぐおっ！」

　少女は足を振り上げて、少年の顔面に靴底を叩たたきつけるように蹴けった。少年は後ろに倒れそうになりながらも、なんとか踏ふん張る。

「い、いったー！　ひでぇ！」

「ひどいのはそっち！　いきなりめくらないで！」

「あはは」

「なにがおかしいの!?」

　少女は顔を真っ赤にして、ワンピースの裾をがっちり押さえている。

「おまえ、泣いてるよりおこってるほうがおもしろいよ」

「おっ、おもしろいってなに！」

　少女の抗こう議ぎにも、少年は笑うだけだった。しばらくの間、少女はずっと彼を睨にらんでいたが――やがて、笑い出した。

　いつもこんな調子だった。

　泣いたり笑ったり怒ったり。つまり――普通の子供たちの日常だった。

　そして、この頃の二人にはその日常が世界のすべてだった。





　記憶が過去に飛んでいたのは、一分にも満たない間だっただろう。

　クロウは思い出を振り切り、目の前の少女ににやりと笑いかける。

「……未いまだに犬が苦手とはな。そういうのって変わらねえのかな」

「うるっさい、今頃思い出しておいて。このまま、ずっと思い出さないと思ってた……」

「俺おれも、自分でよく思い出したと思うよ。この街を出る前のことなんて……ほとんど忘れてたからな」

　木き戸ど明あか里り――いや、クロウが剣けん聖せいの弟で子しになる前、この下町に住んでいた頃はただ単に“〝あかり”〟とだけ呼んでいた。

　犬が苦手で、いつも野の良ら犬いぬに追いかけ回されていて。

　毎日のように逃げ回っているうちに、路地という路地を知り尽つくすほどになってしまった、変な女の子がいた。

　彼女は――クロウの幼なじみなのだ。

「久しぶりだな、明里」

「……だから、今さら言わないで」

　唇を尖とがらせる明あか里りに、クロウは微笑ほほえましい気持ちになる。

　さっき、犬に追われているシスターを見たときの違和感の正体も理解できた。

　幼い頃に見ていたのとまったく同じ景色を数年ぶりに目にして、逃げている女の子の姿だけが成長している。奇き妙みように感じて当然だろう。

「つーか、明里。そっちこそよく覚えてたなあ」

「そりゃあね……」

　互いに顔を接近させたまま、明里がどんよりとした表情を浮かべる。

「男の子なんてみんなバカばっかりだったけど、特に頭の悪い奴やつがいてね……。スカートめくりなんて可愛かわいいもので、すぐに女の子に抱きつく、ちゅーする、どこかで拾ってきたエッチな本を自分で読むんじゃなくて女の子たちに見せて楽しむ、とか……とにかく悪の限りを尽つくしてた」

「へ、へえ……また悪ガキがいたもんだなあ」

　クロウは至近距離からの明里の視線に耐たえつつ、ごまかすように笑った。三つ子の魂たましい百まで、ということわざが頭をよぎったのは、特に意味はないだろう。

「え、えーと、もしかして、家にあった親父おやじの本は、俺おれん家ちから持ってきたのか？」

「……そうよ。争そう乱らんのあと、あんたの家は解体されることになったから……こっそり忍しのび込んで、運び出してきたの。お父さんのものを、いつかあんたに届けてやろうと思って」

「そうか……」

　クロウは家から逃げる際に、コピーが存在しない父の研究成果を持ち出している。他に、我が家に未練のあるものはなかったのだが……明里の気持ちが嬉うれしい。

「ありがとうな。そういうことなら明里を助ける理由がまた増えたな」

「わ、わたしはあんたを責める理由が増えた気がするけどね」

　じろり、と明里はさらにキツく睨にらみつけてくる。

　なんと言われようとも、もし過去のことを思い出していなくても、クロウはここで明里を離すつもりはなかった。

　ラーシュも無事に離脱しただろうが、はぐれた場合の合流地点などは特に決めていない。

　となると、これから行くべき場所は一いつ箇か所しよしかなかった。





「あーっ、くそっ。見失った！」

　ジョーは、小さな通りを抜け、三さん叉さ路ろに出たところで周りを見渡してから叫んだ。

　自衛軍時代に市街戦の訓練は受けているが、こういった道の入り組んだ下町は土地勘がないと、プロの兵隊でも意外に迷うのだ。

「あの坊ぼうやはここの出身だからな。おまけに、シスター明里もいるし。まーったく、手間かけさせやがってえ」

　ふと、信しん徒と服ふくの裾すそが引っ張られた。見ると、スノウホワイトがいつもの無表情で、近くの民家の屋根を指さしていた。

「ああ、上から捜そうってわけか。まあ、おまえさんの目ならかなり遠くまで捜せるだろうが……」

　これほど道が入り組んでいるとかなり死角も多いだろう。

　明あか里りはともかく、クロウはセイバーズの訓練も受けているプロだ。相当に慎重に逃げているはずだ。

「ん？」

　考え込んでしまったジョーを、スノウホワイトの目がじっと見つめていた。

「いや、あきらめるつもりはない。兵隊の仕事っていうのはな、銃をぶっ放すだけじゃない。一番重要なのは――敵を見つけることなのさ」

　ジョーは笑いながら、ケータイを取り出した。幸い、ここは太たい陽よう教きようのホームグラウンドと言っていい。手がかりなどいくらでも得られるはずだ。

　ケータイのアドレス帳を呼び出したところで。

「んん……？　なんだ？」

　ジョーは、三さん叉さ路ろのうちの一本の道に奇き妙みような人物が立っていることに気づいた。

　全身を覆おおう真っ黒なローブのようなものを着て、頭にはすっぽりとフードをかぶっている。肩に担かついでいるのはギターケースだろうか。

「また暑そうな格好だなあ。知り合いか、スノウホワイト？」

　ジョーの質問に、スノウホワイトはぷるぷると首を振った。

「暑い……」

　ローブの人物が、ぼそりとつぶやいた。女――それも少女の声だった。

「暑い、暑い、あっついっ！　あううっ、これ暑すぎるよ！　もっと通気性のいいのにしてーっ！」

「通気性の問題じゃないだろう」

　ジョーは呆あきれて突っ込んだ。黒のローブはどう見ても夏場に着るものではない。

「もういいや。ボク、顔を隠かくすとか苦手……」

　ローブの人物は、ためらいなくフードを取り去った。ピンクの髪をちょこんと結び、羽の形をしたピンを着けた、とびきりの美少女の顔が現れる。

　ジョーは、その顔に見覚えがあった。

「おまえさん……坊ぼうやと一緒にいたピンク髪のソーディか」

　間違いなく、クロウと最初に駅前で会った日、彼と一緒にいた少女だ。

「坊や？　クロちゃんのことかー」

「ううむ……まあ器量は悪くないけど、ちょっと育ちすぎてるなあ」

「な、なんのことかな……？」

　少女の顔に怯おびえの色が混ざる。無敵のソーディにも怖いものはあるらしい。というより、生理的な嫌悪感だろうが。

「で、お嬢じようちゃんはなんのご用かなあ？　俺おれ、ちょいと忙しくてな。用がないなら行かせてもらうぜ」

　そこまで言って――不意に、突風が吹きつけてきた。ジョーの信しん徒と服ふくの長い裾すそが風に舞い上がる。

　それは、少女がかざした左手から吹いてきているのだ。

「……術じゆつ法ほうかよ」

　ジョーは、苦笑いを浮かべた。

　ソーディの中でも、今はブレイズのみが使える魔法のごとき技。火や水、風や土を操あやつり、遠距離から攻撃してくる非常に厄やつ介かいなしろものである。

　太たい陽よう教きようはブレイズとは緩い同盟を結んでいる。教徒相手にケンカをふっかけてくるとは、ブレイズも一枚岩ではないということか。

「勝手に動かないでほしいな。ボクも苦労してここまで来たんだから」

「なんだそら？」

「苦労して抜け出して、苦労してクロちゃん捜して、いつ声をかけようかタイミングはかってたら変なシスターちゃんと逃とう避ひ行こうだよ。どう思う？」

「どうって言われてもな……」

　ジョーは苦笑いのまま、ぽりぽりと頭をかいた。

　ブレイズの少女はクロウと同い年程度、おそらく十六、七歳くらいだろう。ジョーはおっさん呼ばわりは断固否定するが、この年頃の少女などとは会話が通じない。まして、相手は異世界人――しかも、特殊な戦闘狂の一人なのだ。

「しょうがない。今日は間が悪かったと思って、クロちゃんのサポートに徹するか。ボクだっておじさんと立ち会うとか嫌なんだよ」

「おじさんって言うな！　どいつもこいつも！」

「…………」

　ジョーは複雑な顔をする。なぜか今、いつも無表情のスノウホワイトまで口元をわずかに歪ゆがめて笑った気がしたのだ。

「人生の先輩をなんだと思ってやがるんだ、まったくよう。いや、まあいいけどよ……」

　隣のスノウホワイトの頭に意味もなく手を置いてから、ジョーは気を取り直した。

「思わぬ時間のロスをしてしまったなあ。こいつは高くつくぜ、お嬢ちゃん」

「そうだねえ……」

　ブレイズの少女はそうつぶやくと、ギターケースを下ろし、そこから一本の細長い棒と、短剣を二本取り出した。

　それから、ジョーのことなど気にせず、短剣を棒の左右の先端に取りつけていく。少女はその作業は苦手なようで、ずいぶんと苦戦していた。思わずジョーは「手伝ってやろうか」と言いそうになったほどだ。

「よし、できた。それじゃあ、おじさん」

　槍やりの両端に刃がついている、おかしな武器を構えて少女は言った。

「あと五分――ううん、三分くらいかな。ボクと遊んでもらうよ」

「……女子高生と遊ぶっていうのは魅力的だがなあ。俺おれにはあんまり嬉うれしくないが」

　少女に軽口で応えてから、ジョーはため息をついた。

　どうやらこの少女はクロウの知り合いで、彼のために時間稼ぎをするつもりらしい。

　相手がブレイズとなれば、ジョーにとっても楽な相手ではない。

　少女の思惑どおりに時間を稼がれるのもシャクだが、せいぜいケガをしないように彼女が引き上げるのを待ったほうが利り口こうなようだった。



    

  
    
      


２章　太陽教の少女たち





「どういうことなのかしら、ロウ？」

「あはは……」

　クロウは無意味な愛あい想そ笑わらいを浮かべた。

　ここは、剣の学院の一角、庭園のそのまた奥にある林に建つ一いつ軒けん家やの居間だ。クロウと日ひ奈な子こ、それにセフィが暮らす家である。

　居間には、窓から赤い夕ゆう陽ひが差し込んでいる。床はフローリングで、カーペットが敷かれ、ＴＶとテーブルと小さな戸棚以外になにもない。

　そのテーブルは今、隅に追いやられ、部屋の中央には腕組みしたセフィが仁に王おう立だちしている。そして、クロウは彼女の前で正座させられている。

「ロウが姉上からどんな任務を受けているかは訊きかないわ。仕事なんだから言えないこともあるでしょう」

「り、理解があって助かります」

　クロウは正座したまま敬語で答える。

　制服姿のセフィのスカートから伸びる太ももが目の前にあるが、セクハラできる状況ではない。

「ただし！」

「は、はい」

「女の子のお持ち帰りまで理解するつもりはないわ！　まさか、姉上の命令とは言わないわよね!?」

　びしっ、とセフィは居間のドアのそばで正座している明あか里りを指さした。

　明里の顔に戸と惑まどいが浮かぶ。

「もちろん、シルフィ様の命令じゃないけど……任務上の成り行きというかやむをえなかったというか……」

「言い訳するな！　世の中、結果がすべてなのよ！」

「押お忍す！」

　セフィの怒声に、クロウはわけのわからない返事をしてしまう。

　クロウと明里は、故こ郷きようの街から脱出して二時間後に、無事に剣の学院へとたどり着いた。クロウは意外にあっさり逃げ切れたことを少々不思議に思っているが、何事もなく帰れたのだから文句はない。

　しばらく、セフィの説教を受けていると――

「あれ、まだやっていたのですか」



    

  
    
      



    

  
    
      

　とんとんと階段を下りる音がしたかと思うと、居間に日ひ奈な子こが姿を現した。クロウが帰ってきたときには彼女も居間にいたのだが、セフィの話が長くなることを察さつして二階の自室へ戻っていたのだ。マイペースにもほどがある。

　日奈子はセフィと同じく制服姿だった。手にはカラになったグラスを持っている。

「ていうか、ヒナは落ち着きすぎじゃない……？　太たい陽よう教きようのシスターがいるんだから、もう少し驚おどろいたら……？」

「ここ数すうヶか月げつ、もっと凄すごいことがいっぱいあったのです」

　日奈子はなんでもないことのように答えた。いかにも楚そ々そとしていて儚はかなくも見える日奈子だが、ある意味ではかなり肝きもが据すわっている。

「太陽の乙女……」

　明あか里りがぼそりとつぶやいた。

　太陽の乙女、というのは日奈子の教団内での通称らしい。なにか深い意味があるらしいが、それは本人も知らないようだ。

「このシスターさんは、わたしを捕まえに来たのではないのですよね。だったら、あまり驚いても仕方ないのです」

　日奈子は淡たん々たんと言って、居間に入ってくる。

「でも、ヒナ。太陽教の人なら、あんたのことも少しは知ってるんじゃないの？」

「なるほど、その発想はなかったのです」

　ぽん、と手を叩たたいて日奈子は頷うなずいた。

　物心ついた頃からずっと監かん禁きんされていた日奈子は、自分のことすらほとんど知らないのだ。一番知っている可能性が高いのは、太陽教の関係者だろう。

「――はい、今着きました。やっぱり、シスターもいますよ」

「あ、おまえもこっち来たのか」

　クロウは、ケータイで話しながら居間に入ってきたラーシュに声をかける。

　そのとき、クロウのケータイが振動した。クロウはケータイを取り出しながら、ラーシュの顔を見る。彼のほうは通話を終えて、ケータイをしまっているところだった。

「シルフィさんからだろう。クロウに話があるんだってさ」

「話ね……」

　クロウは立ち上がり、ケータイを耳に当てながら居間を出て、玄関へ向かう。どんな話をされるかわからない以上、セフィたちからは離れたほうがいい。

　外へ出て、家の前にある木にもたれかかって、口を開く。

「シルフィ様、クロウです」

『ああ、クロウ。今日はご苦労だったね』

　シルフィは、若手とはいえ元げん老ろう院いん議員であり、四よん将しようの後こう継けい者しやだ。本来ならば人間であるクロウが口をきける相手ではない。ねぎらいの言葉までもらえるのは、彼が今はシルフィ直ちよく属ぞくの部下で、なにより彼女の親友であった剣けん聖せいの弟で子しであるからだろう。

『ラーシュからざっと話は聞いた。君が以前報告していた太たい陽よう教きようの男と少女に出くわしたそうだね』

「はい、男のほうは身元がわかりました。幹みき原はら条じよう一いち郎ろうという、元自衛軍の下か士し官かんです」

　クロウが報告すると、シルフィは「少し待て」と言って電話口から離れた。

　三分ほど経過したところで。

『ふむ、なるほど。確かに旧セイバーズのリストにも載ってる名前だな。実態が掴つかめない男だったらしく、あまり情報はないが』

「はい、どうにも得体の知れない男でした」

『元陸上自衛軍軍ぐん曹そう、空くう挺ていレンジャー。未確認ながら八年前の争そう乱らんに参加していたらしく、その際に重傷を負って、それが元で除じよ隊たいしたようだ。その直後に太陽教に入信してる』

「あいつも……」

　クロウに明あか里り、それにジョー。今日、出会ったこの三人は全員、八年前の争乱に関かかわっていたことになる。

『信者というより、教団に雇やとわれた傭よう兵へいといったところかな。荒事の専門家で、リストの優先順位も高いが……我々の目的との関わりはあまりなさそうだね』

　シルフィの言うことは正しいのだろう。あくまで、現セイバーズの狙ねらいは太陽教教きよう祖そ、そして日ひ奈な子こが持つ“〝術じゆつ法ほう封じ”〟の解明だ。

　幹原を捕ほ縛ばく、あるいは始末できれば太陽教の戦力を大きく削そげるだろうが、クロウたちにはあまり必要のないことだ。

『まあ、機会があったら斬きっておいてくれ』

「はい」

　シルフィの命令が軽いのは、元軍人だろうと人間一人などなんの脅きよう威いとも思っていないからだ。

「そういえば、奴やつが妙なことを言ってました」

『妙なこと？　妙なことは嫌いじゃないね。いったいなにかな？』

「人類はソーディに敗れてから、あなた方に勝つためだけの研究を続けてきたと。わざわざ、そんなことを言うからには……」

『なんらかの研究成果を太陽教でも手に入れていると？』

　電話口の向こうで、シルフィがなんでもない調子で言った。彼女は育ちがいいだけでなく、頭もキレる。一を聞いて十を知ってくれるので、話が早い。

『クロウ、君は“〝ダイナスト”〟という会社を知っているかな？』

「どこかで聞いた覚えはありますが……」

『ダイナストは、巨大軍事企業だよ。本社はアメリカにあるが、ロシア、イギリス、ドイツ、フランス、それに日本と、国や人種を越えて集まった連中が創設した。先の大戦の直後にね。ほんの少し前まで、泥沼の大戦を繰り広げていた者たちが手を組んだというわけだ。ソーディへの逆襲のためにね』

「そこも、対ソーディの研究を続けているというわけですか」

『というより、ダイナストが本丸だ。他は枝葉でしかない。ダイナストでは二足歩行型の機動兵器――いわゆるパワード・スーツというやつが既に実用テストに入っているらしい』

「パワード・スーツですか……」

　クロウにはあまりピンと来なかった。ほとんどＳＦの世界だが、七十年の執しゆう念ねんの産物と考えると警戒の必要はあるのかもしれない。

『パワーだけならソーディを超えるという話だよ。他にもソーディに対抗するための技術はいくらでもあるとか。まあ、うちの自衛軍でも似たようなものは開発しているがね』

　そういうものだろう、とクロウは今度は納得した。ダイナストの規模などは知らないが、一部の組織だけが極端に進んだ技術力を持っている、ということもあるまい。

『それと、太たい陽よう教きようへの武器供与のルートを洗っているんだが、そこにダイナストの名前も浮上してる。太陽教は意外にあちこちにパイプを持っているようだね』

　シルフィは独自の捜査をかなり進めているようだ。他にも議員としての仕事があるだろうに、たいした働きぶりである。

『クロウからの報告はそんなものかな？　なにかあるなら聞いておくよ』

　はい、と答えて、念のためにクロウは明あか里りのことも報告した。

　以前、シルフィに隠かくし事をしていて面めん倒どうなことになった経験があった。シルフィは頭がキレる上にカンもいい。ちょっとした情報から多くの事実を探り当ててしまう。クロウと明里の過去のことも、調べられたら簡単にバレるだろう。包み隠さずにすべてを話すのが正解なのだ。

『ふむ……そのシスターは釈しやく放ほうしても問題ないだろうけど、側そつ近きんの娘というなら一応確保しておくか。学院に反省室というのがあっただろう。ひとまず、あそこにでも入れておいてくれ』

「わかりました」

　クロウは反省室というところには入ったことはない。あまりひどい部屋ではないことを祈ることにした。

『ところで、クロウ。私のセフィたんは元気かな？』

「ええ、それはもう……」

　ついさっきまで、正座させられて説教をくらっていました、とは言わない。

　シルフィは回復の見込みがないシスコンを患わずらっていて、妹のセフィを本気で天使かなにかだと信じている。下へ手たなことは言わないのが正解なのだ。

『先日、クロウに送ってもらった写メは大変に素晴らしかった。セフィたんはやや笑顔が少ないのに、君が撮った写真は見事に笑顔を捉とらえていたね。まるで、セフィたんに一日中張りついてシャッターチャンスを狙ねらっていたかのような』

「たまたまです」

　クロウは、すぱっと答えた。シルフィから、セフィのいい写真が撮れたら送ってくれと密命を受けていたのだ。常にセフィへのセクハラを狙っているクロウだからこそ撮れた写真だったのだが、もちろんそれも黙だまっておく。

　もうすぐイシュトも戻るだろうから、あとのことは彼女に従うように――と指示してから、シルフィは電話を切った。

「ふー……」

　クロウは、小さなため息をついた。彼にとってはシルフィは殿てん上じよう人びとにも等しい。会話するだけで疲労してしまう。斬きり合いのほうがまだマシなくらいだ。

「さて、明あか里りを連れて来るか……」

　その前に、とクロウはケータイのホーム画面に視線を落とした。アプリのアイコンが並ぶそのバックには、セフィの写真が表示されている。

　シルフィに送った笑顔の写真ではなく、クロウがセフィをからかい、睨にらみつけてきたときの顔を写したものだった。セフィの笑顔は嫌いではないが、自分に向けてくれた表情に価値があるように思えたのだ。

　ケータイをポケットにしまい、クロウは再び家の中へ入っていった。





「うわっ、あっちぃな」

　部屋のドアを開けたとたん、むわっとした熱気に襲われ、クロウはうめいた。

「わあ……凄すごいですね」

　クロウの横から部屋を覗のぞき込こんだ日ひ奈な子こも、嫌そうな顔をして廊ろう下かに戻った。

　反省室は、剣の学院の特別校舎一階にあった。同じ型の部屋が五つ並んでいる。もちろん生徒が自由に使える部屋ではないが、教師に話を通して鍵を借りてきたのだ。

「しかも狭いな。あんまり快適そうじゃねえぞ、明里」

「質素な部屋のほうが落ち着くわ」

　クロウの後ろにいた明里が、淡たん々たんと言った。

　部屋の電灯のスイッチを入れる。反省室の中は四よ畳じよう半はん程度の広さで、窓はないようだ。密閉されていたせいで、熱気がこもっていたらしい。

　部屋には教室にあるのと同じタイプの机と椅い子すだけが置かれている。悪さをした生徒は、ここで反省文でも書かされるのだろう。外に出なくてもいいように、トイレだけはついているようだ。

　料理上手のセフィがつくった夕食をとり、すぐにクロウは明あか里りをここに連れてきた。

　明里がいるとセフィのご機嫌がナナメになりすぎるので、あまり長く家に置いておけなかったのだ。

「あ、シャワーはないな。明里、先に風呂借りてくるか？」

「いいわよ、一日くらいお風呂に入らなくても」

「そうだな、俺おれも女の子の汗の匂いは嫌いじゃない」

「…………ゆっくりと、幼なじみが変態に成り下がった理由でも考えておくわ」

　明里は呆あきれた顔をして、クロウの横を通り過ぎて部屋の中に入っていった。椅子を引いて、そこに座る。

「一応、鍵はかけさせてもらうぞ。その前に、ちょいと換かん気きしとくか」

「では、空気を入れ換えてる間に、わたしがお話ししてもいいですか？」

　日ひ奈な子こが、再びぴょこんと反省室を覗のぞき込こんでくる。

「いいけど、なにを話すんだ？」

「わたしの親が太たい陽よう教きようの教きよう祖そということですけど、どっちの親なんですか？」

「そんなことも知らないの!?」

「そういや、俺も知らねえや」

「……太陽の乙女はともかく、太陽教を取り締まってたあんたがなんで知らないのよ」

　明里は心底呆れているようだった。

　クロウもさすがに自分に呆れてしまう。教祖を追いかけているのに性別すら知らないというのは問題だった。

「太陽教は……太陽教の母体になった団体は、戦前からあったのよ。当時は集団で農業を行おこなう、自じ給きゆう自じ足そくのコミュニティだったらしいわ」

「平和で素朴な団体だったってわけか。つっても、裏でなにをやってたか、わかったもんじゃねえけど」

「うるさいわね。で、その団体を主しゆ宰さいしてた人の親族が三十年前につくったのが太陽教。導どう師し――あんたらが言う教祖様は、太陽の乙女の父親よ」

「へえ、そうだったのですか」

　日奈子も本当に知らなかったようだ。彼女は驚おどろくほどものを知らないが、自分の親のこともわかっていないというのは異常すぎる。

「ただし、太陽教の設立後に一度、導師は交代してる。二代目の導師は、初代の奥さんよ。初代が亡くなったんじゃなくて、地位を譲ゆずったって話だけど」

「つまり、わたしの親は二人とも教きよう祖そなのですね」

「そうなるかしら……あっ、これも別に情報を漏もらしてるわけじゃないわよ。こんなの、一般人でも知ってることなんだから。あんたらが知らなすぎなんだから」

「わかってるよ」

　クロウは苦笑して、手をひらひらと振った。

「だいたい、わたしだって導どう師しのことはほとんど知らないわ。お見かけしたこともないし。もちろん、太陽の乙女。あんたのことも知らない」

「わたしはしばらく、ミステリアスキャラのポジションを維い持じということですね」

　日ひ奈な子こがしれっとした顔で言う。

「あのな……自分でキャラ付けするなよ」

　実際、日奈子は謎なぞだらけの少女だが、ミステリアスというより怪しげといったほうがピンと来る。

「では、自分のポジションが安あん泰たいと確認できましたので、わたしは先に戻ります」

「……ああ、気をつけろよ」

　日奈子は、ぺこりと明あか里りに一礼してから反省室を出て行った。よくも悪くも、常にマイペースな少女である。

「ねえ。一人で行かせていいの？　あの子、あんたらが確保してるんでしょ？」

「校内じゃ自由に行動させてんだよ。ここは安全だからな」

　シルフィからは、相当な凄すご腕うでを校内の警備につけていると聞いている。校内でも噂うわさになっていて、七しち剣けんがいるという話まである。

「太陽の乙女の話は……わたしも少しだけ聞いた。一部の教徒は前から知ってたらしいわ。導師の娘が、ずっと監かん禁きんされてるって……」

「実際、そうらしいぞ。ついこの前まで、どこかの部屋に閉じ込められて一度も外に出たことなかったってよ」

「一度も……」

　明里はうつむいて、ぽつりと言った。

　知ってはいても、本人の話として聞かされるとショックなのだろう。修しゆ羅ら場ばをくぐっているクロウでも、初めて聞いたときはそれなりの衝撃だったのだ。

「なんだか……悲しいことが多すぎる気がするわ」

「そうかもな」

　クロウは迷わず頷うなずいた。太たい陽よう教きようの仲間に殺されかけたばかりの明里が、弱気な言葉を吐いてしまうのも仕方ない。

「クロウのお父さんも……亡くなったのよね」

「ん？　ああ」

　以前、明あか里りが日ひ奈な子この奪だつ還かんのために乗り込んできたときに、父親が死んだときのことは話した。今にして思えば、明里は前から父の死については知っていたのだろう。

「あの争そう乱らんのあと、あんたは行方不明になっちゃった。おじさんが亡くなったのは聞いたけど、あんたの行方だけは誰だれも知らなかったのよ」

「剣けん聖せいが人間を弟で子しにしたって話はニュースになったらしいが、俺おれの名前までは出なかったって話だからなー」

　あまり考えもしなかったが、確かにクロウの故こ郷きようの知り合いたちは心配していたのかもしれない。

「わたしは運よく助かったけど、大勢の人があの争乱で死んだわ。関係ない普通の人たちがね……。それで、わたしは太たい陽よう教きように入信したの。みんなを弔とむらうために……」

「あれ、明里の親父おやじさんが教徒なんだろ？　おまえ入信してなかったのか」

「たとえ家族といえども信仰を押しつけないのよ、太陽教は。あるがままに、自然のままに生きるのが教義だもの」

「前に、ビラ配りとか勧誘してたじゃないか」

「強制じゃなくて勧誘。嫌だって言ってる人を引っ張り込むためじゃないの」

「へー……」

　詭き弁べんのように思えるが、クロウは突っ込まなかった。宗教のことは、信者でなければわからないことも多いだろう。

「……あんたは？」

「ん？」

「あんたがソーディ側についた理由は聞いたわよ。でも、今はどうなの？　剣聖も行方不明なんでしょ？　人間の社会に戻るって選せん択たく肢しもあるんじゃないの？」

　明里が剣の学院に乗り込んできたときに、クロウが剣聖の弟子になった経けい緯いも話してある。

　確かに彼女の言うとおり、クロウにはその選択肢もあるのだろう。だが……。

「見ろ、これを！」

　クロウは叫んで、ズボンのポケットから二枚の紙切れを取り出した。

「なに、それ？」

「旧セイバーズ時代の給きゆう与よ明めい細さいだ。こっちが俺、こっちが俺の相棒の明細。よく見ろ、支給額は同じなのに税金とかいろいろさっ引かれて手取りになると、俺のほうが額が少ないんだよ！　ソーディのほうが税金安いんだよ！」

「……なんで明細なんて持ち歩いてるのよ。しかも、人のまで」

「初心を忘れないためだ。見てのとおり、ソーディは優ゆう遇ぐうされてるんだよ。この差額も一生分の給料となりゃ、とんでもない金額になるだろ」

　クロウの目的は、“〝ソーディの市民権”〟である。生まれが人間であっても、ソーディの身分を手に入れることは可能だ。

　ソーディの市民権の証あかしである“〝紋もん章しようを刻んだ短剣”〟を扱う紋もん章しよう管かん理り院いんは、クロウに条件を突きつけた。それが、ソーディの学校の卒業資格だったのだ。

　少しでもいい生活をするために、普通の人生をまっとうするために、クロウが選んだのがソーディとして生きることなのだ。

「少しでも多く稼げる身分になって、安定した職業に就ついて、嫁さんもらってまっとうな家庭を築く。俺おれの目的はそれだけなんだよ」

「あんた、波乱に満ちた人生送ってる割に、えらく堅けん実じつ志向なのね……」

　なんと言われようと、クロウは目的を変えるつもりはない。そもそも、彼は平和に生きていた普通の人間だったのだ。今は少し道を踏ふみ外してしまっているだけだ。

「そ、それで……」

　明あか里りが不意につっかえながら言った。

「それで、お嫁さんっていうのは……あの金髪のセフィって人？」

「は？　まさか」

　クロウは明里の言葉を笑い飛ばす。

「セフィは四よん将しよう家のお姫様だぞ。俺がソーディの身分を手に入れたところで、雲の上の人だっての。すぐに手の届かないところに行くさ。ま、剣の学院を卒業したあとは会えるかどうかも怪しいな」

　よどみなく、明里に説明する。

　なんとも思わないわけではないが、厳げん然ぜんたる事実だ。

「そんな先のことまで考えてられねえけどな。今のことだけで精一杯だ」

　クロウはそう言って、腰こしの日本刀を抜いた。明里が一瞬ぎょっとしたが、クロウは気にせずに剣を握った手をかかげた。

「こいつでできることをやるしかないさ。他に取とり柄えもないしな」

「そうみたいね」

「幼なじみなんだから、少しは優しさを見せてくれよ……って、あれれ？」

　クロウは日本刀を部屋の電灯にかざしてみた。じっと見ると――

「うわ、また刃こぼれしてる。おっさんに打ち込んだときか？　なにを腕に仕込んでんだ、あのおっさん。くっそー、この前研ぎに出したばっかりなのに！」

　クロウは悔くやしげに叫んだ。

　一ヶか月げつ前のリンネとの戦いで、クロウの日本刀はひどく刃こぼれしてしまった。ラーシュのツテで一流の研ぎ師に研いでもらって斬きれ味は戻ったものの、クロウの一ヶ月の生活費を超える金額をふんだくられたのだ。

「もう新しい剣を買っちまったほうが早いかな」

「そんなあっさり買い換えたりしていいものなの……？」

「俺おれは武士でもソーディでもねえよ。剣を魂たましいだとは思ってないし、ソーディみたいにオーダーメイドの愛あい剣けんに名前をつけることもない。現実的に考えりゃ、剣は消しよう耗もう品ひんだろ」

　クロウの師である剣けん聖せいは日本刀のコレクションが趣味で、膨ぼう大だいな数の剣を所しよ蔵ぞうしていた。彼が持っているのは、そのうちの一本である。無む銘めいだがなかなかの業わざ物もので、長く使ってきたものの、研ぎを繰り返してかなり刃が痩やせてきている。

　クロウは、ぱちりと剣を鞘さやに収めた。

「あ、そうだ。剣聖コレクションの日本刀なら高く売れるかもしれねえな」

「なんてせこいことを。はぁ……なんか、あんた見てると気が抜けるわね」

「気が抜けたところを、襲うことも可能だな」

「えっ、ちょっ……そ、そういうことするの……？」

　明あか里りが本気で驚おどろいた顔をして、椅い子すに座ったまま、じりじりと後ろに下がっている。

「冗談に決まってるだろ。俺がやるのはセクハラまでだ」

「それもダメでしょ！」

「うーん……」

　クロウは腕組みして、明里をじろじろと眺ながめる。

　明里のシスター服は意外に身体からだのラインがよくわかる。胸元をよく観察すると……。

「な、なによ？」

「おまえ、俺と同い年だったよな？　じゃあセフィや日ひ奈な子ことも同い年だろうに……もっと胸を成長させてから俺の前に現れてくれよ」

「無む茶ちや言わないでよ！」

「俺もでかけりゃいいとは言わねえけど、貧ひん乳にゆうは一人いりゃいいよなー」

「……誰だれのことかな、少年？」

　突とつ如じよ、ぽんと肩に手を置かれてクロウは飛び上がりそうになった。

　慌あわてて振り向くと、そこには不気味なほどの満面の笑みを浮かべているイシュトの姿があった。彼女は剣の学院の制服姿で、腰こしの愛剣に左手を添そえている。

「君に人をからかう悪あく癖へきがあるのは知ってるけど、あまり言いすぎると……お姉さんも本気になるから」

「……りょ、了解です、会長」

　クロウは怯おびえつつ頷うなずいた。

　磨き上げられたクロウの感覚ならば、後ろから近づかれても即座に感知できるのだが、イシュトの気配はかなり読みづらいのだ。特に帯たい剣けんしているソーディは、独特の殺気のようなものを常にまとっていて、かなりわかりやすいはずなのに。

　イシュトはクロウの返答に満足したように、満面の笑みを微笑に切り替えて、もう一度彼の肩をぽんと叩たたいた。それから、反省室の中を覗のぞき込こむ。

「ふうん、その子がラーシュから報告のあった太たい陽よう教きようのシスターか」

「ああ、ここに入れておくようにシルフィ様から指示されたんで」

「なるほどね……」

　イシュトは、さきほどのクロウのように明あか里りをじろじろと眺ながめ回して。

　ぺろり、と舌なめずりした。

「なかなか可愛かわいいじゃないか。食べたいな……」

「ひっ……！」

　明里が椅い子すから転げ落ちんばかりの勢いで、座ったまま後ずさる。

「おい、会長……あんたも剣に恋するソーディだろ。明里は人間だよ。なに血迷ってるんすか」

「ははは、私はなんでもいけるから」

　イシュトの台詞せりふに、明里がさらに怯おびえた顔をする。冗談だとは思うが、クロウから見てもイシュトの目は、同性に向けるそれではない。

「それより、会長。あんたのほうは仕事は終わったんすか？　大物のソーディとやらの捕り物だったんでしょ？」

「もちろん、つつがなく。楽な仕事だったよ。そっちは大変だったようだけど」

「まあね……」

　ジョーとスノウホワイトとの意外な再会、二人の謎なぞの戦闘能力、おまけに明里が幼なじみだったことまで発覚した。なかなか盛りだくさんな一日だった。

「だいぶ走り回ったらしいな。暑いのにご苦労だった。そっちのシスターさんも」

「え、あ、ああ……？」

　明里は戸と惑まどっているようだ。ソーディが自分をねぎらっているのが不思議なのだろう。クロウにも少し意外だが、そもそもイシュトのことはまだわからないことが多い。

「ここに入ってもらうのは仕方ないけど……そうだな、その前に」

　そう言って、イシュトは意味ありげに笑った。

　どうも嫌な予感がしたが、クロウは逆らわなかった。彼は剣けん聖せい、マナカ、シルフィと年上のソーディに振り回されることに慣れている。そこにイシュトが一人加わっただけのことだ。

「え、ええと……なんなの？」

　なにかに巻き込まれることになりそうな明里には気の毒だが、命を取られることはあるまい。クロウは今は、幼なじみに救いの手を差し伸べないことに決めた。





　剣の学院には、校舎からやや離れたところに女子寮が建っている。

　全寮制ではないものの、多くの生徒がこの寮で生活している。

　セフィもまた、実家から通学できないこともなかったが、親元を離れ、剣の修業に打ち込むために寮暮らしを選択した。

　今は、「クロウと日ひ奈な子こが二人きりで暮らしているのは風ふう紀き上よろしくない」という理由で、彼らの家に住み込んでいる。風紀上の問題があるのは事実だが、別にセフィが住み込む必要はなく、説得力が薄いことに本人は気づいていない。

　それはともかく。

「久しぶりの広いお風呂ね……」

　セフィは湯船の中で大きく足を伸ばした。いつもサイドテールにしている髪を、高めのポニーテールに結んでいる。

　女子寮の風呂は、数百人の生徒が交代で入るだけあって、かなり広い。壁かべ際ぎわには、ずらりと洗い場が並んでいる。

　湯船は足を伸ばすどころか、泳ぐことすら余裕でできる。もちろん、セフィはそんなはしたないことはしない。

「わたし、こんな広いお風呂は初めてなのです……」

　セフィの隣でお湯につかっている日奈子も、ずいぶん嬉うれしそうだ。

　長く監かん禁きんされていた日奈子の部屋にあった風呂は一人用だったらしいし、今の家の風呂もお世せ辞じにも大きいとは言えない。

「今日は気にせず、のんびりつかっていい。私の権限で貸し切りにしてるから」

　つやのあるグリーンの長い髪を洗いながら、イシュトが言った。生徒会長の権限は、なかなか侮あなどれないものらしい。

「そっちのシスターちゃんも、そんな端っこにいなくていいのに」

「わ、わたしは……」

　明あか里りは一番端の洗い場で、こそこそと隠かくれるように身体からだを洗っている。

　別に、セフィは明里のそんな態度をおかしいと思わない。ここはソーディの女子寮の風呂場で、日奈子のように堂々と入浴してるほうが異例なのだ。

　むろん、セフィは明里がどうしようが気にしない。ソーディは人間への差別意識を大なり小なり持っているものだが、彼女はそれがひどく小さい。幼い頃からクロウとの付き合いがあって人間への馴な染じみがあるからだ。

　とはいっても、明里は剣けん士しではなく、縁ができてしまった日奈子とも違う。親しく接するつもりはない。

　浴場の入り口には、人間のメイドが二人控ひかえている。入浴する生徒たちの世話をするのが仕事だ。セフィにとって、明あか里りはあのメイドたちとなんら変わりのない存在のはずだ。

「……セフィ、目が怖いのですよ」

「いつもそうよ。あたしは、ツンデレだもの」

　セフィはぼそりと言った。

　なんだか今日は面おも白しろくない。一日いなかったクロウが戻って来たと思ったら、女の子が一緒だった。しかも、自分より先に付き合いがあった幼なじみだという。

　そんな話は聞いたこともなかった。クロウが剣けん聖せいに出会う前に不幸なことがあったのは知っていた。だから、そのあたりの話は聞かないことにしていたのだ。

　聞かなかったその過去に、他の女の子の影があったとは……。

「セフィ様、だいぶ不機嫌そうだな」

　イシュトが濡ぬれた髪をまとめながら、湯船に入ってくる。セフィの身分に遠えん慮りよして、一応様付けはしてくるが、敬語は使っていない。上級生なのだから当然だと、セフィは気にしない。様付けも、いつものことなのでわざわざ訂正は求めない。

「会長はいつも楽しそうですね。姉上にも信頼されてるようですし、なにもかも順調って感じです」

「はは、そんなことはない。私もそれなりに苦労はしてるよ。シルフィ様の信頼を得るにはまだ時間がかかるだろうし」

「それこそ、そんなことない――です。姉上は人を見る目がありますから。あの人に時間なんて必要ありません」

　いじけて適当なことを言っているのではない。セフィは歳としの離れた姉を子供の頃からずっと見てきている。姉が間違いを犯おかしたことなど、一度もなかった。この生徒会長は信頼に値するソーディなのだろう。

「ありがたいな。シルフィ様との関係が維い持じできれば、私の将来も安あん泰たいだ」

　嬉うれしそうに言いながら、イシュトがセフィに近づいてくる。

「……会長。一つ訊きいてもいいですか？」

「生徒会長はみんなの話を聞くのがつとめだよ。言ってみて」

　セフィは一瞬ためらってから、イシュトの顔をまっすぐに見た。

「会長は、会長たち新セイバーズはいったいなにをやってるんですか？」

「ううーん」

　イシュトは会話には参加せずにのんびりお湯を楽しんでいる日ひ奈な子こと、まだ洗い場にいる明里に視線を送ってから。

「それは教えられない。ダーメ、だね」

　イシュトはからかうように言った。話は聞くが、教えるとは言っていないということだろう。

　日ひ奈な子こと明あか里りを見たのは、任務はやはり太たい陽よう教きよう絡みということか。それならば、ある程度推測はつくが……。

「ダーメ、だけど……どうしても訊ききたいのなら、ソーディらしく剣で訊いてくるといい！」

「望むところです、会長！」

　セフィとイシュトはほぼ同時に湯船から飛び出し、ガラス戸を開けて浴場から出て、脱衣場に置いてあった自分の愛あい剣けんを手に取った。

　ソーディたちは、こういうときは話が早い。

「ここじゃ、ちょっと狭いかな」

　イシュトはそう言うと、再び浴場へ戻っていった。もちろん、セフィも星ほし崩くずしを手にイシュトにならう。

　二人は、入り口のところにいたメイドからタオルを受け取り、身体からだに巻きつけた。全裸のままでは少しはしたなすぎる。

「こっちのほうが広いね。足場がちょっと悪いけど、どんな悪条件でも戦えてこそソーディだしな」

「ずいぶんとソーディらしさにこだわりますね、会長は」

　セフィは、自分の身の丈もある巨大な星崩を片手で構えながら言った。学院最強といわれるイシュトを前にしても、怯ひるむことはない。それこそ、ソーディだからだ。

「え、ええええ？　なに、なんでいきなり殺気立ってるの……？」

　明里のほうはすっかり怯おびえているようだ。あまりの急展開に加え、ソーディ同士の立ち会いを前にすれば当然だろう。

「はー、ちょっと熱いのですね。お水で埋めたいですけど、どうすればいいのか……そこのシスターさん、やってください」

「えええ……この状況で湯加減ですか、太陽の乙女……」

　文句を言いつつ、明里が湯船に入り、蛇口から水を出してやっている。セフィも日奈子のマイペースぶりには呆あきれるばかりだが、二人が湯船にいてくれるほうが邪魔にならなくていい。

「じゃ、始めようか」

　そう言ったイシュトの剣に、淡く白い光こう刃じんの輝きが宿やどる。刃に『光コウ』を伝わらせて斬きれ味や耐久性を強化する、ソーディ独特の技だ。

　セフィも、星崩に光刃を発動させながら、相手の剣を観察する。

　イシュトの剣は、長さは平均的だが刃の形状は円えん錐すい形けいで、槍やりに似ている。ソーディのパワーなら打撃武器にも使えるし、鋭するどい剣先で斬りつけることも可能だろうが、突きに特化したタイプなのは明らかだ。

「変わった剣ですね……」

「いくらソーディでもそこまで大きい剣を使ってるのも珍めずらしいけどね。星ほし崩くずし、だったっけ。一応紹介しておこうか。私の愛あい剣けん――雷ライ狼ロウ牙ガだ」

　イシュトは、突き出すように構えた剣に、愛いとしそうな目を向ける。

「会長は、ロウ――クロウにバトルロイヤルで一撃を入れたんですよね」

「別に言い直す必要はない。というか、知らないのか？」

「え？　なにがですか？」

　セフィはきょとんとして聞き返す。

「最近、校内で噂うわさがあるんだ。あのセフィ様が実は人間のクロウと必要以上に親しくなってるという噂が」

「えぇっ!?」

「君がよく“〝ロウ”〟と、少年をあだ名で呼んでるのもバレバレだよ。人前では気をつけているんだろうが、たまにぽろっと出てるんだ。ただ、君の立場が立場だけに、表立って噂にできないので本人には伝わってないんだろう」

「マジか……」

　セフィは、思わずフランクな言葉でつぶやいてしまう。このあたりの言葉遣いも実はクロウの影響なのだが、本人はあまり気づいていない。

「意外と隙すきがあるようだね、セフィ様。けど、今は――油断したら死ぬかもよ」

「……会長相手に油断なんてできません」

　セフィは気を取り直し、剣の柄つかをぎゅっと握りしめた。

　相手は学院最強の三年生。しかも、イシュトは“〝剣けん姫き”〟だ。

　ソーディは、“〝剣けん士し”〟の資格を得て一人前と認められる。師し匠しようや学校から与えられる剣士の資格は、十八歳前後で得ることが多い。セフィは十五歳で既に剣士になっているため、充分に強いほうだと言える。

　イシュトが持つ“〝剣姫”〟は剣士の上位資格で、数万人に一人しか得られない。学院でも、剣姫はイシュト一人だけだという。

　間違いなく、イシュトはセフィより格上だ。つまり――受けに回ったら即座にやられる。

「はぁ―――っ！」

　気合いの声とともに、セフィは星崩を振り上げてイシュトに斬きりかかった。セフィは手数に頼らず、一撃にすべてを込めるタイプだ。

　重く鋭するどい斬ざん撃げきが、浴場内に漂ただよう湯ゆ気げを吹き飛ばしながら振り下ろされる。星崩の名にふさわしく、大地をも砕かんばかりの勢いだった。

「っと！」

　イシュトは強烈な一撃を、軽く横にステップを踏ふんでかわした。初太刀がいきなり当たるとは、セフィも思っていない。いつもなら振り抜く一撃をセフィは、床に激突する直前で止めた。そのまま、下段からすくい上げるように二撃目を放つ。

　間合いを詰つめようとしていたイシュトは、止まらずに振られた剣に驚おどろきつつ、一気にセフィのふところに飛び込んできた。

「くっ……！」

　振り上げられたセフィの剣と、イシュトの突きがぶつかって、二人が後ろに弾はじけ飛とぶ。

　いや、イシュトは一歩後ろに下がっただけで、セフィのほうは壁かべ際ぎわまで吹き飛ばされてしまう。

「ぐはっ！」

　浴場の壁に背中をぶつけ、セフィは息が止まりそうになる。

　だが、たいしたダメージではない。セフィは壁に当たった反動を利用して、前に踏ふみ込んでいく。止まっている暇ひまはない。次々に攻撃を仕し掛かけなければ、勝負にすらならない。

「うああああっ！」

　再び気合いの声を上げ、セフィは星ほし崩くずしを横に薙ないだ。轟ごう音おんを上げつつ振るわれた、暴風のような一撃は、正確にイシュトの首筋を狙ねらっていた。

　しかし、その一撃もまた首を軽く傾かしげる程度の動きでかわし、同時に襲ってきた風圧も、涼風のように受け流してしまう。

「まだまだっ！」

　セフィは止まらなかった。横に振り切る前に剣を止め、今度は上段に構え、滑すべるように踏み込みつつ、袈け裟さ懸がけに振り下ろした。

　これまでよりさらに速く、重い一撃だった。いける――とセフィは、星崩を振りながら既に手応えを感じていた。スピードもパワーも乗っていて、さらに最高の太た刀ち筋すじ。これならばたとえ受け止められても、そのまま一気に押し込んで会長をこの場に倒すこともできるはず。

「…………っ!?」

　セフィが予想していた手応えは――なかった。

　見開かれたセフィの目に飛び込んできたのは、信じがたい光景だった。

「か、会長……!?」

　イシュトが、刀とう身しんではなく剣先でセフィの星崩の刃を止めていたのだ。

　鉄の塊かたまりのような大剣である星崩を止めるだけでも、相当なパワーが必要とされるのに、剣先という一点のみで、などあり得ることではない。いや、実際にあり得ているのだが。

　セフィの剣を完全に見切り、なおかつ針の穴をも通す精せい妙みような剣さばきができなければ、不可能な芸げい当とうだろう。

「セフィ様、なかなかの一撃だった。一年生にしては上出来だよ」

「条件付きで褒ほめられても……嬉うれしくありません！」

　セフィは剣を引き、イシュトから距離を取る。

　かつてのマナカとの戦闘中、唐突に空の扉が開いた。あのとき以来、セフィの『光コウ』は爆発的に増大している。自分より格上だったネーナとまがりなりにも渡り合えたのは、この『光』によるパワーのおかげだった。

　イシュトは剣けん姫きだけあって、その『光』もセフィより上だ。さっきの一撃を止めるにはセフィを上回るパワーも必要だった。そしておそらく、技術ではイシュトの足下にも及ばないだろう。

「ロウが変なこと言ってたけど……あたしはそれ以前の問題みたいね」

　セフィは、ぼそりと言った。

　バトルロイヤルのとき、イシュトが古コ流リユウでも読み切れない斬ざん撃げきを放ってきたと、クロウは不思議そうに語っていた。セフィには不思議でもなんでもなく、ただ単にイシュトのほうが強すぎて、なにをするか予想もできない。

「な、なに、今の？　あの緑髪の人、凄すごい受け止め方してたけど……？」

「確かに凄いですねえ。まあでも、ある意味わたしたちはこれで安心なのですよ」

　湯船のほうから、日ひ奈な子こと明あか里りの会話が聞こえてきた。日奈子も、だいぶ剣の戦いを見慣れただけあって、的確な意見を言っている。

　そう、イシュトとの間にこれだけの実力差があれば、斬きり合いが白熱して日奈子たちが巻き込まれることはないだろう。イシュトには、日奈子たちに配はい慮りよする余裕がたっぷりとある。

「くうぅ……なんでみんな、あたしより強いのよ……！」

　思わず、子供じみたことを口走ってしまう。なんでもなにも、イシュトもクロウもブレイズたちも、厳しい訓練を積んで凄すさまじい強さを身につけているのだ。なにも努力せずに強大な『光』を手に入れたセフィが文句をつける道理はない。

「使えばいいんじゃない？」

　剣を握った手をだらりと下げながら、イシュトは言った。

「使うって……なにをですか？」

「その凄いおっぱいだよ！　さっきからぷるんぷるん揺らして目障りな！」

「なんでキレてるんですか！　おっぱ……胸は関係ないでしょ！」

　セフィは顔を真っ赤にして吼ほえる。ここ数年で急成長した胸は、戦闘の邪魔になることもないが、なにかに使うこともできない。あのクロウでさえ、戦闘中は胸に気を取られて油断することもない。

「おっと、失礼。最近、胸のサイズを少年にからかわれてるもので、つい」

「あのバカ、生徒会長になにしてんの……？」

「それはともかく……アレだ。バトルロイヤルのとき、少年の木剣をへし折ったあの技だよ」

「……見ていたんですか、会長」

　セフィには、姉にすら明かしていない秘密がある。

　先日のバトルロイヤル、そして友人であったネーナとの戦いのときに二度、セフィは自分でも理解できない不思議な剣を振るった。

　セフィの剣の刀とう身しんだけが、数メートル先、絶対に刃先すら届かないはずのところに現れた。刀身の瞬間移動、としか表現しようのない不可思議な現象だった。

　ソーディの中には物理現象を超えたような技を使う者もいるが、セフィの剣は明らかに異質だった。手て練だれのクロウやネーナですら、とっさに対応できなかったのだから。

「アレは使いませんよ、あたしは」

「おや、なんでまた？」

「あんな便利すぎる剣を使ってたら、太た刀ち筋すじが鈍にぶってしまいます」

　半分は本気で、半分はハッタリだった。

　間合いのはるか外から攻撃できるセフィの剣技――裂れつ空くう刃じんと名付けたそれは、自分を大きく超える強力な敵も不意をついて倒せるかもしれない。

　しかし、セフィはその技を使いこなせていない。というより、どうやったら技が出せるのか自分でもわかっていないのだ。使えと言われても困ってしまうのである。

「そうか。お姉さん、もう一度見せてほしかったんだけど、そういう理由なら無理強いはできない、か……」

　イシュトは独り言のようにつぶやくと、雷ライ狼ロウ牙ガを握り直してその場に留とどまったまま、腕を伸ばしてきた。

「…………っ！」

　イシュトの腕と剣の長さはセフィも既に見切っている。だが、放たれた突きはリーチが変わったかのように、ぐんと伸びてきた。

　セフィはかろうじて星ほし崩くずしの刀身で突きを受け止める。盾たて代わりにもなるほどの幅広で分厚い刀身は、点の攻撃には強い。それでも――

「うあっ……！」

　突きをくらった星崩の刀身の中心で火花が散り、セフィはまた後ろに飛ばされた。列車にでも衝突されたかのような凄すさまじい威力だった。

　セフィの背中に汗が滲にじんだのは、浴場内の暑さのせいではない。

　今の突きは――本気だった。

　セフィが防ふせがなかったら、本当に串くし刺ざしにされていただろう。

「か、会長……？」

「これくらいで驚おどろいてどうする、セフィ様。少年なら、笑って軽口を叩たたくところだ」

「……あたしは、ロウとは違います」

　セフィは、星ほし崩くずしが傷ついていないことを確認する。代々、四よん将しよう家が剣を発注してきた名鍛か冶じに打ってもらっただけのことはある。さすがの頑丈さだ。

「この剣じゃなかったら、今ので終わっていました。あたしの腕じゃない。あたしにとってロウは……雲の上の人だわ。悔くやしいけど」

「え……」

　湯船のほうで、明あか里りが小さく驚く声が聞こえた。

　それも当然だろう。名門、剣の学院に通うソーディが人間であるクロウに敗北宣言したのだから。

「ロウにはまったくかなわないわ。今は同級生だから剣を交える機会もあるけど、学院を卒業したらどうなるか……。あいつは、もっともっと強くなるでしょうね。あたしはずっと追いつけないかもしれない」

　もう、ほとんど独り言だった。

　このところずっと、セフィは自分をはるかに上回る相手ばかり見てきた。

　それでも――なによりこたえているのが、クロウとの差だ。ネーナ、マナカ、リンネとの戦いを見て、彼との圧倒的な実力差を思い知らされてしまった。

「でも……負けません。負けたくない。会長にも……」

「その意気だ。剣けん士しは、そうでないとな。はい、次。どんどん行くよ」

　イシュトがさらに突きを繰り出してくる。遠い間合いから、流星のように飛んでくる。

　容よう赦しやなく顔面を狙ねらってきた突きを、セフィはかろうじてかわした。いや、自分で避さけたのか、イシュトが外してくれたのかもわからない。

　一撃目が外れると、イシュトは素早く剣を引き、二撃目を放ってくる。剣を引いてからのタイムラグはほとんどなかった。かわしたと思ったそのときには、既に二撃目が襲いかかってきていたのだ。

「うっ……！」

　再び顔面に来た突きを、セフィはなかば倒れ込むようにしてかわした。あまりにも鋭するどい突きを視認できず、ほとんどカンで避けるしかなかった。わずかにイシュトの剣の切っ先がセフィの髪に触れ、ポニーテールの結び目が弾はじけ飛とんだ。

　セフィには、ほどけた髪を気にしている暇ひまなどなかった。イシュトが再び剣を引き、今度は踏ふみ込みながら突きを放ってきたのだ。

　三段突き――！　しかも、三撃目が一番速い！

　今度はカンもなにもなかった。身体からだの対応が間に合わない。どこを狙われようと、かわすことは不可能だった。裂れつ空くう刃じんでも、至近距離に踏み込まれていてはどうにもできない。

「うおっとぉ！」

　そんなおかしな声とともに、金属同士がぶつかる甲かん高だかい音が浴場に響き渡った。

　セフィのすぐ前にあるのは、剣の学院の夏服――それも男子のものだった。おさまりの悪いぼさぼさの黒髪に、両手で構えた日本刀。こんな格好の男は、この学院には一人しかいない。

「ロウ！」

「危ねえなあ、セフィ。剣が見えねえなら、相手の腕を、足を、目を見ろ。どんなに強くたって、相手も二本の腕と二本の足で戦ってんだ。予想もつかない動きなんて、そうそうできねえよ」

「……予想のつかない太た刀ち筋すじを使う奴やつに言われたくないけど」

　セフィはぼやきつつ、安あん堵どを覚えていた。混乱していたせいで見えなかったが、クロウがイシュトの突きを古コ流リユウで弾はじいてくれたのだろう。

　列車が突進してくるような一撃を、いきなり割わり込んできてさばくなど、尋じん常じようではない。だが、クロウには技の威力はさほど関係ない。“〝読む”〟ことができれば、相手の力を利用して威力をゼロにできてしまうのだ。

「……って、ちょっと待ちなさい！　ロウ、どうやってここに!?」

「もちろん窓からだよ」

　クロウは、浴場の天井近くに並んでいる小さな窓を指さした。そのうちの一つが、大きく開いている。

「まったく、小せえ窓だよな。出入りしづらいだろ」

「出入りするな！　換かん気き用の窓よ！」

　かなり小さな窓なのに、よく入って来られたものだ。相変わらず、妙な特技を持った男である。

　クロウは、くるりと後ろを向いてセフィの正面に立った。

「え、なにしてんの……？」

「セフィ、エロい！」

「なにをストレートに！　ていうか、見るな！」

　セフィはバスタオルからはみだしている胸のふくらみを腕で隠かくす。太もももかなり危険なところまで見えているが、隠しようがない。

「なんでこんなにエロいんだ!?」

「ぎゃーっ！」

　クロウはためらわずに、セフィに抱きついてきた。片手で握ったままの日本刀が危なっかしい。クロウなら万に一つも扱いを間違うことはないが、そこは問題ではない。

「ちょっと！　状況わかってないの!?」

「わかってるけど、この際そんなことどうでもいいからセフィと風呂に入りたい」

「どの際なのよ!?」

「実は俺おれ、週に一度でいいからセフィと風呂に入りたかったんだ……」

「そこは“〝一度でいいから”〟でしょ！　週一なの!?」

　クロウは抱きついたまま、思いきり身体からだを押しつけてくる。直接素肌に触れるクロウの手は熱く、意外に大きく分厚い。剣を握り続けて、たくましく鍛きたえ上げられた手だ。

「うう……は、離れなさ……」

「こら」

「痛いてっ」

　クロウの力が一瞬ゆるみ、セフィははっと我に返って彼の腕から抜け出した。

　どうやら、イシュトが剣の刀とう身しんでぽかりとクロウの頭を叩たたいたらしい。もちろん、充分に手加減はしただろう。

「女子の風呂に乱入してくるんじゃない。セフィ様も、まんざらでもない顔をしないように」

「そっ、そんな顔なんて……！」

　イシュトは狼ろう狽ばいするセフィを見て、にっこりと笑った。それから、雷ライ狼ロウ牙ガを肩に担かつぐ。

「ま、少年が外にいるような気配がしてたんだけどね。セフィ様を追い詰つめたら、出てくるかと思って」



    

  
    
      



    

  
    
      

「なっ、なにぃ！　まんまと誘い出されたってことか……！」

「被害者ぶるな、ロウ。あんた、覗のぞいてたってことじゃないの……？」

　セフィに睨にらまれると、クロウはわざとらしく驚おどろくふりをした。

「い、いや、待て。まだ覗いてはいなかった。ほら、日ひ奈な子こもいるし、窓の外まで来て迷ってたんだよ」

「覗く気はあったってことじゃないの」

　クロウは、護衛対象である日奈子にだけは、性的なちょっかいをかけないことにしている。変に律儀な男なのだ。

「じゃ、俺おれはこのへんで。会長、あんま無む茶ちやしないでくれよ」

「あっ、こら！」

　セフィが止める暇ひまもなく、クロウは脱だつ兎との如ごとく逃げ出した。浴場の戸を開けて、そのまま出て行ってしまう。

「あいつ……あとでお仕置きだわ……」

「殺さないように。っと、シスターちゃんは驚かせちゃったかな？」

「…………」

　セフィは、ちらりと明あか里りのほうを見た。湯につかったまま、怯おびえきった目をセフィとイシュトに向けている。

　ソーディ同士の戦いを間近で見れば、こうもなるだろう。

　ちなみに、マイペースな日奈子は充分あたたまったからか、何事もなかったかのようにお湯から上がって浴場から出て行こうとしているところだった。

「悪かったね、シスターちゃん。あとで冷たいジュースをおごろう」

「…………」

　明里は怯えたまま、返事もできない。

　それはセフィにはどうでもいいのだが……。

　ふと、変なことが気になった。

　イシュトの――明里に向ける目が優しすぎる。

　セフィもまた、自分がクロウに向けている目が特別であることは理解している。その理由はいろいろあるが、イシュトが人間である明里に優しくする理由は見当もつかない。

　クロウも、イシュトには奇き妙みようなところがあると話していた。

　いったい、生徒会長は何者なのか。

　あの生徒会長に従っていて、クロウは大丈夫なのか。

　浴場の真ん中に立ち尽つくし、セフィは答えの出ない疑問に囚とらわれていた。





「なにをやってるの、クロウ」

　女子寮から逃げ出し、庭園を抜けて我が家にたどり着いたクロウの前に現れたのはラーシュだった。玄関の横の壁にもたれかかり、にやにやと笑っている。

「おまえこそ、なにやってんだよ。帰ったんじゃないのか」

　ラーシュは剣の学院の外に家があるらしい。らしい、というのはクロウでさえもラーシュがどこに住んでいるのか知らないからだ。

「面めん倒どうになったから、今日は学院に泊まろうかと思ってね。ま、どこかに寝る場所くらいあるだろ」

　ラーシュは軽く言って肩をすくめた。彼もまた四よん将しよう家の出身という最高の身分であるが、山ごもりが長かったせいで、どこでも寝られる。

「で、誰だれから逃げてきたの、クロウ？」

「いやいや、やっぱあの会長、ハンパじゃねえぞ。強引に割わり込んじまったせいもあるけど、突きの威力を殺しきれなかった。まだ手がびりびり痺しびれてる」

　クロウは右手を握ったり開いたりする。感覚はあるが、指先が上う手まく動かない。

「でも、歯が立たないってほどじゃないんだろ？　せっかくの機会だから、バトルロイヤルのリベンジをやればよかったのに」

「言っとくが、バトルロイヤルは俺おれが勝ったんだぞ。一撃もらっちまったけど」

「その一撃で、メシもノドを通らなくなっちゃったんだろ」

「……あの会長はやっぱ得体が知れねえよ。さっきもなー」

　クロウは、まだ痺れている手をぎゅっと握りしめる。

「斬ざん気きが薄いってやつ？　まあ確かにそれは厄やつ介かいだね」

「それだけじゃねえ。さっきの一撃を弾はじいたとき――どうも手応えがおかしかったんだよな」

「威力を殺しきれなかっただけじゃなくて？　他になにか奥の手でも持ってるのかな」

「わからん。奥の手だとしたら、一発や二発くらった程度じゃわからねえだろうな。技っていうより剣そのものに変な感じがした気もする」

　会長とバトルロイヤルで戦ったときは、互いに木剣を使っていた。今日、初めて愛あい剣けんを握った会長と立ち会ったのだ。

「愛剣を握ったとき専用の技とかかもね。この学院のトップに立ってるくらいだから、一ひと筋すじ縄じゃいかないだろう」

「だろうな。まあ、刺されなくてよかった」

　クロウは、腰こしに差した刀の柄つかをぽんと手で叩たたいた。

「変な受け方したからなあ。また刃こぼれしちまったかも。あとで見ておかねえと」

「研ぎ代は貸さないからね。自分で払うように」

「ちっ、ひでえ兄弟だよ」

　クロウは笑って言った。兄弟弟で子しといえども、金のことは別なのだ。

「なんにしたって、会長は敵に回したくねえな。強い奴やつらは、ブレイズと太たい陽よう教きようでもう充分間に合ってるし」

「あんまり、胸のことでからかいすぎると敵に回りかねないね」

「あっ！　せっかく風呂に入り込んだのに、会長をろくに見てなかった！」

「……本当になにしてんの。セフィならともかく、会長へのセクハラはヤバイって」

「むう。安全にセクハラするために、もっと強くなるべきか……」

「強くなりたい理由としては最低だね」

　ラーシュは苦笑しながら言って、壁から離れてクロウの横まで歩いてきた。

「ま、クロウが木き戸ど明あか里りを心配するのはわかるけどね。幼なじみだったんだろ？」

「俺おれは覗のぞきに行ったんだぞ」

「セフィも会長も木戸明里に変なことはしないだろうけど、気になるのも無理ない」

「おまえ、俺の話、聞いてるか？」

「あはは、昔のことを思い出しちゃったかな？　俺が出会う前のクロウがどんなんだったか、興味はあるな。木戸明里に訊きいてみようか」

「幼い俺の愛くるしさを聞いてもだえたいのか」

「……訊くな、とか当たり前の返しはしないんだな」

　ラーシュも、さすがに呆あきれているようだ。

「まあ、わざわざ風呂まで様子を見に行くっていうのは凄すごいね」

「アホか、ただ覗きに行っただけだって。俺の性欲ナメんな」

「ナメちゃいないけどね……」

　クロウも明里のことが気にならないとは言わないし、彼女の様子を見に行ったのも事実だ。

　ただし、幼なじみの成長を確かめてみたかったというのも、少なからずある。

「でも、俺たちは人間を気にしてる場合でもないよ。明日も教きよう祖その情報集めだ」

「学校行く暇ひまねえなあ」

　人間でありながらソーディの学校に通っているクロウは、肩身の狭い思いをしているが、それでも七年の山ごもり、一年のセイバーズでの労働をこなしてきた身としては学校通いもなかなか新鮮なのだ。登校したくないわけではない。

「早く片を付けたいところだね。さて、俺はどこかで寝ることにするよ」

　そう言って、ラーシュは家から去っていった。

「さすがに、あいつにはいろいろ見透かされてんなあ……」

　クロウは小さく頭を振ってから、家に入った。

　自分の部屋に戻り、日本刀を腰こしから外して適当に床の上に置き、そのままベッドに横になった。

　寝転がると、どっと力が抜けていくのを感じた。

　ジョーとの戦いだけでかなり疲労していたのに、故こ郷きようの街から逃げ出し、さらに一瞬だけとはいえイシュトとも立ち会った。会長の剣は一撃をさばくだけでも、とてつもなく大変なのだ。

　すぐに睡すい魔まが襲ってきて、まぶたが落ちた。

　剣けん聖せいから受けた悪夢のような修業のおかげで、クロウは数日なら睡眠をとらなくても平気なのだが、眠れるときには普通に眠たくなる。

「寝ちゃうのですか、クロー？」

「ああ、明日も仕事――って、なんだ!?」

　ぱちりと目を開けると、すぐそこに――日ひ奈な子この顔があった。

「なにしてるんだ、おまえ!?」

「……添そい寝ね？」

　なんでもないことのように、日奈子は答えた。

　クロウのベッドに横になっている日奈子は、なぜかワイシャツを一枚羽織っているだけだ。胸元は大きく開かれ、二つの豊かなふくらみが半分以上あらわになっている。

　しかも、シャツの裾すそがめくれて、パンツがばっちり見えてしまっている。

　クロウは起き上がり、寝転がっている日奈子を睨にらむ。

「なんだ、その格好は！　新手のコスプレか!?」

「いえ、これは単なるクローのワイシャツです」

「…………」

　クロウも学校では、夏服に切り替えている。冬服のときの長なが袖そでワイシャツは着ていないので、なくなっていることに気づかなかったようだ。

「さすがに大きいですね。ぶかぶかです」

　クロウは小こ柄がらなほうであるが、日奈子も胸がむやみに育っていることを除けば、身体からだは小さい。手が、ワイシャツの袖にほとんど隠かくれてしまっている。サイズがまるで合っていないのが妙に可愛かわいらしい。

「夏の夜は、これで乗り切るのです」

「完全にパジャマ代わりかよ……」

　日奈子が変な服装を好むのはよく知っている。なにを言っても無む駄だそうだった。

「そういうわけで、添い寝です。さあクロー、かもんかもん」

　日奈子は、ぽんぽんと自分が寝ている隣を叩たたいた。

「おまえ、ホントにキャラが崩くずれてきてないか……？」

「これだけ状況がめまぐるしく変われば、性格も変わるのです」

「うんざりするほど反論できねえな」

　生まれたときから十五歳まで監かん禁きんされ、無む菌きん室しつのようなところで育ったかと思えば、本来は敵であるソーディの学校で生活することになり、何度も最強クラスの剣けん士したちとの戦いに巻き込まれている。

　これでまったく変わらずにいられる人間は皆かい無むだろう。

「セフィはクローに辱はずかしめられた恥ずかしさで戻ってこられないでしょうし。しばらく誰だれも来ませんよ」

「辱められたって、誤解を招くだろ。つーか、おまえなー」

　クロウは呆あきれて言いながら、ぽてっと横になる。

「日ひ奈な子こが俺おれになんかしたいっていうのは前にも聞いたけど、こういうことはあまりやるなよ。俺は護衛対象には手を出さねえけどさ、なにかの弾みでどうなるかわからんぞ」

「ずいぶん、ずばりと言うのですね」

　それこそ、日奈子に言われてはおしまいな台詞せりふだった。彼女はぼんやりしているようで、ずばずばとものを言うのだ。

「というか、なにかの弾みだなんて他人行儀ですね。あのときのキスは遊びだったのですか？」

「人聞きの悪いことを！　あれはおまえがやってきたんだろ！」

「そうでしたっけ」

　居きよ留りゆう地ちでのリンネとの戦闘で、我を忘れて暴走してしまったクロウを止めるために、突然日奈子がキスしてきたのだ。ただクロウを止めたい一心だったのか、他の感情もあったのか、日奈子の顔からは読み取れなかった。

「まあ、俺の鉄の意志なら日奈子がなにを仕し掛かけてこようが耐たえるけどな」

「そう言われると、わたしも引き下がれないのですね」

「セクハラするときはどんな状況だろうとするし、しないなら絶対にしねえよ」

「立派なようで、全然立派じゃない発言ですね」

「ふっ」

「褒ほめてませんよ。偉そうな顔するのはどうなのですか」

「気にするな」

　クロウは軽く笑って言い、手を伸ばして日奈子の髪に触れた。さらさらと絹きぬのような手触りで、触れているだけで気持ちいい。

「……クロー、これは？」

「これが精一杯だな。このくらいならセクハラにはならんだろ」

「でしょうか……」

　日ひ奈な子こは、されるがままに髪を撫なでられ、少しだけ気持ちよさそうに目を細めた。

　普段、あまり表情が変わらないだけに、ちょっとした変化でも驚おどろかされてしまう。

　やっぱり日奈子は可愛かわいいんだよな、とクロウは再確認する。それだけに、自分を律りつしておかなければならない。

「あの、クロー……」

「ん？」

「わたし、本当は……もう一つあのシスターに訊きかなければならないことがあるのです」

「……そうか」

　クロウは、すぐにそれがなんなのか思い当たった。日奈子の真剣な顔を見れば、わからないはずがない。だが、自分の口から言うことはできなかった。

「一応、あとで明あか里りの様子を見に行くつもりだけど、日奈子も一緒に来るか？」

　おそらく、イシュトが明里を反省室に送ってくれているだろう。あの生徒会長が明里になにかするとは思わないが、念のために様子は確認しておきたい。

「言えるかどうかはわかりませんが……一緒に行かせてください」

「わかった。ただ、ちゃんと着替えてから来いよ」

「シスターに見られても恥ずかしくないのです」

「俺おれにとばっちりが来そうなんだよ！」

　クロウが日奈子に裸ワイシャツを強制していると明里が誤解する未来が目に見えるようだ。いわれのない誤解は避さけたいところである。

「仕方ないですね……では、もう少しこのままで」

「交換条件かよ。まあ……いいけどよ」

　クロウは、また優しく日奈子の髪を撫でる。

　日奈子が明里になにを訊こうとしているのか。明里が知っているかどうかはともかく、その答えはわかりきっている。

　監かん禁きんされていた日奈子を逃がしてくれた教徒たちが、どうなったかなど――





　木き戸ど明里は、静かに祈っていた。

　反省室の床に正座し、胸の前で手を組み、わずかに上を見上げる姿勢。これが太たい陽よう教きようの祈りだった。

　太陽教はあるがままに、自然のままに生きることを至し上じようとする。

　祈りは自然に対して、そしてすべての自然の恵みの中でももっとも輝ける存在――太陽に捧ささげる。

　夜でも、太陽はこの空のどこかにある。太たい陽よう教きようの祈りは時間を問わない。

　日課となっている祈りを終えると、明あか里りは手を膝ひざの上に置き、しばらく心を静めた。

「……このままじゃいけない」

　明里は、独り言を漏もらした。

　反省室には他に誰だれもいない。ここへはイシュトというソーディが送ってきてくれた。

　なぜか彼女はずいぶん親切で、ペットボトルの水とお茶、さらには夜食用にとおにぎりとお菓子まで置いていってくれた。今日会ったばかりの、しかも人間である自分にソーディが親切にしてくれる理由がわからない。

　むろん、ソーディにもいろんなタイプがいるだろう。イシュトは相手が誰だろうと優しくする性格なのかもしれない。

　それは好意に値することではあるが……。

「でも、やっぱりソーディなのよね」

　明里は目の前で、セフィとイシュトの立ち会いを見た。

　場所が場所だったし、彼女たちにとってはただじゃれ合っただけかもしれない。

　それでも――明里は心の底から恐ろしかった。彼女たちが振るう剣はほとんど目視できなかった。

　太陽教では用よう心じん棒ぼうとしてソーディを雇やとうこともたまにある。だが、明里は自分に牙きばを剥むくことはないとわかっていても、ソーディとは二人きりにはなれなかった。

　もし仮に、絶対に人を食べないライオンがいたとして、檻おりの中で一緒に暮らせるか？

　まず無理だろう。それにソーディはライオンをはるかに凌りよう駕がするパワーを持った怪物たちなのだ。

　これ以上、ソーディたちがうろうろしているこんなところにはいられない。

「でもこれ……どうすりゃいいのよ！」

　反省室のドアは施せ錠じようされているし、窓もない。剣の学院の優秀な生徒を閉じ込めるための部屋なのだから、簡単に脱出できるはずがない。

　明里も太陽教で実戦訓練を受け、スパイまがいの技術も多少は身につけている。ナメられているのか、ボディチェックは受けなかったので、道具がなくもないがここの頑丈そうなドアを開けるのは難しい。

「明日もお風呂に連れて行ってもらえるかも……そのときがチャンスかしら……」

　言いながら、明里はなにげなくドアのノブに手をかけた。そして、ノブをくるりと回す。

「……え？」

　意外なことに、ノブはあっけなく回った。そのままドアを引くと、当然のように開いた。

「鍵かかってなかった……？　イシュトがかけ忘れた……？」

　また独り言をつぶやいて、すぐに首を振った。あのイシュトというソーディは、生徒会長らしい。それに、少し接しただけでも彼女がしっかりしたタイプだということはわかった。クロウならともかく、イシュトがそんなミスをするとは考えにくい。

「……って、考えてる場合じゃないわ。ごめん、クロウ」

　どんな経けい緯いがあるにせよ、ドアは開いた。もしかけ忘れだとしたら、イシュトが戻ってくる可能性もある。

　助けてくれたクロウには悪いが、今は逃げなくてはならない。逃げ込む先があるわけではなくても。

　こんな恐ろしいところにはいられない。

　それに――

　ぐっと唇を噛かみしめ、明あか里りはドアから少しだけ顔を出し、廊ろう下かの様子を確認してから反省室の外に出た。

　深夜の特別校舎には、当然ながら人影はない。周囲を警戒しつつ、窓から校舎の外へ転げるように出た。

「ここの予習、しておいてよかったわ……」

　以前、明里は日ひ奈な子こを奪だつ還かんするために剣の学院に乗り込んできている。そのときに、どこから入手したのか太たい陽よう教きようが所持していた学院の見取り図を頭に叩たたき込こんであった。警備の手薄な場所、複数ある出入り口も把は握あくしている。

　太陽教の侵入と、剣けん将しようマナカの反逆以来、学院のセキュリティが強化されたという話も聞いているが、なにも知らないよりマシだろう。

　明里は、元自衛軍の教徒から学んだとおりに警備員の巡回や監視カメラに注意しつつ、学院の敷しき地ち内を慎重に進んでいった。

　歩くこと、三十分ほど。

　明里の信仰心のたまものか、偶然によるものか。彼女は以前に侵入した学院の巨大な倉庫近くにある、裏口へとたどり着いた。学院を取り囲むコンクリートの外壁に、人一人が通れる程度のドアがついている。

「あっ……」

　やはりというか、裏口のドアには鍵がかかっていた。ドアは金属製で、ソーディでも強引にこじ開けるのは難しそうだ。

　塀へいは高く、登れるとっかかりもない。

　明里は周りに誰だれもいないのを確認すると、シスター服の裾すそをはしたなくめくり上げた。両方の太ももに巻いたベルトには、細い手しゆ投とう剣けんを三本ずつ差している。風呂に入るとき、気づかれないように隠かくすのが大変だったが、見つからなくてよかったと思う。

　明里はそのうちの一本を引き抜いた。

　剣の学院があるこの場所は、元は軍の基地だったと聞く。未いまだに、その当時の施設がいくつかそのままになっているらしい。以前、明あか里りが侵入した倉庫もそうだったし、ここの塀へいとドアはかなり年ねん季きが入っているところを見ると、同じく基地時代のものだろう。

　古いドアならば、なんとか鍵も壊せるかもしれない。

　明里はドアに近づき、手しゆ投とう剣けんを振り上げた。

「別に、問もん答どう無む用ようでかまわないと言われているのですが」

「…………っ!?」

　突然の声に、明里は思わず手投剣を構えて振り返った。

　月明かりの下、向こうに倉庫を臨のぞむ位置に一人の女性が立っていた。

　まだ若い。ソーディの年齢はわかりにくいが、おそらく十代の後半あたり。

　薄うす茶ちや色いろのセミロングの髪を、三つ編みにしている。

　黒を基調にした上着には金のラインが入っていて、同じく黒のミニスカートをはいている。手に、黒い革製の手袋をはめているようだ。腰こしには上品な装飾が施ほどこされた小刀を差している。

　ＴＶで見たことのある剣けん姫きの正装に似ているが、少し違うようだ。

「ん……？」

　明里は夜の闇にもうだいぶ目が慣れている。よく見ると、現れた女性の両目は固く閉じられている。

「ああ、失礼。別にあなたを見たくなくて目を閉じてるのではありません。私、目がまったく見えませんので」

「……そう」

　相手はどう見てもソーディだ。

　だが、目が見えないのであれば勝つことはできなくても――

　明里は、スカートをまくり、太ももに差した手投剣をすべて引き抜き、一気に投とうじた。

　戦闘訓練でひたすら磨いた、ソーディから逃げるための技。足を狙ねらった同時投とう擲てきは、狙いをあやまたず、盲もう目もくのソーディの足へと命中――するはずだった。

「…………っ!?」

　盲目のソーディのすぐ前に、見えない壁でもあるかのように、六本の手投剣は弾はじかれてしまった。それだけではない。手投剣のすべてが、刀とう身しんも柄つかもみじん切りにされていた。

「なっ、なんなの……!?」

　腰の小刀を抜いたようにも見えなかった。なんにしても、一瞬で六本の手投剣を切り刻むなど、ソーディにも容易なことではないはずだ。

「本来は、あなたの前に姿を現す必要もなかったのですが。ただ私、このところ誰だれともお話をしていないのですよ。この際、人間さんでもいいかなと思って来てみたわけですわ」

「ソ、ソーディなんかと話すことはないわ！」

　明あか里りは、シスター服のふところに隠かくしてあった、最後の手しゆ投とう剣けんを取り出す。

「さようですか。それでは、さようならですわね。無断で学院に出入りしようとする者は、容よう赦しやなく死んでいただくことになっていますので」

「…………！」

　ソーディが左手を前に差し出し、人差し指と中指をくいっと動かした。

　なにか来る――！

　わかっていても、明里の身体からだは動かなかった。盲もう目もくのソーディからは、強烈な威い圧あつ感かんが放たれている。まさに、ヘビに睨にらまれたカエルだった。

　手投剣のように、自分もバラバラに刻まれる――恐怖とあきらめに囚とらわれたその瞬間。

「うおっとぉ！」

　軽い掛け声とともに、何者かが明里の前に割わり込んできた。

　その人物は、両手で握った日本刀を目にも留まらぬ速さで振るってなにかの攻撃を防ふせぎ、明里をかばうように立った。

「ああもう、忙しいな。さっきも同じようなことした記憶があるぞ」

「クロウ！」

　ソーディの学校で、日本刀を振るう者が他にいるはずがない。

　Ｔシャツに、制服のズボンという格好のクロウが明里のほうを振り向いてにやりと笑った。恐怖のせいで速まっていた心臓の鼓動が、ゆっくりと落ち着いていく。

　ようやく本当の意味で再会したばかりの幼なじみの存在は――自分の中では小さいものではないと、明里は気づいた。





　さて、どうしたものかな。

　クロウは日本刀を中段に構え、目を閉じた剣けん士しと向き合った。

　反省室の様子を見に行ってみればもぬけの殻からで、外を捜してようやく明里を見つけたら、妙な剣士に絡まれているとは。

「クロー、あのー」

「日ひ奈な子こ、おまえはそこにいろ」

　クロウは盲目の剣士から目を離さずに言った。

　反省室へは日奈子も同行してきたのだが、明里の姿を見つけるとクロウは全力ダッシュで彼女のもとに駆かけつけたので、置いてきてしまった。ようやく日奈子も追いついてきたらしいが、今はあまり近くに来てほしくない。

「絶ぜつ剣けんシュナークか。七しち剣けんが学院の護衛についてるって噂うわさはあったけど、まさかマジだったとはな」

　クロウは、冷や汗が流れてくるのを感じつつ言った。

「あら？　私、あなたとは面識はないはずですが。よくご存じですわね」

「そりゃあね。目が見えなくて、ワイヤー状の剣を扱う、とんでもねえ剣けん士しとなれば他にはいねえだろ。ゴロゴロいちゃ困る」

　ずっと山ごもりしていたクロウは世間のことには疎うとい。それでも、剣けん聖せいから多少のソーディ剣士の知識は得ていた。

　何度も七しち剣けんや剣けん姫きを輩出している名家の出身で、おまけに盲もう目もくでありながら七剣まで昇のぼり詰つめた剣士のことを、知らないはずがない。

「私の“〝鋼こう糸し剣けん”〟が見えたのですか？　これはこれは、さすがにあの恐ろしい方の弟で子しになるだけあって、なかなかやりますわね」

　シュナークは、からかっているのではなく本気で感心しているようだ。

　鋼糸剣とは、彼女の革手袋に着けた十個の指輪から伸びる極細の鋭するどいワイヤーだ。そのワイヤーはどんなものでも斬きり裂さき、数十メートル先まで届くという。

「一応、師匠せんせいからあんたの剣も聞いてたからな。鋼糸剣は生き物みたいにしなやかに動くが、生き物じゃない。あくまで、剣士の指の動きで操あやつるもの。あんたの指の動きから剣の軌き道どうが読めないわけじゃない」

　かなり難しくはあるが、クロウの古コ流リユウの対応力はそれほど低くはない。

「それに、柔やわらかく動くワイヤーを斬るのは難しいが、攻撃する瞬間はぴんと張り詰める。その瞬間なら、剣で弾はじくことは可能さ」

「言うほど簡単ではないはずですわ。ヒョウカも余計なことを叩たたき込こんでくれたものです」

　そう言ったシュナークの顔には、驚おどろきも悔くやしさもまったくない。

　自慢の鋼糸剣を人間に防ふせがれたことも、彼女には織り込み済みのようだった。

「でもさ、シュナーク……さん。俺おれはあんたと戦うつもりはねえよ」

「私にはバリバリございます。学院に無断で出入りする者は有無を言わさずに始末、その邪魔をする者も同様ですわ」

「なっ、おい……！　明あか里り、おまえもう逃げる気はないだろ!?」

　明里も、七剣の一人から逃げようとはしないだろう。ここで引き返せば、この場は収まるはずだ。

「わ、わたしは……」

「そこの人間さんがどうお考えだろうと関係ございません。“〝逃げようとした”〟ことが重要なのですわ。今の人間さんのご意志などどうでもよろしいのです」

「……マジかよ」

　どうあってもシュナークは明里を逃がすつもりはないそうだ。

　つまり、クロウもここから逃げられない。

　つうっ、と冷たい汗が背中を流れていく。マナカのときに続いて、突発的に七しち剣けんの一人と立ち会うことになるとは。

　マナカほどの、動けなくなりそうなくらいの圧倒的な『光コウ』は感じない。しかし――

「こらこら、私を前に考え事などしていてはいけませんわ」

「うおっ!?」

　シュナークがいきなり動いた。両手を胸の前で交差させ、十本の鋼こう糸し剣けんがふわりと舞う。

　鋼糸剣は複雑に絡み合うように舞いながら、唸うなりを上げて襲いかかってくる。

　だが、クロウは動けなかった。いや、正確には動く必要はなかった。

　鋼糸剣は、クロウに襲いかかってきたかと思うと、突とつ如じよ方向を変え、コンクリートの塀へいへと向かっていったのだ。

「なっ…………」

　クロウは思わず口をあんぐりと開けた。鋼糸剣が塀に巻きつき、次の瞬間には、縦三メートル、厚さ三十センチ以上あるコンクリートの塀が数メートルに亘わたって賽さいの目めに切り刻まれていた。

　ごうっと轟ごう音おんが響き、三十センチ四方に綺き麗れいに切断されたコンクリートの壁が崩くずれていく。

　斬きられた部分の壁は完全に崩壊し、学院を囲む道への通路ができてしまっている。

「あらら、外れましたか。目が見えないもので、たまに外してしまうんですわ。まあ、仕事中の不ふ慮りよの事故ですからシルフィさんに直していただきましょう」

「……シルフィ様もお気の毒に」

　実際のところ、塀の修理代などクロウはどうでもいい。

　刑務所の壁かと思うほどの分厚いコンクリートの壁を、豆とう腐ふのように斬り裂さいてしまうとは。まともにくらえば、人体などひとたまりもあるまい。

　もちろん、外れたのではなく意図的に外したのだろう。クロウも、日ひ奈な子こも明あか里りもコンクリートの崩壊にはまったく巻き込まれていない。

　絶ぜつ剣けんシュナークは、遊んでいる――

「よりによって、こんな剣けん士しを警備につけるなんてな。シルフィ様、いったいいくら積んだんだ？」

「なかなかの高給をいただいてますわ。私、お金で動きますが、多いに越したことはございませんので」

「話が合うな。俺おれもそう思うよ。しっかし、シュナークさんの技なら百人くらいの軍隊でも切り刻めそうだな」

「百人？　ケタが一つ少ないんじゃありませんこと？　本来は、向こうで別のものを倒すために編み出された技なのですけどね」

　向こう。別のもの。それがなんなのか、クロウにも推測がつくが、今はそれはどうでもいい。

「しかもあんた、かなり広い範はん囲いの状況がわかるんだっけ？」

「ヒョウカはそこまで教えたのですか。まったく、人の秘密をぺらぺらと。困った方ですわね。まあ、そのとおりです。そうでなければ、そこの人間さんの脱走には気づかなかったでしょうね」

「すげーなあ」

　シュナークは目が見えないが、視覚以外の感覚を極限まで鍛きたえ上げているという。

　音や空気の流れ、匂いなどで自分の周囲二キロの人や物の動きを知覚できるらしい。さらに、シュナーク独特の技も併へい用ようしているそうだが、その技についてはヒョウカも知らなかった。

「この学校はなかなか楽しいですわね。私、十六で七しち剣けんになってろくに学校に通っていませんので。ここの状況を探っているだけで、面おも白しろいですわ」

「そりゃあ悪趣味な……って、あれ？　もしかして？」

　クロウはそこで、とんでもないことに気づいた。

　校内の状況をあまさず把は握あくしているということは――

「ご安心ください。警備に関係ないことはシルフィさんには報告してません。あなたがセフィさんになにをしているか、とかは」

「ありがとう！　本当にありがとう！」

「……こんなに心のこもった感謝をされたのは初めてですわ」

　ずっと澄すました顔をしていたシュナークが、呆あきれた表情を浮かべた。クロウは、ソーディを呆れさせることに関しては、卓越した技術を持っている。

「まあ、では……感謝のしるしにもう少し付き合っていただけますか」

「身体からだで返すなら別の意味のほうがいいけどな！」

　クロウは日本刀を構え直す。彼の返事を待たずに放たれたシュナークの鋼こう糸し剣けんが、今度は狙ねらいをあやまたずに襲いかかってくる。

　手加減されているのか、襲ってきたのは六本のみ。ひゅんひゅんと小こ気き味みいい音を立てて、空気を斬きり裂さき、クロウの身体に巻きつこうとしてくる。

「ちっ！」

　鋼糸剣はあまりに細く、静止しているときでもほとんど目に見えない。高速で操あやつられると、人間の目で捉とらえるのはほぼ不可能だ。

　だが、クロウの剣は次々に鋼糸剣を撃墜していった。ピン、と小さく鋭するどい音がして、鋼糸剣が外れていく。

「ああ、くそっ！」

　クロウは思わず叫びを上げた。古コ流リユウで弾はじかれた鋼こう糸し剣けんはシュナークの操作でまた襲いかかってくる。これではキリがない。

　しかも、どんどん糸の速度が上がってきている。やはり手加減されていたようだ。

　やはり、今のクロウには七しち剣けんが相手では分が悪すぎる。このままだと一分もてば上出来、三分もったら自分を神だと思えそうだ。

「ふふ、あなたに手を出したら殺されてしまうのですけどね。なかなか面おも白しろいですわ」

「なんの話だ、そりゃ！」

　クロウは鋼糸剣をさばきながら、再び叫ぶ。自分を守ってくれる天使でもいるのか。

「さあ、あと四本追加してみましょうか！」

「おかわりはお願いしてねえよ！」

　クロウはやけくそ気ぎ味みに笑った。これ以上は、もうさばききれない。

　数すうヶか月げつのうちに使いすぎだと思うが、“〝光身”〟を発動させるしかない。人間ではクロウだけが使える、『光コウ』を全身にめぐらせ、身体能力を大幅に上昇させる技だ。

　はたして上う手まく発動させられるかな、と不安とともに気合いを入れようとしたそのとき。

　クロウは素早く振り向いた。それと同時に走り出し、呆ぼう然ぜんとしている明あか里りの手を取り、日ひ奈な子このほうへと駆かけ寄よっていく。

「どおおおりゃああああっ！」

　けたたましい雄おたけびとともに、崩くずれたコンクリート塀べいの向こうに立っていた男が、持ち上げていた自動車を校内にぶん投げた。

「冗談だろっ！」

　クロウは明里の手を握り、日奈子の肩を抱いて跳ぶ。地面に倒れ込む寸前、視界の端にちらりとシュナークの姿が見えた。

　彼女は――表情すら変えることなく、指を軽く動かした。

　クロウとシュナークが対たい峙じしていたあたりを狙ねらって投げ込まれた車に幾いく筋すじもの閃せん光こうが走ると、車体はバラバラに切り刻まれ、飛んで来た勢いのままに地面に衝突し、轟ごう音おんを上げて炎上した。

「なんなのですか、まったく……車がもったいないではありませんか。売れば、私の三食分になりますわよ」

「どんな食生活してんだい、姉ちゃん」

　崩れた塀の向こうにいる男――ジョーが、くっくっくと笑った。

「どうせ違法駐車してた車さ。別に文句を言われる筋合いはないなあ」

「いや、違法駐車だけで車をみじん切りにされちゃたまらんだろ……」

　クロウは日奈子と明里にケガがないことを確認してから立ち上がった。

　塀の向こうの道路には、四輪駆動車が一台駐とまっていて、そこにジョーとスノウホワイトがいる。

「さて、とんだ邪魔が入りましたが続きをやりましょうか、お弟で子しさん」

「ちょっと待て！　あのおっさんのことはいいのか!?」

「私の仕事は校内に無断で出入りする人を始末することですわ。あの中年男は校内には足を踏ふみ入れていませんので。仕事には線引きが大事なのですわ」

「……プロだな、シュナークさん」

　ジョーのほうはシュナークのプロ意識のことなど知るはずもないので、校内に踏み込んでこないのは、たまたまだろう。

「つーか、おっさん。ちょっと見ない間になんだそのツラは」

「いやあ、ちょいとなあ」

　ジョーは笑って自分の頬ほおを軽く叩たたいた。そこには大きなガーゼが貼はられていて、血が滲にじんでいる。よく見ると、信しん徒と服ふくもあちこち斬きり裂さかれている。

「通りすがりの女子高生に狩られそうになってなあ」

「なんだ、オヤジ狩りか？　その歳としになると大変なんだな」

「まだ若いっつーの。ま、あの女子高生のせいでおまえさんたちを捜すのにずいぶん手間取っちまったよ」

　ジョーになにがあったのか判断がつかないが、クロウはその女子高生とやらに感謝しておくことにした。

「それはいいんだけど……おっさん、これ以上、状況をややこしくしないでくれねえ？」

「確かに込み入ってるみたいだなあ。まあ、俺おれはすぐに引き上げてもいいぜ。そこの……二人を渡してもらえればな」

　ジョーがそう言って指さしたのは、二人並んで立っている日ひ奈な子こと明あか里りだった。

「シスター明里を追ってきてみりゃ、思わぬオマケがついてきたな。いや、もう太陽の乙女が優先だなあ」

　逃げ切ったと思ったのに、学院までついてくるとはしつこいことだ――クロウは、ぎりっと歯がみする。

「日奈子、明里。おまえらは家に戻れ。セフィもそろそろ戻ってるはずだ」

　クロウは、シュナークとジョーを警戒しながら言った。ラーシュも校内にいるはずだが、まだ異い変へんに気づいていないのだろうか。

「あの子……」

「ん？」

　いきなり、日奈子がふらりとよろめくように前に出た。そのまま、すたすたと無防備にジョーたちのほうへ歩いて行く。

「おい、日奈子。おまえ、なにして――」

「あの子、あの子は……」

　クロウの言葉が聞こえていないかのように、日ひ奈な子こはふらふらとさらに近づいていく。

「なにしてるんだ、日奈子！」

　クロウはぱっと日奈子の手首を握り、彼女を止める。それでも日奈子は、クロウのほうを見ようともせず、ジョーに――いや、スノウホワイトにじっと視線を注いでいる。

「そうか、そうだよなあ。あんたもそう思うよなあ、太陽の乙女」

　ジョーはなぜか少し寂さみしげに笑って、隣のスノウホワイトの頭にぽんと手を置いた。

　日奈子の口が、ゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「香か苗なえ……」

「そうだ、似てるだろう。太陽の乙女、おまえさんの世話係で、おまえさんを逃がした首しゆ謀ぼう者しやに――」

　クロウも、香苗という名前には聞き覚えがあった。八年前の争そう乱らんに遭そう遇ぐうし、ソーディの恐怖を日奈子に語って聞かせたというお付きの一人。

　スノウホワイトは、その香苗に似ているというのか。

「髪の色は違うが、それ以外はまるっきり小型の香苗だ。香苗は二十一歳だったかな。中学生くらいの頃のあいつとそっくりだ。ま、残念ながら他人の空そら似にだがな」

「あなたは、香苗を知っているのですか……？」

「おっと違った。あいつが生きていりゃ……今頃二十二になってたか」

　ジョーはなんでもないことのように言った。

　ふらつきそうになった日奈子を、クロウが手を引っ張って支える。

「そう、香苗は死んだ。おまえさんを逃がした罪でな」

「死んだ……のですか……」

「ああ、香苗はもういない。俺おれの妹は、銃で頭を撃たれて処刑されたよ。俺が葬そう式しきを出したから間違いない」

「……あなたは、本当に香苗のお兄さんなのですか……」

「お、おい。日奈子……」

　クロウは、もう身体からだに力が入っていない日奈子の肩を強く抱きしめた。

　まさか、明あか里りに訊きこうとしていたことの答えが、こんな形で知らされるとは。

「ちょい待て、おっさん。その香苗って人があんたの妹なら、なんであんたはまだ太たい陽よう教きように仕えてる？」

「なんかおかしいところあるか？」

　ジョーは、くくっとおかしそうに笑う。

「あんたの妹が、命懸がけで逃がしたのが日奈子なんだろ。おっさんも知ってるんだろ」

「そりゃ知ってるさ。自分の妹のことだ。だがな――誰だれも太陽の乙女を逃がせなんて言ってないんだよ」

　ジョーはゆっくりと一歩を踏ふみ出した。彼をマネるようにして、スノウホワイトも同じく踏み出す。

「俺おれは戦うしかない。身内がやらかした不ふ始し末まつの償つぐないは、俺がやらなきゃならん。妹の罪を償うために、太陽の乙女を連れ戻す」

「罪だと……？」

　クロウは、ぐっと怒りがこみ上げてくるのを感じた。

　香か苗なえという人の行動が間違っていたとは、とても思えない。どんな理由があったとしても、日ひ奈な子こを閉じ込めていたことは許されないことだ。

　日奈子を解放してくれた人に――いったいなんの罪があるというのだ。

「不満そうだなあ、坊ぼうや。けどよ、こっちにはこっちの事情があんのさ」

「私にも事情があるのですけどね。そろそろ、私のことも思い出してくださると嬉うれしいですわ」

　絶ぜつ剣けんシュナークは、やや苦笑いしていた。

　いくらジョーやスノウホワイトが謎なぞの強さを持っていても、この場でもっとも危険なのはシュナークだろう。少なくとも、クロウはこの中の一人と戦えと言われたらシュナークだけは選ばない。

「おっと、悪かったな姉ちゃん」

　ジョーは笑いながら、崩くずれた塀へいの破片を一つ拾い上げた。

「あんたは俺のストライクゾーンからは大外れもいいところの年とし増まだが」

「年増？」

　ぴくん、とシュナークのこめかみが引きつる音が聞こえた気がした。

「それでも、いい女を待たせちゃ男がすたるよなあ。残念ながら、俺は相手はしてやれないが――行け、スノウホワイト！」

「…………」

　スノウホワイトの小さな身体からだが消えた――と思ったのは、ほんの一瞬だった。クロウは、視線を移動させ、シュナークをキッと睨にらみつける。

　まるで空間を飛び越えたかのように、スノウホワイトがシュナークに肉にく薄はくしていた。

「速いだけですわね！」

　シュナークの指が、ピアノの鍵けん盤ばんを叩たたくかのように踊る。

　その動きに合わせて、人間にはとうてい見切ることのできない複雑な軌き道どうを描いて十本の鋼こう糸し剣けんが舞う。

「…………！」

　スノウホワイトは顔色一つ変えず、鋼糸剣の隙すき間まを縫ぬうようにしてかわしていく。ひゅんひゅんとワイヤーが鋭するどく舞う音だけが響き、スノウホワイトは身体からだを曲げ、ワイヤーの間をすり抜け――右みぎ拳こぶしを振るった。

「くっ……！」

　シュナークが右腕でスノウホワイトの右ストレートをガードする。しかし、シュナークは両足で地面をがりがりと削けずりながら、数メートルも後ろに飛ばされてしまう。

「坊ぼうや！　よそ見してる暇ひまぁ、ねえだろう！」

「誰だれがよそ見をしてるって!?」

　ジョーが投げつけてきたコンクリート片を、クロウは軽々とかわした。そして、一気に駆かけ出す。もう、ジョーと遊んでいる暇はない。あの男の正体がなんだろうが、斬きる。

「ははっ、元気のいい坊やだな！」

　ジョーはおもむろに地面に左拳を叩たたきつけると、その勢いで跳び上がった。クロウの身長をはるかに越え、五メートル以上は跳んだだろう。

　駆かけ寄よってきたクロウの頭上を飛び越えると、ジョーは日ひ奈な子このすぐ前に着地を決めた。

「悪いなあ、乙女」

　ジョーの当て身が、日奈子の腹にめりこむ。驚おどろくほどあっさりと、日奈子は気絶してジョーに抱き留められる。

「てめえ！　日奈子に……触んなっ！」

　方向転換したクロウが、再びジョーに向かって駆け寄る。そこに――

「ロウーっ！」

　Ｔシャツにショートパンツというラフな格好のセフィが、抜き身の星ほし崩くずしを手にして走ってくる。よりによって、ラーシュでもイシュトでもなく、セフィが真っ先に異常に気づいてしまったようだ。

「ダメだ、セフィ！」

　クロウは叫んだが、セフィは止まらなかった。クロウがジョーに斬りかかるより、セフィのほうが速いだろう。剣の腕はクロウが上でも、セフィのスピードにはとうていかなわない。

「ヒナ!?　そこの男！　あんた、なにしてるのよ！」

　ジョーに抱えられている日奈子に気づくと、セフィは大きく星崩を振りかぶった。

　状況は呑のみ込めていないだろうが、ジョーを敵だと即座に判断したらしい。

「ヒナを……離しなさいっ！」

　セフィは高く上段に構えた星崩を全力で振り下ろした。巨大な鉄の塊かたまりである星崩が、大きく唸うなりを上げながらジョーの頭を狙ねらって振られる。

「うおおおおっ！」

「なっ!?」

　セフィが驚きよう愕がくの声を漏もらす。大地をも引き裂さく勢いで振り下ろされた星ほし崩くずしの一撃は、ジョーの左手に受け止められていた。

　セフィの斬ざん撃げきならば、人間の手など原型もないほど押しつぶすようにして斬きり、そのままジョーを真っ二つにしていたはずだ。

「ぬおおおおおっ！」

　ジョーは星崩を受け止めたまま咆ほう哮こうを上げ、踏ふん張った左足が足首まで地面に沈み込んでいた。彼の肉体がセフィの斬撃に耐たえられても、あまりに重い一撃が足を沈めてしまっているのだ。

「あんた、いったいなんなの……？」

「なんだろうなあ？　ま、おっさんではないな」

　ジョーは不敵に笑ってそう言うと、星崩を掴つかんだまま、ぐっと勢いをつけて振り回し、セフィを投げ飛ばした。

「セフィ！」

　飛ばされた勢いが強すぎる！

　いくらセフィがソーディでも、あの勢いで地面に叩たたきつけられたら――

　焦あせるクロウの前で、異い変へんが起きた。

「えっ……？」

　地面に叩きつけられる直前、セフィの身体からだがふわりとなにかに受け止められたように、空中で静止した。それから、そっと地面に下りる。座った姿勢で、セフィはきょとんとしている。

「セフィさんにケガをさせたら、お給料どころかシルフィさんに罰ばつ金きんを巻き上げられますわ」

　シュナークが左手を広げ、セフィのほうへ向けていた。彼女はスノウホワイトと睨にらみ合あいながら、セフィを鋼こう糸し剣けんで受け止めたようだ。彼女の剣は、ただ斬り裂くだけではないらしい。

　クロウはほっと胸をなで下ろす。シルフィの怒りも恐ろしいが、なによりセフィにケガがなくてよかった。

「お弟で子しさん！　上ですわ！」

「ん？」

　シュナークの鋭するどい声に、クロウは空を見上げた。輝く月とわずかに散らばっている星、その下――崩くずれていないコンクリート塀べいの上に数人の人影が見えた。黒いローブをまとった者たちの人数は四名。全員が白く輝く剣を握っており、ローブの下の顔は影になって隠かくれているが、一対の赤い輝きが見えた。

　赤い瞳――ブレイズか！

　クロウがさっと剣を構え直したところで。

　ブレイズたちが一いつ斉せいに剣先をクロウに向け、なにかを叫んだ。

「術じゆつ法ほうかよ――！」

　雷の矢が、氷の槍やりが、水の巨大な弾だん丸がんが、空気の刃が、一斉に襲いかかってくる。

　クロウはとっさに両腕をクロスさせて、顔の前をかばう。こんなことで術法を防ふせげるはずもないが――

　ドドン、と凄すさまじい衝撃音が連れん鎖さ的に起きて、目の前が真っ白になり、耳も轟ごう音おんのせいでまったく聞こえなくなる。

　クロウがただ防御することしかできなかったのは、ほんの数秒だっただろうか。

　ゆっくりと目を開けると――

　土つち埃ぼこりと煙けむりが舞い、やはりなにも見えなかった。

　いや――

「シュナーク……さん？」

「実は一応、あなたも護衛対象なんですのよ。学院の生徒さんですからね。死なれては困りますわ」

　大きく両手を広げたシュナークが、クロウに背中を向けて立っていた。彼女の前には、十本の鋼こう糸し剣けんが網あみ目め状じように交差し、盾たてのようになっている。

「術法というのは、『光コウ』を炎や水に変換したものでしょう？　でしたら、『光』を込めた剣で防げるはずですわね」

　言われてみると、鋼糸剣はわずかに白く光っている。これも一種の光こう刃じんなのだろう。それにしても、かつてセイバーズの副長もやられてしまった術法の集中砲火を防ぐとは、さすがに七しち剣けんともなれば『光』の量も、とっさの対応力も違う。

「ですが、残念ながらあの中年と小さい子には逃げられてしまいましたわ。ブレイズは太たい陽よう教きように協力しているとうかがってましたが、いいタイミングでフォローに来ましたわね」

「逃げられたって……日ひ奈な子こは!?」

　クロウは慌あわてて周囲を見回す。既にシュナークの“〝糸の盾”〟は解除されているが、煙でまだほとんど見えない。

「連れ去られましたわ。それと……もう一人の人間さんもついていったようですわね」

「明あか里りも……？」

　なぜ、明里までジョーたちについていったのだろう。

　ジョーに命を狙ねらわれているという話を、まだ信じ切れていなかったのか。

　そもそも、なぜ明里は脱走など――それさえなければ、このゴタゴタもなかったのに。

「ロウ、あんた大丈夫なの？」

「……セフィ。無事でよかった」

　セフィが煙けむりを鬱うつ陶とうしそうに払いながら、クロウの横へ来た。彼女はケガもないようだ。術じゆつ法ほうの余よ波はにも巻き込まれなかったらしい。

「俺おれは大丈夫だけど……」

「聞こえたわ。ヒナをさらうなんて……あいつ、太たい陽よう教きようなの？」

「まあな」

　クロウは抜いたままだった日本刀を、ぱちりと鞘さやに収めた。

　ジョーたちは車で逃げただろうから、今さら慌あわてても仕方がない。ソーディのセフィやシュナークでも、今から追いつくのは厳しいだろう。

　クロウは前髪をわずかにかき上げ、ぽりぽりと額ひたいをかいた。そこには古傷があり、もうとっくに塞ふさがっているが、時々ここをかいてしまうのがクセになっている。

「ふう……。やれやれ、アホだな、あのおっさんは」

「ちょっと、ロウ！　なにを落ち着いて――」

　クロウは、ちらりとセフィに鋭するどい視線を向けた。

「日ひ奈な子こをさらって行くなんて。地の果てまでも追いかけてくださいと言ってるのと同じじゃねえか」

「ロウ……」

「任せとけ」

　クロウは、ぽんとセフィの肩に手を置いた。

　たとえ手がかりがゼロだとしても、あきらめることはない。追いかけると決めたからには――クロウは最後までくらいつく。

「お弟で子しさん。私も、いいタイミングでブレイズたちが来たせいで、ミスってしまいましたが……一応、手は打ちましたわ」

「ん？　手って？」

　クロウはシュナークに問い返す。

「これでも七しち剣けんですので。黙だまって逃がしはしませんわ。私は契約上、校内から出られませんのであとのことはあなたにお任せします。よろしいですか？」

「……もちろん」

　クロウはこくりと頷うなずいた。

　シュナークがどんな手を打ったのか知らないが、手がかりがあるなら今すぐにでも追いかけられる。

　日奈子を連れ戻し、明あか里りももう一度説得しなくてはならない。

　そのためなら、地の果てまでも追いかけ、二人を見つけ出す。

　それは誇こ張ちようではなく、固く定めた決意だった。



    

  
    
      


３章　決戦の神殿





　急きゆう勾こう配ばいの山道を登り切り、密みつ生せいする木々や茂しげみをかきわけて拓ひらけた場所に出た。

　小さな丘のようになっているそこからは、目的の建物を一望することが可能だった。

「建物っつーか、なんかやたらとだだっ広いな。剣の学院より全然広いじゃん」

「教団の本部というより、農場だね。噂うわさには聞いてたけど、凄すごいなあ」

　剣けん聖せいの弟で子し二人は、丘から太たい陽よう教きようの教団本部を見下ろしながら、のんきに感想を言い合っていた。二人とも夜目が利くため、本部内の様子が鮮明に見えている。

　日ひ奈な子こが連れ去られてから、一時間ほどが経過していた。時刻は午後十時過ぎ。

「太陽教は、元々は集団で農業を営いとなむ連中だったらしいね。太陽の恵みをもらって、自然農法がどうとか。畑を耕たがやすだけにしておけばよかったのに」

「明あか里りもそんなこと言ってたな。なにをトチ狂くるって武装なんぞ始めたんだか」

　クロウは吐き捨てるように言った。

　教団本部には武家屋敷のような立派な門があるが、広大な敷しき地ちを囲んでいるのは木製の簡素な柵さくだ。牧場の放ほう牧ぼく地ちのような柵で、大人ならば軽く乗り越えられる程度の高さしかない。

「太陽教の本拠地なんだから、もっとものものしいかと思ってた。簡単に脱走できそうじゃねえ？」

「脱走するような信者は別のところにいるんじゃない？」

　ラーシュが、さりげなく恐ろしいことを言う。

　考えてみれば、日奈子が監かん禁きんされていた場所もどこなのかわかっていない。教きよう祖そもいないとなると、隠かくされたアジトのような場所がある可能性はかなり高い。

　教団の本拠地は、小さな農村のようにも見える。敷地内にはいくつも畑があり、建物が点在している。灯あかりがついている建物は意外と少ない。農業に従じゆう事じしているなら、朝が早いのだろう。

「あ、いた。二人とも、さっさと行きすぎだ」

　がさがさと茂みが音を立てたかと思うと、イシュトがのっそりと顔を出した。髪に葉っぱがついている。ここへ来る途中ではぐれたのだが、やっと追いついてきたようだ。

「遅かったっすね、会長。人間の俺おれより遅くてどうするんだよ」

「私は都会っ子なんだ。山育ちの君たちと一緒にされては困る」

　イシュトは珍めずらしく落ち着かない様子だ。確かに、山には慣れていないらしい。

「まあでも、ホントに地の果てに来るハメになるとは思わなかったな」

　クロウも思わずぼやいてしまう。

　ここまでは、車でやってきた。イシュトは既に十八歳になっていて、運転免許も取得済みだったのだ。彼女がどこからか借りてきた車で、走ること一時間弱。

　教団本部に直接乗りつけるのは避さけ、離れたところから徒歩で移動してきたわけだ。

「一応、ここも東京ソーディアだよ。外層人類区ダウンタウンの中でもかなり田舎いなかだけどね」

「この前の居きよ留りゆう地ちといい、東京も広いな」

　ラーシュに続いて、クロウはまたぼやいた。

　東京ソーディアは華やかな都会と思いきや、先日クロウたちが訪れたブレイズの居留地のようなゴーストタウンがあり、太たい陽よう教きよう教団本部があるこのあたりも見渡す限り畑と山ばかりだ。

「で、日ひ奈な子こをさらった教徒たちがあそこに逃げ込んだのは間違いないのかな？」

　イシュトの質問に、クロウは頷うなずいた。

「絶ぜつ剣けんシュナークが俺おれらに嘘うそをつく理由はないでしょ。間違いなく、日奈子もおっさんたちもあそこにいる」

　クロウには確信があった。

　絶剣シュナークは、クロウにだけ自分の能力を明かし、ジョーたちの足取りを教えてくれたのだ。

　ソーディが持つ『光コウ』は基本的に体内で、圧倒的な身体能力のエネルギー源となるものである。ただし、光こう刃じんのように外部の物質を強化することも可能であるし、術じゆつ法ほうも『光』が変換された炎や稲妻を放つものだ。

　シュナークの場合、体外に放出した『光』を糸状に変形させることが可能だという。彼女はその糸を、術法が炸さく裂れつする寸前に日奈子の足に結びつけておいたらしい。『光』の糸は目視できず、物質には干かん渉しようせず、なおかつシュナークが解除するまで伸びていく。

　そして、糸が触れているものの情報はシュナークに伝わってくる。彼女は、日奈子に結びつけた糸がどこにたどり着いたのか、探知できるのだ。攻撃能力は皆かい無むらしいが、とてつもない技である。彼女の周囲を知覚する能力も、この糸を利用したものだろう。

「これだけ離れると、細かい場所まではわからんらしいですけどね。ま、あそこで間違いないだろ」

　クロウはそっと日本刀の柄つかに手を置いた。

　なぜかシュナークに気に入られたようで、厄やつ介かいなことになりそうな予感がしなくもない。それでも、日奈子を追跡してくれたおかげで、すぐに奪だつ還かんに来られた。教きよう祖そのように雲くも隠がくれでもされたらたまらない。

「じゃあ行くぞ、ラーシュ、会長。おっさんが逃げ込んだからには、準備くらいは整えてるだろうが、蹴け散ちらせ」

「え、あれ？　私がリーダーじゃなかったかな？」

「さっきは二人とも重役出勤だったんだからな。今度はしっかりやってくれよ」

「しかも、嫌味を言われてますよ、会長」

　ラーシュが苦笑して、肩をすくめる。

　二人とも、車の爆発音には気づいていたらしいが、まさかジョーが襲撃してきているとは思わず、駆かけつけるのが遅れたようだ。

「文句言ってないでさっさと済ませるぞ。セフィも待ってる」

　クロウは丘を下り始めた。

　もちろんセフィは同行したがったが、クロウやラーシュ、会長との腕前の差は見せつけられている。クロウの説得にあまり抵抗は見せず、留守番を了承した。

　夜明けまでには日ひ奈な子こと明あか里りを連れて、剣の学院に戻る。

　そして、セフィがつくった朝食をみんなで食べるのだ。





「ラーシュ、ゴー！」

「犬か、俺おれは！」

　クロウに文句を言いながら、ラーシュが愛あい剣けん――獣じゆう斬ざんの柄つかを握りながら教団本部の門へと走っていく。

「ふっ！」

　気合い一いつ閃せん、抜いたと思ったときには既にラーシュは獣斬を鞘さやに収めていた。それと同時に、閉ざされていた巨大な門もん扉ぴがばらばらに切り刻まれた。

　さらに、クロウとイシュトが門の前に立っていた二人の教徒を素手で気絶させる。

　三人が選んだ戦術は、清すが々すがしいほどの正面突破だった。

　強引に開かれた門の向こうには、見渡す限りの畑が広がっている。どの畑にも丈の低い作物が植えられている。

　不意に、遠くから騒がしい声が響いてきた。日本刀を握った数十人の教徒たちが、まっすぐに向かってくる。

　ずいぶんと動きが速い。やはりジョーが迎撃の準備を整えていたのだろうか。

「本当に太たい陽よう教きようの連中は学習能力がねえよなあ」

　クロウは、すらりと日本刀を抜き放った。

　旧セイバーズ時代に、クロウとラーシュは太陽教の教徒を斬きりまくっている。二人の悪名は充分に広まっているはずなのに、懲こりないにもほどがある。

　クロウは日本刀を中段に構え、教徒たちが駆かけ寄よってくるのを待つ。向こうから来てくれるのなら、慌あわてることもない。

「このソーディどもがーっ！」

「俺おれは違うよ。まだ、な」

　いきなり斬きりかかってきた教徒に、クロウは不敵に笑って答えた。

　ソーディの剣をも見切るクロウには、人間の剣などスローモーションのように感じる。人間はソーディのような斬ざん気きは持っていないが、教徒たちはありあまる殺気を放っている。自分から、いつ斬りかかるか教えているのと同じだ。

「よっ」

　クロウは軽く剣を振って、教徒を袈け裟さ懸がけに斬った。深すぎず、浅すぎず、致ち命めい傷しようになるギリギリを狙ねらった一振り。信しん徒と服ふくの前が裂さけ、血しぶきが舞う。

「ぬおおおおっ」

「死ねやこらぁーっ！」

　チンピラのような叫びを上げて、二人の教徒が同時に斬りかかってくる。

　クロウは二人の動きを完全に見切っていた。彼らの細かい足さばきまで読み切り、クロウはさっと一人の足を払った。

「ぐああっ！」

　二人分の悲鳴が重なった。クロウに足を払われた一人が仲間の教徒の首筋を斬り裂いてしまい、斬り裂かれたほうの剣は足を払われた教徒の心臓に突き刺さっていた。

　クロウが誘導したとはいえ、彼らは同士討ち覚悟で斬りかかってきていた。彼らは味方を斬ることも恐れない、決死の剣けん士しだったのだろう。

「覚悟は認めるけどよ。死んじゃあ意味がねえだろ」

　そうつぶやくクロウの前で、二人は倒れて絶命した。

　さらに止まることなく、立て続けに教徒たちが斬りかかってくる。全員、人間ではあるが素人ではない。ジョーのような軍人、あるいは警官の経験がある者たちだろう。決して弱くはない。長い月日をかけて鍛きたえ上げてきた者たちだ。

「貴様ぁっ！　この、ソーディの犬がーっ！」

「そうだ、犬になりゃああんたらも死なずに済んだんだよ」

　クロウはうそぶいて、わずかな時間差で斬りかかってきた教徒たちを次々に斬っていく。一人ののど笛を斬り裂き、胴どうを払い、心臓を刺す。まるで自分から斬られに来たように、教徒たちは血を噴ふき出だして死んでいく。

　かつて、クロウは似たような光景を見たことがあった。そのときの彼は、傍ぼう観かん者しやだった。

　彼の師である剣けん聖せいヒョウカ。八年前の争そう乱らんで、彼女は雲うん霞かのごとく押し寄せるテロリストたちを、すれ違いざまに次々に斬り捨てていった。

　ヒョウカの剣技はあまりに凄すさまじく、幼かったクロウは彼女が世界の人間すべてを斬り尽つくしてしまうのではと恐れたほどだ。

　クロウは恐怖のあまりに――彼女に弟で子し入りを願った。彼女に斬られないために、彼女の技を習い、彼女を超えようと決意したのだ。

　子供とはいえ、突とつ拍ぴよう子しもない行動ではあったが、あのとき剣けん聖せいヒョウカの剣を見てしまった日から、クロウの運命は大きく変わっていったのだ。

「あのときの師匠せんせいにはまだまだ及ばねえけど……」

　クロウは、無む造ぞう作さに教徒の一人を斬きり捨てた。

　そして、笑う。

「今の俺おれは、止められねえよ」

　たとえ教団を壊かい滅めつさせてでも、日ひ奈な子こは必ず取り戻す。

　あのぼけっとした少女には、そばにいてもらわなければ――なんというか、困るのだ。

　周りを見れば、ラーシュとイシュトも止まることなく教徒たちを斬っている。二人は、畑を踏ふみ荒らさないように足場を選ぶ余裕すらあるようだ。

　武装した教徒が百人や二百人いても、この三人ならばなんの問題もないだろう。

　新手が、さらに遠くから走ってくるのが見えた。

　全員がライフルや拳けん銃じゆうを握っている。ラーシュやイシュトはまだそちらには気づいていない。

「ちっ」

　クロウは、銃を構え始めている教徒たちに向かって走り出した。

　教徒たちは驚おどろいているようだった。銃を向けられて、逆に近づいてくるとは思わなかったのだろう。クロウも好きで接近しているわけではないのだが。

　パン、パン、と乾いた銃声が続けて響いた。数人の教徒がクロウ一人を狙ねらって発砲してくるが、一発も当たらない。

「な、なんだあいつ！　弾をよけてる!?」

　ライフルを構えていた教徒の一人が、驚きよう嘆たんの声を上げた。

　クロウは、ソーディのような動体視力や反射速度を持っているわけではない。しかし、銃口の向きと引き金にかけた指の動き、さらには撃つ寸前の殺気。距離があっても、クロウにはそれらが手に取るようにわかる。

　銃を構えた教徒たちに接近し、弾をかわしながら跳び、一気に間合いを詰つめた。

「ぐはっ！」

　教徒が絶叫を上げる。

　クロウは銃口の中まで覗のぞけるほど敵に近づき、日本刀を下から斬り上げた。降ってきた返り血を浴びる前に、クロウは既に身を翻ひるがえしていた。またもや同士討ち覚悟でクロウに銃を向けていた他の教徒に斬りかかる。

　拳銃を握っていた教徒の手首を斬り落とし、返す刀で顔面を叩たたき割わった。

「くそっ、ちょこまかと！」

　至近距離から、教徒がクロウにライフルを向けて発砲する。だが、クロウは上半身を軽く反らすようにして弾をかわしてしまう。日本刀の峰みねでライフルの銃じゆう身しんをはたき、そのまま銃身に沿そうようにして刀を滑すべらせ、教徒の身体からだを斬きり裂さいた。

「さて、教徒のみなさん。まだ続け――」

　不意に、クロウの足下の地面がぱっと弾はじけた。

　周囲の警戒を続けつつ、ちらりと下を見ると土に小さな穴が開いていた。

「そうそう、そうこなくちゃ」

　クロウは笑いながら、遠くに視線を向けた。三百メートルほど先だろうか。本部を取り囲む柵さくの近くに見張り用と思わしき小屋があり、そこに人影が見えた。

　同じような小屋は柵に沿っていくつもあるようだ。クロウがいるところからも、複数確認できた。おそらく、今のはあそこからの――

「狙そ撃げきか！　クロウ、大丈夫？」

　ラーシュが獣じゆう斬ざんを手に駆かけ寄よってくる。

「外れだ、外れ。下へ手たくそだな」

　もっとも、映画ではないのだから狙撃も一発必中とはいかない。動き回っていたクロウに当てるのは難しいだろう。

「でもまあ、狙撃は怖こええよな」

　クロウは、無む造ぞう作さに近くの教徒の首に日本刀を突き立てた。教徒が倒れる前に、クロウは教徒が持っていたライフルをもぎ取るようにして奪うばう。

　Ｍ14という半世紀ほど前に米軍の正式採用銃だったライフルで、七・六二ミリ弾という強力な弾だん丸がんを使用する。強力なだけに反動は大きいが、弾だん道どうが安定し、ストッピングパワーに優すぐれている。今でも現役で使われているゆえんだ。

　黒く小さな影にしか見えない敵に、クロウは構えたライフルの照準を合わせ、間を置かずに引き金を絞った。

　発砲音が三度響き、クロウは銃口を真上に向けた。

「当たった……かな？」

　クロウから見える小屋にいた狙撃手たちの影は、すべて消えている。全員、その場に倒れたのだろう。

「片付いたのか？」

　今度はイシュトが近づいてきた。彼女はクロウやラーシュ以上に敵を斬りまくっていたが、一人も殺していないようだ。ソーディの破壊的な剣で、相手を殺さず、戦闘能力を奪うというのは尋じん常じような技ではない。なぜ生かしておくのかはわからないが……。

「少年、銃もなかなか上手じゃないか」

「師匠せんせいから銃の対処も充分習ったからな。ラーシュと交代で射しや手しゆを務つとめて、昔はよく撃ったもんすよ」

　銃に対抗する手段は、銃と向き合って学ぶしかない。剣けん聖せいがどこからか手に入れてきたライフルを手に、クロウとラーシュは互いに実弾を撃ち込んだ。

　訓練で実弾を撃ち合うなど、人間が見れば狂気の沙さ汰ただろうが、剣聖の修業の中では楽なほうだった。一撃必殺のソーディの剣に立ち向かうよりは、はるかに危険度は低い。

「ついでに狙そ撃げき手しゆは俺おれが始末していきますよ。この辺の奴やつらはよろしく。会長、ラーシュ、ゴー」

「おまえ、自分だけ楽するつもりだよね……」

　ラーシュが一人の教徒を斬きり殺し、ぱっと血払いをした。そして、はっとなにかに気づいた顔をする。

「っと、そうはいかないようだよ、クロウ」

「んー？」

　堂々と畑の作物を踏ふみ荒らしながら、近づいてくる者たちがいた。

　格好はスーツだったりカジュアルなワンピースだったり、ジャージを着ている者までいるが、全員が若い女性で、白く輝く抜き身の剣を握っている。

　太たい陽よう教きように用よう心じん棒ぼうとして雇やとわれているソーディたちだ。クロウは、旧セイバーズ時代に、この手合いとも数知れず立ち会っている。

「ふー……」

　クロウはため息をついてライフルを捨て、ソーディの一人と向き合った。即座にソーディは剣を構え、するりと滑すべり込むようにふところに飛び込んできた。空気を裂さいて鋭するどく振り落とされた一刀を、クロウはあぶなげなくかわし、二人はそのまますれ違う。

「あっ……？」

　クロウの横を通り抜けたソーディは、軽く驚おどろいたような声を出し、その場に勢いよく倒れ、動かなくなった。

　ソーディの一刀をかわすと同時に、クロウの剣も奔はしっていたのだ。古コ流リユウの、剣の振り始めが感知できず、軌き道どうも読めない剣がソーディの胸を斬り裂いたのだ。

　クロウは、剣先を他のソーディたちに突きつける。

「邪魔をするなとは言わねえよ。あんたら、強い奴と戦いたくて太陽教なんぞに雇われてるイカレた人たちだろ？　ああ、存分に戦わせてやるよ。ただし――」

　そして、クロウは怒気を含ふくんだ鋭い視線を向け、宣言する。

「さっさと来て、さっさと斬られろ。俺は――急いでるんだ」

　ソーディたちが色めき立つのがわかった。

　彼女たちはクロウのことも既に知っているのだろう。剣聖の弟で子しだろうと、人間ごときにここまで言われて腹を立てないソーディはいない。

　だが、クロウはそれ以上に怒っている。邪魔をされて嬉うれしいわけがない。

　彼には助けなければならない相手が、二人もいるのだ。





　遠くから複数の銃声が響いてきた。

　やはり、太たい陽よう教きようは迎撃の準備を整えていたらしい。

「あの三人相手じゃ、撃ったほうが気の毒だわ……」

　セフィは夜の闇を苦にもせず、薄暗い中を素晴らしい健けん脚きやくで走っていた。制服のスカートをひらひらと揺らし、背中に背負った巨大な星ほし崩くずしをいつでも抜けるように柄つかに手をかけている。

　彼女がいるのも、太陽教の教団本部である。クロウたちが正面突破すると同時に、セフィは見張りがいないところを見つけて忍しのび込んだのだ。

「ロウたちを囮おとりにしたみたいで気が引けるけど……」

　セフィは、自他共に認める真面目まじめな性格だ。クロウに留守番しろと言われて頷うなずいたからには、約束を違たがえることはない。

　きっと、クロウもそう信じているだろう。

　だが、セフィはクロウたちが出発した直後、タクシーを捕まえて彼らを追いかけた。

　今のセフィには自分の信念に背いてでも、クロウとの約束を破ってでも、やらなくてはならないことがあった。

「待ってなさいよ、ヒナ」

　なんとしても、日ひ奈な子こを救い出さなければならない。

　目の前で友人をさらわれて、それで引き下がるのは――セフィがもっとも受け入れがたいことだ。

　嘘うそつきになろうと、クロウに嫌われることになろうとも、必ず成し遂とげる。

「いったい、どこにいるのよヒナ。あんた、さらわれすぎなのよ」

　剣けん将しようマナカに連れ去られそうになり、一ヶか月げつ前にはクロウと一緒にブレイズに監かん禁きんされた。今は、かつて彼女を監禁した太陽教の手に再び落ちてしまっている。

　まったく、世話の焼ける友達だ。

「…………っ！」

　セフィはぴたりと立ち止まった。凄すさまじい殺気を感じ、星崩の鞘さやを外して剣を抜く。

　数メートル前にある作業小屋の陰かげから、数人のローブ姿の者たちが出てきた。

　黒いローブをまとった者たちの人数は四人。全員が腰こしに剣を差している。

　そのうちの一人が前に出てきて、ローブのフードを後ろに払った。オレンジの髪を長く伸ばした、二十歳すぎくらいの若い女性だ。その目が赤く輝いている。それは、ソーディに叛はん旗きを翻ひるがえした部族、ブレイズの種族的特徴なのだ。

「こんなところに配置されて、ついてないと思っていたが……そうでもないな。四よん将しようの姫君。智ち将しようラナフィの子孫。あなたは我々のターゲットの一人だ」

「そうらしいわね。何度か殺されかけたわ」

　ブレイズたちは、人間との大戦で活躍しながらも、戦後はその力を恐れた当時の四将たちに粛しゆく清せいされ、生き残った者たちはまともな仕事もない居きよ留りゆう地ちに隔かく離りされ、ソーディでありながら剣を持つことも許されなかった。

　その一連の粛清と隔離を進めたのがセフィの曾そう祖そ母ぼであるラナフィで、その恨うらみからセフィを狙ねらっている――というのが、シルフィの推測だ。

　セフィもブレイズたちを多少気の毒に思わなくもないが、七十年前の恨みで殺されてはたまらない。

「ここで終わりにしてあげよう、お姫様。狙われてばかりの人生は辛つらいばかりだろ？」

「あたしは、あんたたちよりずっと強い奴やつに二十四時間狙われてるのよ」

　セフィは笑って言った。もちろん、狙っている奴というのはクロウのことである。油断するとセクハラを仕し掛かけてくるあの男は、ここにいる誰だれよりも強い。

　ブレイズたちもまた、ソーディの一部族だ。戦争でもない限り、一対一の戦いにこだわる。四人のブレイズたちに一いつ斉せいにかかってこられたらひとたまりもないが、それはないはずだ。

　星ほし崩くずしが、光こう刃じんの白い輝きを放つ。それに応じるようにオレンジ髪のブレイズ剣けん士しも両りよう刃ばの剣を抜き、光刃を宿やどらせた。

　二人はじりじりと距離を縮ちぢめていく。ブレイズ剣士がセフィを見て、ふっと笑い――

「はあぁっ！」

　跳ねるように間合いを詰つめた。横よこ薙なぎに払われた気合いの一いつ閃せんを、セフィは星崩で受け止める。ガキン、と高い音が響いて火花が激しく散った。ビリビリと腕が痺しびれるほどの重い一撃。セフィは体勢を崩くずしそうになりながらも、その場に踏ふみとどまった。ぐぐっと足が地面に沈み込む。

　続けざまに、ブレイズ剣士は二の太刀、三の太刀を放ってくる。連続攻撃でありながら、一撃ごとの重さが変わらない。むしろ、重さは増しているようだ。

「くぅっ……！」

　セフィは四回目の攻撃を受け止め、そのまま両腕に力を込めてブレイズ剣士の剣を押し返した。彼女が体勢を崩した隙すきをついて、袈け裟さ懸がけに剣を振り下ろす。

　ブレイズ剣士は片足だけで立った状態から、バネ仕掛けのように後ろに跳んだ。その距離、五メートルほど。片足だけで、助走もなしの跳ちよう躍やくとは思えなかった。

「やるね、お姫様。私の剣をここまで受けられるとは」

「あんたは、それほどたいしたことないわね」

　セフィは挑発的に言った。

　言ったことは嘘うそではない。セフィの友人であったネーナと比べれば、オレンジ髪のブレイズ剣けん士しの腕前は劣おとっている。

　ならば――絶対に負けるわけにはいかない。

「ネーナに勝ってしまったあたしが、負けられないのよ」

「は？　ネーナって、マナカ様の部下だったあの子？　そういえば、死んだとか……」

「強かったわ、あの子は。あんたなんかよりずっとね！」

　セフィは叫んで、『光コウ』を全開まで高めてカタパルトのように飛び出した。その勢いのまま、上段から全力で星ほし崩くずしを振り下ろす。ごおっ、と暴風のような音とともに振られた星崩はギリギリのところでかわされたが、その風圧でブレイズ剣士はわずかに怯ひるんだ。

　今だ――！

　セフィは振り下ろしていた星崩を強引に止めると、剣先をブレイズ剣士に向け、体当たりするような勢いで突いた。

「っと！」

　ブレイズ剣士は超人的な反射能力を見せ、後ろに跳びつつ、星崩の刀とう身しんを蹴けった。今度はさっきの倍、十メートル近い跳ちよう躍やくだった。

「ちょろちょろとよく動き回るわね！」

「そんな恐ろしい剣に、あまり近づきたくないね」

　ブレイズ剣士はにやりと笑うと、着地を決めて剣先をセフィに向けた。くるりと剣を回すと、刀身の周囲で低い音が響き始めた。

「炎よ！」

　ブレイズ剣士の叫びとともに、炎の塊かたまりが飛び出した。

　夜の闇が真っ赤な炎に照らされ、それはまっすぐにセフィを狙ねらって飛んで来た。

　術じゆつ法ほう――！

　セフィは星崩の柄つかをぐっと握り直し、剣を立てて刀身の腹を炎のほうへ向けた。

　そして――勢いよく剣を振り下ろす。そう、まるでうちわで扇ぐようにして炎へとぶつけたのだ。

「なっ……!?」

　星崩と衝突した炎は、熱気をばらまきながらぱっと飛び散った。

　予想外の防御法に驚おどろいたのか、ブレイズ剣士は一瞬固まってしまう。セフィはその機会を逃さなかった。再び間合いを詰つめ、上段から星崩を振り下ろす。あっけに取られながらも、とっさに星崩を受け止めたのはさすがだった。だが――

「うあああっ！」

　星ほし崩くずしの一撃は、光こう刃じんで強化されたブレイズ剣けん士しの剣を叩たたき割わり、そのまま彼女の身体からだを斬きり裂さいていた。

　強力すぎるセフィの一撃で、ブレイズ剣士はボールのように後ろに転がっていった。

　星崩はあまりに重すぎるが、一撃の破壊力の大きさもとてつもない。ブレイズ剣士は、苦しむ暇ひまもなく絶命しただろう。

「さて……」

　セフィは、三人のブレイズ剣士たちを睨にらんだ。

「次に来るのは、誰だれ？」





　ソーディ剣士たちも、クロウたち三人の敵ではなかった。

　二十人ほどいたソーディの用よう心じん棒ぼうたちは、五分も経たたずに斬り捨てられた。張り切っているクロウに気を遣ったのか、ただ楽をしたかったのか、ラーシュとイシュトはほとんど戦わなかったが。

　クロウたちは次々に現れる敵を斬り続け、教団本部内を突き進み――やがて、その最さい奥おうへとたどり着いた。

「……ここかな」

「いかにもって感じだね」

　クロウのつぶやきに、ラーシュが答えた。

　彼らは、巨大な石造りの建物の前に立っている。

　ここに来るまでに見てきた建物は、ほとんどが木造だったが、石造りの建物の特殊性は明らかだった。

「神しん殿でん、かな。前に読んだ、警察がガサ入れしたときの報告書にもあった気がする。本来、教きよう祖そがいる場所らしいけど、誰もいなかったとか」

「会長、よく知ってるっすね」

「少年、君が知らなすぎなんだ。もう少し下調べとかしなさい」

　イシュトはたしなめるようにクロウに言って、すたすたと歩き出した。神殿の入り口前には五メートルほどの階段があり、そこを上っていく。

　高さ三メートル、幅十メートルもある巨大な扉を、イシュトがぐっと力を込めて開く。

「無警戒に入って行くねえ、会長さん」

「恐れを知らねえ女だな。いろいろ知ってるくせに、肝かん心じんなことを知らないんじゃね？」

「そこの二人、うるさい。さっさとついてきて」

　重々しい音を立てて扉が開き、イシュトは中に入っていった。

　古めかしい造りの割に、神殿の中はきちんと電灯が点ついていた。内部は学校の体育館ほどの広さがあり、床には精せい緻ちなタイル細工が施ほどこされている。高い天井や周囲の壁にはガラス窓が並んでいて、太陽光を多く採とり入れられるようになっているようだ。

「うわー、金かかってんなー。ここ造った金の一割でも俺おれにくれりゃ、一生楽して暮らせんのに……」

「いきなりそんな感想かい」

　神しん殿でん内を観察するクロウに、遠くから笑いの混じった声がかかった。

　もちろん声の主が誰だれなのかはわかっている。

「よう、おっさん。今日はよく会うな」

「濃い一日だなあ、お互いによ」

　神殿の奥に、一段高くなっているステージのような場所があり、ジョーはそこに立っていた。隣にはいつものように、スノウホワイトもいる。

　ステージの中央には、玉座のような装飾過剰な椅い子すがあり、そこには――

「日ひ奈な子こ……」

　見慣れた黒髪の少女が座っていた。まだ気絶させられたままらしく、目を閉じて動かない。

「ん？　おい、ちょっと待て」

　クロウは焦あせって身を乗り出した。日奈子はさっきまで着ていたはずの学院の制服ではなく、太たい陽よう教きようの青いシスター服の上に、白いロングコートのようなものを着せられている。



    

  
    
      



    

  
    
      

「なんで服装が替わってんだ！　おっさん、てめえ日ひ奈な子こを脱がしたのか！」

「問題はそこなの？」

　ラーシュが冷静に突っ込んでくる。

「おいおい、見くびらないでほしいなあ、坊ぼうや。この俺おれがこんな手足が伸びきって、胸に脂肪をたくわえた女の子を脱がすわけないだろう」

「……ロリコン万歳」

　クロウは呆あきれつつ言った。仮にも教きよう祖その娘に失礼極まる発言だが、それはいいだろう。

「着替えさせたのは、スノウホワイトさ。導どう師しの娘にソーディの格好なんざさせておくわけにはいかないからなあ」

「趣味は悪くねえが、その服は暑そうだな。さっさと助けるとするか」

　クロウは既に収めていた日本刀はそのままで、ジョーたちがいるほうへと歩き出す。

「少年」

「なんだよ、会長」

「あの男は君に任せていいんだな？」

「ああ。あいつは……俺が殺やる」

　どことなく憎めない男ではあるが、明あか里りを殺しかけ、日奈子をさらったのだ。もはや生かしておく理由はなにもないと言えた。

「……ところでおっさん、明里はどうした？」

「知らん……って、怖い顔するな。殺したわけじゃない。車に乗せてここまで連れてきたが、そのあとのことは知らないってこった」

「あんた、明里にこだわってたんじゃないのか？」

「それは、今夜までの話だな。もう事情が変わったのさ。信じてくれなくてもいいけどよ、シスター明里のことはどうでもいいんだ」

「なに……？」

「太陽の乙女の奪だつ還かん。そんでもって、教徒を山ほど斬きったおまえさんを仕留めりゃ、俺の発言力は飛躍的に高まる。もうシスター明里の意見を気にする必要なんざなくなるのさ。俺だって、別にシスター明里を殺したいわけじゃないんだ」

「……なるほどな」

　言っていることの筋は通っている。

　それに、どっちみちこの男は殺すのだ。ここからは絶対に出さない。明里が生きているなら、もう二度と手出しさせない。

　ジョーもこちらに向かって歩いてくる。

　一日で三度も同じ相手と立ち会うことなど、そうはない。クロウは内心で笑い、これが最後だと心を決める。

「じゃあ、私はあのちっちゃい子を押さえておこうかな。なかなか美お味いしそうだし……」

「……あんま無む茶ちやすんなよ、会長」

　イシュトがひらひらと手を振って、クロウを追い越し、ステージのほうへ向かう。

　スノウホワイトを押さえてもらえるのはありがたかった。あの少女はただ者ではないし、ジョーが危険になれば加勢してくるだろう。

「となると、俺おれは他の教徒が来ないようにバックアップか。いつも地味な役回りばかりだよ」

「文句言うな、ラーシュ。マナカんときは真っ先におまえが奇き襲しゆうかけてたじゃん。華はな々ばなしかったじゃん。見事な最後の輝きだったじゃん」

「あれが最後の見せ場!?」

　ラーシュは割と本気で嫌がっているようだった。

　実際のところ、バックアップは必要だ。クロウはジョーの相手で精一杯だろうから、人間一人に邪魔されるだけでも厳しい。

「そっちの分担は終わったか？　そろそろ始めるかい、坊ぼうや」

「つーかおっさん、あんたひでぇ奴やつだな。あんたがさっさと出てくりゃ、それで済んだのに。他の教徒が斬きられることもなかっただろうよ」

「俺もそう言ったんだがよう。あいつら、セイバーズの残ざん党とうを斬りたくて仕方ない連中だったんだよ。おまえさんたちに仲間をやられてるからな」

「おっさんにとっても仲間じゃねえのか？」

　クロウとジョーは互いに十メートルほどのところまで近づいて、立ち止まった。

「仲間か……誰だれかを仲間だと思うのはもうやめにしたくてな」

「ひでえこと言うな。そこのちびっ子が落ち込むぞ」

「どうかな……」

　意味深なことを言って、ジョーは信しん徒と服ふくのふところから一本のナイフを取り出した。

　明らかに、人を殺すことに特化した軍用のナイフだ。刀とう身しんが長く、ずいぶんと分厚い。よくふところに入っていたものだと感心してしまうほどだ。

「俺と斬り合いしようってのか。ナメられたもんだな」

「剣けん聖せいのお弟で子し様をナメるほど思い上がっちゃいないさ」

　ジョーはナイフを逆手に構えて、腰こしを落とす。

　さすがにエリート部隊出身だけあって、サマになった構えだ。謎なぞの左腕がなくても、あのナイフ一本だけで人間など簡単に解体してしまうだろう。

　だが――

　クロウは日本刀の柄つかに手をかけたまま鋭するどく踏ふみ込み、鞘さや走ばしらせた刃を叩たたき込こむ。

「ぬおっ！」

　ジョーが叫ぶ。鞘さやの中で走らせた高速の剣、なおかつ“〝いつ抜くかわからない”〟居合いは、ただでさえ読みづらいクロウの剣をさらに見えにくくしていた。

　ジョーはほとんどなにもできず、クロウの剣に胸を浅く斬きり裂さかれていた。

「っと、なんだ今の。やっぱりすげえな、おまえさんは」

　ふらふらと後ろによろめきながら、ジョーはむしろ嬉うれしそうにぼやいた。

「ちっ、ちょい浅かったか。おっさんもよくよけたじゃねえか」

　そう言いつつも、クロウにはさほど意外ではなかった。手加減したわけではないが、ジョーの反射速度が常じよう軌きを逸いつしていることはわかっている。

　ただ腕が頑丈なだけでは、セフィの一撃は止められない。左腕だけでなく、ジョーの身体からだ全体になにか異常があるのは明白だった。

「なあ、おっさん。そろそろその腕の秘密、見せてくれてもいいんじゃねえ？　それとも、最後まで秘密にしたまま死んどくか？」

「本当に口の減らない坊ぼうやだなあ……まあいい、おじさん大サービスしちまうか」

「ついに中年を認めたのかよ」

　ジョーはくくっと笑って、コートのような上着を脱ぎ、さらにその下のシャツも脱いで、上半身裸になった。

「なんで脱いでるんだ、おっさん」

「サービスだと言ったろう」

　ジョーの肉体はさすがに鍛きたえ上げられているが、クロウには男の裸を見せられて喜ぶ趣味はない。

　ただ――

　左腕だけは、肩から指先までびっしり覆おおうように包帯が巻きつけてあった。

「そういやおっさん、八年前の争そう乱らんに参加して重傷を負ったんだっけ？　そのときの傷きず跡あとでも隠かくしてんのか？」

「ほう、俺おれのファイルを見たのかな。ああ、まったくひでえ目にあったぜ」

　そう言って、ジョーは左手を軽く掲かかげてみせた。

「おまえさんの師し匠しよう――剣けん聖せいヒョウカに左腕をバッサリ斬り落とされたんだからな」

「……へえ」

　クロウは驚おどろくことなく、小さく首を傾かしげただけだった。

　ジョーが剣聖になにかこだわりがあるのは明らかだったからだ。

「八年前のあの日――俺も、争乱の中にいた。当時の空くう挺てい部ぶ隊たいは反政府の気風が強くてな。俺も、そこまでソーディに反感があったわけじゃなかったんだが、仲間たちと一緒に当たり前のようにあの争乱に参加したんだよ」

「おっさんにも若い頃があったんだな」

「あったり前だろ。いきなり湧わいて出たんじゃないんだぜ。ただな、参加したのはよかったが――俺おれたちの部隊は、あの青い髪の剣けん聖せいの前面に立っちまったんだ」

「それはそれは、お気の毒に」

　つまり、クロウとジョーは八年前、物理的にかなり近い場所にいたということだ。クロウもまた、剣聖ヒョウカが人間をバサバサと斬きり殺すところを目撃しているのだから。

「俺たちは練度はもちろん装備も充分だった。密輸されたアサルトライフルがあったし、たった一人の敵なんざ一瞬で蜂の巣にできるはずだったんだがな。あの女は――剣聖ヒョウカは、本物の怪物だった。どれだけ撃っても撃っても当たらない。いくら市街戦とはいえ、数十メートルは離れていたはずなのに、あの女は一瞬で俺たちの部隊の中に飛び込んできて、瞬く間に仲間を斬り殺していった。地じ獄ごくのような訓練に耐たえてきた最強の精せい鋭えい部隊が一瞬で散っていったんだ」

　ジョーは、ぎりっと奥歯を噛かみしめていた。

　淡たん々たんと語ってはいるが、彼にとって大きな傷となっている過去であることは疑うたがいない。

　クロウもまた、争そう乱らんで父親を失っている。今は冷静に語れるようになっているが、なんとも思わないわけではないのと同じだ。

「あの争乱に参加した俺の仲間は全員死んだ。全員だ。山の中を泥だらけになって何日もさまよい、わずかな水を分け合い、キツい訓練のあとには酒場にくり出してバカみたいに笑い合った仲間たちだった……。そいつらが、あの女の剣の一振りで死んだんだよ」

「それはお互い様だろうが。師匠せんせいが斬らなかったら、おまえらに撃たれて死んでたんだ」

「そうだな、戦争は恨うらみっこなし。そいつはわかってるさ。でもよ、わかっていても……納得できないことっていうのはあるだろう？」

　ジョーは静かに言って、右手で左の二の腕のあたりをぐっと掴つかんだ。

「俺も腕を斬り落とされた。痛みもなんにもなかったぜ。気づいたら、腕がぼとりと地面に落っこちてた」

「おっさんはラッキーだよ。人生の運をそこで使い切っててもおかしくねえくらいだ。うちの師匠と立ち会って生き延びたんだからな」

「ははっ、そうかもな」

「それに、腕は繋つながったんだろ？　充分すぎるくらいじゃねえか」

「繋がった？　ああ、ある意味ではそうなんだけどよ」

　ジョーがつかつかと無む造ぞう作さに間合いを詰つめてくる。

　ぞくり、とクロウの背中に悪お寒かんが走った。初めてジョーと会った日に感じたのと同じ、いやそれ以上の危険な気配が大おお柄がらな身体からだから放たれている。

「繋がったって言っても……こんな腕じゃなあ！」

「…………っ！」

　クロウの前で立ち止まったジョーが、左腕を大きく振るった。クロウはバックステップして、打ち下ろすように放たれた左ひだり拳こぶしをかわす。ジョーの左拳は、そのままクロウがいた場所の石床にめりこみ、大穴を開けていた。

　ソーディではあるまいし、素手で石の床を砕くなど尋じん常じようではない。

「いや、マジでなんなんだよ、その腕は。もったいぶるなあ、おっさん」

「見せてやるよ、坊ぼうや」

　むんっ、とジョーが一つ気合いを入れると、包帯を巻いた左腕がぶるぶると震え、徐々にふくらみ始めた。

　ただ筋肉が盛り上がっているだけではない。あきらかに、腕全体が太く大きくなってきている。

「ぬおおおおっ！」

　腕が一気にふくらみ、包帯が弾はじけ飛とんだ。

　そこには――

「なんだ、そりゃ……」

「恥ずかしいんで、俺おれもあまり見せたくはないんだよなあ」

　恥ずかしいものかどうかはともかく、それは――確かに異様だった。異い形ぎようだった。

　ジョーの左腕は明らかに右腕より一回り以上太くなっていて――うっすらと光っている赤い鱗うろこのようなものが全体に生えていた。指もさきほどまでとは違い、全体が長くなっているように思えた。

　どこからどう見ても――人間の腕ではない。

「ふうん……どうも妙だとは思ってたけど、まさか“〝エイジン”〟の腕とはね」

「ラーシュ」

　いつの間にか、ラーシュがクロウの隣に立っていた。獣じゆう斬ざんを抜き、彼独特の光こう刃じんである黒い煙けむりが立ちのぼっている。

「さすがに四よん将しよう家の坊ちゃんは知ってるか。もうほとんどのソーディも人間も忘れただろうがな」

　ジョーは、左腕をぽんぽんと叩たたいて笑う。

「ラーシュ、あれがなんなのか知ってんのか？」

「クロウも聞いたことくらいはあるはずだよ。かつての大戦で、ソーディが人間に勝てた三つの理由は知ってるよね？」

　もちろん、クロウもそれは知っていた。

　一つは、ソーディの圧倒的な身体能力と剣のセンス。

　もう一つは、大戦時はブレイズだけではなくほとんどのソーディが使えた術じゆつ法ほうと、それによる遠距離からの援護。

　そして最後の三つ目は――

「ソーディの故こ郷きよう、ソーディアにいたっていう怪物、だっけ……？」

　それについては、クロウはおぼろげな知識しか持っていない。

　ソーディアには、ソーディの天敵となりうる巨大な怪物――エイジンと呼ばれる生物がいたという。

　姿や大きさはまちまちで、ソーディと変わらない小型のものもいれば、一つの街ほどもある巨大なエイジンも存在したらしい。

　彼らはこちらの世界で言う“〝竜”〟によく似ていた。頭に生えた長い角に、トカゲのような顔、四本の手足、それに一対の翼。これが基本的なエイジンの姿だった。

　エイジンたちはソーディにも手に負えない、凶暴な怪物だったという。

　ソーディの鍛きたえ上げられた剣技をもってしても、エイジンに打ち勝つのは困難だった。ソーディアにおいて、ソーディたちはエイジンとの生存競争に明け暮れていたらしい。

　だが、数千年続いたとも言われるソーディアでの争いに、劇的な変化が訪れた。

　それが、七十年前の空の扉の開放である。

　ソーディたちは、エイジンのいない世界――地球に新たな居住地を求めた。その時代、地球で世界大戦が起きていたことはソーディたちにとって幸運だった。人間たちは長い泥沼の戦争で疲ひ弊へいしきっていたからだ。

「ソーディたちにも誤算があった。奴やつらも――エイジンたちも空の扉を通り、地球に下りてきてしまったんだ」

　ラーシュもまた、淡たん々たんと語る。

　さらに誤算は続いた。ただし、ソーディにとっては嬉うれしい誤算だった。

　地球に降り立ったエイジンたちは――ソーディには目もくれず、まっしぐらに人類に襲いかかったのだ。

　特に、人類の機動兵器がエイジンたちの興味をそそったらしい。

　空の扉の開放と同時に起きた異常気象により、人類の飛行機や艦かん船せんの数は激減していたのだが、数少ない残存戦力はエイジンたちの奇き襲しゆうを受け、ほとんどがあっという間に撃げき破はされてしまった。

　大型エイジンたちは、艦かん砲ぽう射撃すらものともせず、次々に襲いかかっていったのだ。

　地上軍の戦車部隊もあっさりとエイジンに壊かい滅めつさせられ、人類は歩兵の戦力のみでソーディとの戦闘を余儀なくされてしまった。

「ただ、ほとんどの戦闘機、戦艦、戦車が破壊されたあとで、エイジンたちは何事もなかったかのように空の扉を通ってソーディアに帰っちゃったらしいね。今となっては、エイジンたちは扉が閉じることを察さつ知ちしてたんじゃないかって言われてるけど」

「まあ、帰ってもらえてよかったな」

　クロウはしみじみと言った。

　戦艦をも沈めるような怪物たちに居座られては、今頃人類は絶ぜつ滅めつしていただろう。そうなれば、クロウもセフィへのセクハラを楽しめなかったのだから、帰ってくれてありがとうと言いたくなる。

「エイジンに接近した人はもれなく死んだから、映像とか写真は全然残ってない。だから、あまり知られていないんだよね。もっとも、いくらとんでもない化け物といっても、しょせんは生物。小型のエイジンはけっこう撃げき破はされたらしいね。当時の軍が残ざん骸がいとかは回収してたのかも」

「この腕をどこが回収したのかは知らないがなあ」

　ジョーは、クロウたちに見せつけるように左腕を掲かかげてみせた。

「太たい陽よう教きようがどこから入手したのかも知らん。ただ、俺おれが初めて見たときは枯れ枝かなにかかと思ったぜ。太陽教お抱えのおかしな学者先生に言われて、肩口からごっそりなくなった俺の腕にその枯れ枝をくっつけてみれば、あら不思議。血管や神経があっという間に繋つながって、動き始めやがったんだ」

「怖こえぇー。ホラー以外のなにものでもねえな」

　クロウは軽口を叩たたきつつも、不気味さを感じずにはいられなかった。

　本物のエイジンの腕だとすると、七十年前に人類のなんらかの攻撃で切り離されたものなのだろう。どうやって保存していたにしても、腕だけになってまだ生きていて、しかも勝手に接合手術を行おこなうとは。

「しかも、腕の長さや関節部分が自動でいい感じに調節されていってな。宿やど主ぬしの遺い伝でん子し情報を読み取って、最適化してる――とか、その学者先生は言ってたかな」

「至いたれり尽つくせりじゃねえか」

「まったくだ。まあ、ただ勝手に動いて暴れ回ろうとするんで――」

　ジョーは、短く刈り込んだ自分の髪を、さっと撫なでる。

「制御できるようになるには苦労したぜ。油断すると、腕のほうが本体になりそうな気がしてな。おかげで、二十八でこの白髪頭だ」

　クロウは、ここでようやく納得した。

　危険なのは、幹みき原はら条じよう一いち郎ろうという人間ではない。彼の腕に寄生した左腕のケダモノだったのだ。

　ソーディをも脅おびやかしたモンスターの腕。クロウやリンネが脅きよう威いに感じるのも当然のことと言えた。

「そういうわけで、わかってもらえたかな、坊ぼうや」

「なにがだよ」

「俺おれは、剣けん聖せいヒョウカに仲間を皆殺しにされ、腕を斬きり落とされ、こんな不細工なものをつけるハメになった。本来ならあの女に復ふく讐しゆうしたいところだが、今や行方不明だっていうじゃないか。それなら――」

「ブレイズといい、どいつもこいつも復讐、復讐、復讐ばかりだな。ああ、どうぞ。もちろん、俺たちにくらーい復讐心をぶつけてくれてかまわねえよ」

「あれ、俺も？」

　ラーシュがすっとぼけた声を出す。

　クロウは相棒には突っ込まず、継承印コードの腕輪をジョーに見せつけるようにする。

「俺は、俺たちは剣聖の継承者だ。あの人のすべては、俺たちが引き継つぐ。もちろん、師せん匠せいへの憎しみも例外じゃねえよ」

「嬉うれしいことを言ってくれるなあ、坊ぼうや」

「男を喜ばす趣味もねえんだけどな」

　クロウは日本刀を中段に構える。

　相手の正体が見えたからには、もうなにも恐れることはない。

　エイジンは、腕だけでも確かに強いのだろう。

　しかし、ソーディは何千年もエイジンたちと戦い、生き延びてきた。つまり、ソーディならばエイジンと戦えるのだ。

　そして、クロウはソーディよりも強い。

　最強のソーディ、ヒョウカの技を継ぎ、あるいは彼女を斬ったかもしれないのだ。

　だから、負けるわけにはいかない。

「しょうがないな。まあ、俺は二対一でも全然かまわないしね」

　ラーシュもまた、クロウと同じ構えを取った。

　一対一の戦いにこだわるソーディではあるが、ラーシュは特別だ。

　強いソーディの男の剣には魔性が宿やどるという。

　背後からの斬ざん撃げきや、丸まる腰ごしの相手への攻撃もいとわず、相手をいたぶり、血に酔ようとまで言われている。少なくともラーシュは、ソーディの習性に囚とらわれていない。

　むろん、複数で斬りかかることもまったくいとわない。

「本当に嬉しいなあ。あの女の弟で子しを、まとめて葬ほうむれるなんてよ」

「もうあんたの目的、ブレまくってないか？　それとも、それが本心か」

　クロウは言って、間合いを詰つめていった。答えなど期待していない。

　もうここまで来たら――あとは、殺し合うだけだ。





　セフィは、教団本部内を脇わき目めも振らずに走っていた。

　爆発的に増えた『光コウ』のおかげで、彼女の脚力も大幅に上がっている。

　セフィはなんとか二人目のブレイズも仕留めたが、そこで彼女は身を翻ひるがえして逃走した。

　体力は充分に残っていたものの、集中力が切れかけていた。ブレイズたちの剣の技量はセフィと互角か、あるいは少し高いくらいだった。気力と『光』の量でなんとか互角の勝負に持ち込み、二人までは倒せたが、これ以上は無理だと判断したのだ。

　プライドの高いセフィには逃げ出すなど屈くつ辱じよくだったが、勝ち目のない戦いに挑もうとは思わなかった。

「はあっ、はあっ……」

　残った二人のブレイズも相当な手て練だれだろうが、スピードではセフィのほうが上だったらしい。

　めちゃくちゃに逃げ回り、ようやく二人をまいたようだ。

「まだ安心はできないけど……」

　見張り用らしき小屋の裏手に隠かくれ、星ほし崩くずしを小屋の壁に立てかけて、息を整える。

　クロウたちの迎撃に向かったのか、見張りの教徒の姿はない。少しは休めそうだった。

　セフィの目的は、日ひ奈な子こを助け出すことだ。ブレイズに殺されてしまっては、なんにもならない。

「といっても、どこにいるのかしら……」

　太たい陽よう教きようの教団本部がここまで広大だとは思ってもみなかった。建物の数もかなり多く、いちいち調べて騒ぎになっては、またさっきのブレイズたちに見つかるかもしれない。

「もしかして、ロウたちが見つけちゃってるかもしれないし」

　それならそれでいい。日奈子が無事に救出されることが一番重要なのだ。

　もう少し。あと一分だけ休んだら行こう。セフィは、額ひたいに浮いていた汗をぬぐい――

「きゃっ!?」

「うわぁ……見た目よりおっきいなあ……」

　突然、後ろから胸をわしづかみにされていた。さらに、ぐにぐにと遠えん慮りよのない手つきで揉もんでくる。

「太陽教の子もおっきかったけど、こっちも凄すごい……くっそう……」

「ちょっと!?」

　セフィは、ばっと背後からの手を振り払い、振り向いた。

「にゅう。パンツも可愛かわいいのはいてるっ」

「うわっ！」

　振り向いたのと同時に、今度はスカートをめくられていた。慌あわててセフィはスカートを押さえて後ずさる。

「あ、あんた……」

「っと、ごめん。ついいろいろ気になっちゃって」

　へへへ、と笑いながら言ったのは、ピンクの髪を両側でくくり、半はん袖そでブラウスに袖なしセーター、プリーツスカートという制服姿の女の子――リンネだった。

　すぐそばの地面には彼女の愛あい剣けんである、棒の両端に刃がついた、銀ギン翼ヨクという剣が突き刺さっている。

「な、なんなのよ！　ロウみたいなことしないで！」

「ロウって、クロちゃん？　やだな、クロちゃんはエッチだけど、勝手におっぱい揉もんだりしないでしょ」

「……知らないってことは幸せよね」

　セフィはじっとりした目をリンネに向ける。

　クロちゃん、という親しげな呼び方は気に入らない。その一方で、クロウがリンネには少なくとも直接的なセクハラはしてないということが妙に嬉うれしかった。

「まさか、今度はあんたが来るとはね」

　以前の戦いでは、セフィはリンネとはまともに会話も交わしていない。しかし、彼女が恐るべき使い手だということはわかっている。

　セフィは立てかけてあった星ほし崩くずしを手に取って、構えた。リンネも慌あわてて銀翼を引き抜く。

「うああああ――――っ！」



    

  
    
      



    

  
    
      

「ちょ、ちょっと？」

　セフィが気合いを入れて斬きりかかると、リンネはきょとんとして戸と惑まどった声を出した。

　いきなり胸を揉もまれるという先制攻撃は予想もしなかったが、今度はこちらの番だ。剣を上段に構え、『光コウ』を全開にして一気に振り下ろす。

「うわったったっ」

　リンネは間の抜けた声とともに跳び上がって、セフィの一撃をかわした。そのまま跳んで、小屋の屋根に着地する。

「逃がさないっ！」

　セフィは地面に当たるギリギリで星ほし崩くずしを止める。風圧で土がぶわっと舞い上がる。彼女はぐっと腰こしを落として、下からすくい上げるように星崩を振るった。小屋の壁をめちゃくちゃに壊し、木もく片へんを飛び散らせながら、剣の圧力で屋根まで撃ち抜く。

「ひゃっ、セフィちゃん!?」

　焦あせるリンネの足下で、屋根が崩くずれていく。足場がなくなり、跳び上がることもできず、リンネはさっと左手を振るった。

　突風が巻き起こり、リンネはそれに乗るようにして、小屋の屋根から飛び出す。

「め、めちゃくちゃするなあ、セフィちゃん」

　着地してから、リンネは戸惑いながら言った。

「普通にやってたら、あんたには勝てないでしょ！」

　セフィは星崩を再び上段に構え、とんとんと二歩後ろに下がった。

　長い星崩の刀とう身しんでも、絶対に届かない間合いだ。この間合いだからこそ意味がある――

「届け―――っ！」

　セフィはその場から、剣を振り下ろした。その直前、リンネが不思議そうな顔をするのが見えた。

　今は、プライドや今後のことを気にしている場合ではない。ここでリンネを倒さなくては、日ひ奈な子こを助けに行けない。クロウにも二度と会えない。

　そんなことになるくらいなら――

「うえっ!?」

　リンネの目が驚きよう愕がくに見開かれる。

　セフィが振り下ろした星崩から、刀身が消えていた。そして、その消えた刀身は、唐突にリンネの目の前に現れていた。剣の瞬間移動――裂れつ空くう刃じんが上う手まく発動してくれた。いくらブレイズといえども、いきなり虚こ空くうに現れた剣には対処できるはずが――

「ぬわっ！」

　キィン、と甲かん高だかい金属音が響いて、リンネの銀ギン翼ヨクが星崩を受け止めていた。

　全身全霊の重い一撃、さらに裂空刃まで使ったというのに――信じがたい反射速度だ。それはもはや、生物の限界を超えた能力だった。リンネは剣ではまだ素人らしいが、やはり基礎的な身体能力があまりに飛び抜けすぎている。

「びっ、びびびび、びっくりしたあ！　いきなり剣が降ってきたよ!?」

「くっ……」

　既に星ほし崩くずしの刀とう身しんは元に戻っている。

　今の一撃は、文字どおりにセフィのすべてを懸かけた一撃だったが、あっさりと防がれてしまった。裂れつ空くう刃じんは、セフィが意識的に発動できる技ではない。タネも割われてしまい、幸運に頼る攻撃など、これ以上使うのは自殺行為だろう。

「もう……本気で驚おどろいちゃった……今のは危なかった」

　リンネはわずかに涙目になっている。彼女は実戦経験が浅いという話で、まだ斬きられそうになった経験は少ないのだろう。

「そういや、セフィちゃんは扉の一族の血を継ついでるんだっけ。空間に干かん渉しようできるとかなんとか聞いたけど、こんな風に剣を使えるなんて知らなかったよ。もうっ」

「は…………？」

　思わずセフィは、ぽかんと口を開けてしまう。四よん将しよう家の姫君にふさわしくない、間の抜けた顔だった。

「え、あの……あんた今、さりげなくとんでもないこと口走らなかった？」

「ん？　なにが？　七十年前に空の扉を開けた一族の一人を、ラナフィとかいう人が自分とこの嫁だか婿むこだかにしたんでしょ？　その子孫で、能力を受け継いでるのがセフィちゃんだって……」

「まっ、待って！　そんな話、どこで聞いたのよ!?」

「ブレイズうちの偉いお姉さんが、世間話のついでに教えてくれたよ」

「……世間話のついでで、人の秘密を話さないでもらえるかしら」

　自分でも知らなかった事実を、敵のブレイズたちが話しているというのは衝撃だった。

　セフィも忘れかけていたが、リンネはブレイズの中でも“〝死し剣けん使つかい”〟という特殊な存在らしい。特別である彼女が、重大な事実をブレイズの幹かん部ぶから聞いていてもおかしくはない。

　今の話を鵜う呑のみにはできないが、納得できる部分も大きい。

　マナカとの戦いのさなか、日ひ奈な子こと触れ合った瞬間に開いた空の扉。

　あのときから増大した『光コウ』。

　覚えもなく使えるようになった、空間を飛び越える剣。

　それらが修練で得た力ではない以上、自分の出生になんらかの秘密があってもおかしくはない。

「まあ、そんなことどうでもいいよね」

「よくないわっ！」

　この子、ちょっとヒナに似てる――セフィは頭が痛くなってきた。リンネは明るいマイペースで、日ひ奈な子こはおとなしいマイペースという感じだ。

「いいんだよ、どうでも。それより……」

「…………！」

　セフィは、空気が一変したのを感じた。全身に鳥とり肌はだが立ち、ぞくぞくと背中が寒くなってくる。

　リンネから圧倒的な『光コウ』が放たれている。量はマナカに匹ひつ敵てきするが、性質がまるで違う。何本もの剣で串くし刺ざしにされているかのような、強烈に攻撃的な『光』だ。

「な、なんなのこれ……」

　クロウやラーシュは以前の遭そう遇ぐうでもリンネの奇き妙みような『光』を感じたと聞いた。しかし、セフィはこうして目の前で相対してようやくリンネの異常さに気づけた。

　星ほし崩くずしを握った手が、ぶるぶると震えだしている。クロウは、リンネの異常な『光』を感じながらも立ち向かい、かなり無む茶ちやをやったが勝ってしまった。

　だが、セフィにはそんな芸げい当とうはできそうにない。この場に座り込んでしまいそうになるのをこらえるので精一杯だ。それも、長くはもちそうにない。

「ボクは、セフィちゃんと戦うつもりはないんだよ。そのつもりだったら、一瞬で終わらせられる」

「その……ようね」

　虚きよ勢せいを張っても無む駄だなようだった。リンネの言葉は、どんな角度からも反論できない、厳げん然ぜんたる事実だった。

「ボクはただ、ちょっと……視えたから。クロちゃんがここで大暴れするって。それで見に来たんだよ」

「視えた……」

　はたと、セフィは思い出した。嘘うそか誠か、リンネには未来を予よ知ちする能力があるという。それで、クロウも殺されそうになったところを救われたらしい。

「前に視えちゃったからね。クロちゃんが、その……ボ、ボクとあんなことやこんなことしちゃう未来が」

「…………」

　その話も思い出してしまった。クロウが敵であるリンネといやらしい関係になるなどあり得ないので、セフィは記憶の外へ追いやっていたのだが。

「だからクロちゃんは、放っておけないんだよ。ボクとそういうことする人だし……なんかずっと、クロちゃんと斬きり合いたくてたまらないんだよね」

「あんた、ロウと戦う気なの!?」

　ソーディは剣に恋する種族。強い剣けん士しに惹ひかれ、その相手と斬きり合いたくなってしまう。非常に難なん儀ぎな性質を持っているのだ。

「うーん、どうしようかな……」

「ダメよ。いきなり斬りかかるなんて、野や蛮ばん人じんじゃあるまいし。ソーディも文化を知ったのよ」

　セフィは思いきり自分のことを棚に上げているのだが、ここにはそのことを突っ込める者はいない。

「まあ、この前たっぷり斬り合ったばかりだからね。今日はやるつもりはないよ」

　リンネは笑いながら言って、銀ギン翼ヨクの柄つかで軽く自分の頭をはたいた。

「そういうわけで、ボクはクロちゃんのところに行ってくるよ。またね、セフィちゃん」

「ちょっと！　あんた、ロウがどこにいるか知ってるの!?」

「石で造られたおっきな建物だったよ。たぶん、そこ」

　リンネはひょいっと跳び上がり、崩くずれた小屋の屋根に乗り、さらに跳んで夜の闇へと消えていった。

　本当にセフィに用はなく、ただ見つけたから声をかけただけだったらしい。

「なんなのよ、もう……！」

　ソーディは剣に恋する種族。それはブレイズも変わりはない。

　リンネはクロウと剣を交え、その剣に惹かれてしまった。どうしようもなく。

　そう、どうしようもないことなのだ。

　それはセフィが一番よく知っていることでもあった――





「クロウ！　そっちだ！」

「わかってるよっ……！」

　クロウはそう答え、ラーシュの剣を受け止めて弾はじき飛ばされてきたジョーに胴どう払はらいを仕し掛かける。

「甘い、甘いっ！」

　ジョーはにやりと笑う余裕すら見せて、左腕でクロウの剣を受け止めた。がちん、と硬質な音が響き、剣が跳ね返されてしまう。

「ちっ！」

　クロウは体勢を立て直し、すぐさま中段の構えを取る。

　そこに、ジョーが右手で握ったナイフを叩たたきつけるように振るってくる。

　強烈ではあるが、ソーディには速さも力も及ばない。クロウは危なげなくそれをかわし、後ろに下がった。

「くそっ……キリがねえな」

　クロウは、ジョーから数メートルの距離を置いて対たい峙じし、睨にらみつける。ラーシュもまたジョーからほぼ同じ距離を置いたところにいる。

　ジョーは、それほど強くはない。マナカやリンネと比べれば、戦闘能力ははるかに劣おとるだろう。

　しかし、エイジンの左腕の守りが堅い。腕を覆おおう鱗うろこは、クロウの一撃を軽く止めてしまい、ラーシュの剣ですら斬きり裂さけない。ラーシュのパワーならば刃筋が上う手まく通れば斬ることは可能だろうが、それほど簡単には斬らせてもらえない。

「あのさ、おっさん。その左腕……勝手に動いてねえ？」

「そういうことだな。脳みそもねえのに、戦いたがるんだよ。よくソーディはこんなおっそろしい生き物がいる世界で生き延びてたもんだ」

「……そいつは同意だな」

　クロウには、ジョーの動きを読むことは難しくない。だが、左腕がジョーの意志によらずに動いているとなると、勝手が違ってくる。

　それに、左腕のパワーだけならソーディに匹ひつ敵てきする。あるいは、それ以上だ。その一撃をくらったら、ラーシュはともかく、クロウはひとたまりもないだろう。

「ただ、このままじゃらちがあかないよなあ」

　ジョーは、ちらりとステージのほうを見た。

　そこでは、イシュトとスノウホワイトが睨にらみ合あっている。いや、スノウホワイトはいつもの平板な目を向けているだけだが。二人は互いに、相手を加勢に向かわせないように牽けん制せいし合っているのだろう。動きはなくても、二人は戦っている。それも、なにかのきっかけがあれば瞬時に衝突するだろう。

「こいつは……できりゃ避さけたかったんだけどなあ！」

　ジョーの身体からだが小刻みに震え始めている。

　左腕だけでなく、裸の上半身もふくらんできているようだ。

　ジョーはかけていた眼鏡めがねを外す。その奥にある目は、異様な輝きを帯おび、まるで爬は虫ちゆう類るいの瞳のようだ。開かれた口元から覗のぞく犬歯も、明らかに長い。

「なんだ、おっさん。本格的に人間やめたのかよ？」

「そんなもの、とっくにだ。つーか、おまえさんら、まだ俺おれを人間だと思ってたのかよ」

　ゆっくりと、ジョーがクロウのほうに近づいてくる。

「エイジンの腕から、血管を通して少しずつ奴やつの細胞が流れ込んできてるらしいぜ。もう、かなりの量の細胞が俺の全身に行き渡ってるんだろう。そいつは俺の身体を強化し……そのうち乗っ取るつもりなんだろうな」

「そうなったら、おっさんはどうなる？」

「俺おれの意識なんぞ消えてなくなるだろうよ。別にそれでもいいんだが、まだダメだ。剣けん聖せいもその弟で子しもまだ殺してない。だから必死に抑え込んできたが、もういい。おまえさんたちを殺すだけでよしとしよう」

「よくはねえよ」

　クロウは剣を構え、逆に彼のほうから間合いを詰つめた。こちらに近づいてきていたジョーが、一瞬びくりと固まる。その隙すきをついて、クロウは必殺の一刀を叩たたき込こんだ。

「ぐおっ！」

　ドッ、とクロウの剣がジョーの脇腹に食い込む。しかし、そこまでだった。それ以上は刃が入っていかなかった。しかも、絡め取られたように剣が抜けない。

「なんだ、こりゃ！」

「だから、ケダモノの細胞の力だっつってるだろ！」

　ジョーの左腕が唸うなりを上げて襲いかかってくる。至近距離からの一撃。急所を外れても肉を大きく削けずり、骨を粉々に砕くだろう。

「クロウーっ！」

　そこに、ラーシュが突進してきた。剣ではなく、ジョーのボディへの前まえ蹴げりを思いきり叩き込む。やはり、ソーディの蹴りは効いたらしく、食い込んでいたクロウの剣も抜け、ジョーの身体からだははるか後方へ跳ばされた。

「ナイス、ラーシュ。助かったー……」

「あれは人間でもソーディでもないな。ちょっと勝手が違いすぎて面めん倒どうだね」

　ラーシュは他人事のように言った。いつも冷静な彼も、戸と惑まどってはいるようだ。

「それに、まだおじさんの意識がある分、厄やつ介かいかも。腕だけで戦えるエイジンと、おじさんの脳、二つの指揮系統で一つの身体を操作してる。混乱しそうなもんだけど、今のところ上う手まく動いてるみたいだね」

「実質的に、二対二みたいなもんか。ま、ハタから見りゃ二人がかり以外のなにものでもねえけどな」

「三対二に持ち込んだほうがいいかも。ソーディだって、エイジンを狩るときは数十人がかりってこともあったらしいからね」

「あのおっさんも、よくそんなモンスターを同居させてるもんだよ」

　クロウとラーシュはわずかに距離を置いて立ち、剣を構える。ジョーは、またじりじりと近づきつつあった。

「つーかおっさん。そんな異物を身体に繋つなげて、よく生きていられるな」

「ははっ。もちろん、なんともないわけじゃない。俺の生命力はどんどんこの左腕に吸い上げられている。そうだな……このままいけば、あと二年ってところかな」

　そうだろう、とはクロウも思っていたが、やはりジョーは死を覚悟している。

　いや、ある意味ではもっと積極的なニュアンスなのかもしれない。

「おっさんは……死に場所でも探してんのか？」

「そんな格好いいもんじゃないさ」

「格好いいなんて言ってねえよ。なにがあろうと、生きてる奴やつが勝ちだろ」

　クロウは不敵な笑みを浮かべて言った。

　死を覚悟することと、死ぬつもりでいることはまったく違う。クロウも命懸がけの戦いに身を投とうじ、負ければ死ぬだろうと思っているが、進んで命を捨てるつもりはない。

　だが、ジョーは――

「そうだ、生きてりゃ勝ちだ。だけどよ、俺おれはもう負けてもいい。剣けん聖せいヒョウカに仲間が殺され、自分は腕を斬きられて生き残っちまって……。ただ、あの女にもう一度会うために、こうして生きてきた。バカみたいな腕をくっつけて、もだえて、ボロボロになって」

　ジョーは、自分の左腕を憎にく々にくしげに睨にらんだ。

「妹ももういない。大きな声じゃ言えないが、太陽の乙女を逃がしたあいつの優しさを誇ほこりに思ってる。香か苗なえは、やるべきことをやって死んだ。だからよ、俺ももう……終わりにしてもいいと思っているのさ」

「んじゃ、俺たちが引いん導どうを渡してやるよ！」

「できるもんならな……！」

　クロウとジョーが同時に駆かけ出す。ジョーが繰り出した右手のナイフの一撃を、クロウはギリギリのところでかわす。やはり、速い。それはもう人間の力で振るわれた攻撃ではなかった。クロウはナイフがかすりかけた首筋が切れていないことを確かめつつ、日本刀を振るった。

　バッ、とジョーの太ももから血が噴ふき出だす。

　いける――クロウは確信した。さっきは脇腹に刃が入り込まなかったが、筋肉を締められなければ、こちらの攻撃は充分に通用する。

「はーっはっは！　やっぱ、できるなあ、剣聖の弟で子し！」

　ジョーは狂くるったような笑い声を上げ、今度は左腕を振るってきた。そっちはさらに速く、人間の意志が介かい在ざいしていない分、攻撃の出所が読みにくい。それでも、クロウの未来予よ知ちにも等しい“〝読み”〟が左ひだり拳こぶしの軌き跡せきを捉とらえていた。

「……なっ!?」

　クロウは、身体からだが震えるのを感じた。

　ジョーの左腕の肘ひじから手首まで、いきなり直線的な裂さけ目めが走り、そこから骨――いや、真っ黒な刃やいば状じようのものが飛び出してきた。まるで手首から剣が生えているかのようだ。

　その左腕の剣は、まっすぐにクロウの首を狙ねらってきた。かわせない――！

「くっ！」

　瞬間、クロウの全身から白い光が湧わき上がる。

　光身――クロウのみが使える、『光コウ』を全身にめぐらせ、身体能力を一気に上昇させる技である。

　ジョーの刃が首筋に達するその寸前、クロウの肉体は加速した。身体からだを反らせつつ腰こしを落とし、かろうじて刃をかわす。

「おおおっ！」

　ラーシュが叫びを上げ、踏ふみ込みすぎて体勢を崩くずしかけているジョーに後ろから斬きりかかる。しかし、ジョーは背後を見もせずに、クロウに向けて振るった刃を返し、後ろに向けて振るった。

「くっ……！」

　ラーシュはとっさに反応し、思いきり跳び上がってその刃をかわす。

　またもやラーシュに助けられた、とクロウは苦笑いしながらジョーから距離を取った。光身は発動させたままである。

「さすがソーディア産の怪物、剣まで持ってるのかよ。つーか、おっさん、俺おれたち相手にそんなもん隠かくしとくとはな。それ出す前に斬られてたかもしれねえぞ」

「俺の意志で自在に出し入れできるもんじゃないんだ、残念ながらなあ」

　どうやら、クロウの光身と同じでままならないものらしかった。セフィの裂れつ空くう刃じんも同様だし、どうも運に頼って戦う者が多すぎるようだ。

「あー、そういえば」

　ラーシュが、ぽりぽりと頬ほおをかいている。

「エイジンっていうのは、ソーディアの言葉で“〝剣と牙きばを持つ獣けもの”〟って意味なんだっけ。すっかり忘れてたよ」

「おい、覚えとけよ……。おかげで、前髪切られたじゃねえか」

　クロウは、左腕の刃にわずかにカットされてしまった前髪を引っ張る。この前髪には、額ひたいの傷きず跡あとを隠す大事な役割があるのだ。ばっさりいかれなくて本当によかったと安あん堵どする。

　ただでさえ厄やつ介かいなジョーに、さらに武装が加わってしまった。

　これは長期戦になるかもしれない――クロウが苦にが々にがしく思った、そのとき。

　視界の端で、二つのなにかが矢のように奔はしり、交錯した――





「…………」

　イシュトは一瞬目の前の光景を疑うたがい、すぐに現実として受け入れた。

　剣の学院で二年以上厳しい修練を積み、その頂点に立ったほどの少女だ。精神力の強さも並外れている。

　そして、イシュトの前に立つ少女もまた、心を乱していないようだ。目には一切の揺らぎがない。

「凄すごいな、お嬢じようちゃん。お姉さん、びっくりしちゃった」

「…………」

　スノウホワイトはなにも答えない。

　ただ黙だまって、イシュトが突き出した雷ライ狼ロウ牙ガの円えん錐すい状じようの刃を素手で握りしめている。

　ジョーの左腕は、あまりに危険すぎた。放っておけず、クロウとラーシュの援護に向かおうとしたイシュトの前にスノウホワイトが立ちはだかり、とっさに繰り出した突きがあっさり受け止められてしまったのだ。

　肩を狙ねらい、なおかつ手加減したとはいえ、十二、三歳の少女に止められるとは。

　しかも、スノウホワイトはソーディではない。『光コウ』をまったく感じないし、どこか生気に欠けるようにも思える。あの小さく儚はかなげな身体からだのどこから、イシュトの突きを止めるほどのパワーが出てくるのか。

「ほら、見て見てクロウ。俺おれが白しら刃は取どりされたのも無理ないよね！」

「うーん、やるなあ、あの嬢ちゃん。見み境さかいない会長の突きを素手で止めるなんてな」

「見境のなさは関係ない！」

　イシュトが必死に助けに行こうとした二人は落ち着き払っていた。あの二人、放っておいても絶対に死なないのではないだろうか。

「というわけにもいかないか。先輩として」

　イシュトは愛あい剣けんを握る手にぐっと力を込め、スノウホワイトの手から引きはがす。

「少女、邪魔をするなら君を仕留めなくちゃいけない。できれば、おとなしく引き下がってほしい。君を痛い目に遭あわせるのは気が進まないな」

「……スノウは、なにも痛くない」

　イシュトは、はっとなって目を見開く。

　ずっと黙ったままだったので、スノウホワイトは口がきけないのかと思っていた。

「君、しゃべれるの？」

「必要がなければ、しゃべらない」

　口数が少ないだけ、というようだ。だが、しゃべり方がどうもおかしい。妙にたどたどしく、最近ようやく言葉を覚えました、といった感じだ。

　イシュトは素早く状況をまとめる。

　後輩の二人だけでなく、ジョーまで手を止めてこちらを見ている。スノウホワイトのことが心配なのだろうか。クロウに聞いたところによると、彼女はジョーの死んだ妹に似ているらしい。

　さっさとスノウホワイトを戦闘不能にさせれば、こちらが圧倒的に有利になる。日ひ奈な子この救出はなったも同然だ。

　となれば――

「少女。悪いけど私も仕事だから」

「…………」

　だが、イシュトが動く前にスノウホワイトは駆かけ出していた。

　まるで瞬間移動のように、足音も立てずにイシュトに接近してきた。右足を高々と上げ、ハイキックを放ってくる。丈の短いシスター服の中が見えそうになっている。

　バシッと鈍にぶい音が響き、イシュトがハイキックをガードした左腕がびりびりと痺しびれる。ガードしたにもかかわらず、全身に衝撃が広がっていく。

「チィッ！」

　イシュトは右腕一本の突きを繰り出す。砲ほう弾だんをも貫つらぬくほどの一撃である。人間どころか、ほとんどのソーディでも突かれたことに気づく前に串くし刺ざしになるだろう。

　ところが、スノウホワイトは、突きに向かって逆に突っ込んできた。雷ライ狼ロウ牙ガの刀とう身しんに沿そって左肩を滑すべらせるようにして、イシュトのふところに飛び込み、膝ひざ蹴げりをボディに叩たたき込こんだ。

「くはっ……！」

　さっきのハイキックと同様、小こ柄がらな少女の攻撃とは思えない、重くまとわりつくような一撃だった。

　イシュトは意識が飛びそうになるのをこらえつつ、スノウホワイトの肩を掴つかんで、突き飛ばした。

「ううう、痛いたっ……今のは効いた……」

「おーい、会長。なんなら助すけ太だ刀ちしようか？」

「君らに助太刀するためにやってるんだけどな！」

　クロウとラーシュ、それにジョーも完全に戦闘を中断している。クロウなどは、むしろ楽しげにイシュトたちの戦いを見物している。

　もっとも、イシュトにとってもそのほうが都合がいい。さっさとスノウホワイトを仕留めて、クロウたちに加勢すればいいのだから。

「それにしてもすげえな、スノウホワイト。会長に蹴りをぶちこむなんて、ハンパねえ」

　クロウは、実に興味深そうにスノウホワイトを眺ながめている。

「さすがは、天下のダイナスト社製のサイボーグってところか」

「は……？」

　イシュトは、クロウの言葉にきょとんとしてしまう。

　サイボーグ――もちろん、その単語が意味するところはわかる。人間の肉体を機械的に改造して強化した、一種の兵器だ。

「おやあ？　坊ぼうや、なんでそいつを知ってる？」

「言ってみただけさ。少なくともその子は、パワード・スーツには見えねえしな」

「なんの話だ、そりゃあ」

　ジョーが、苦笑いを浮かべながら言った。イシュトにもさっぱりだった。

　ただ、どう見てもスノウホワイトはソーディでもなければ普通の人間でもない。

　涼しげなノースリーブ、ミニのシスター服からむき出しになっている細い手足は、エイジンのものでもないだろう。

「ラーシュや会長の剣を素手で止めるような超人的な戦闘能力は、人間じゃありえねえ。薬物や遺い伝でん子し操作での強化っていうのもありそうな線だけど。ただ、その体格だと生物的な強化でパワーを出すのは難しいだろ。機械的なサポートって可能性が一番高い」

「坊や、意外に頭も回るな。ああ、サイボーグで合ってる」

　ジョーが、意外にもあっさりと認めてしまう。

「ソーディどもにコケにされた連中の七十年の執しゆう念ねん――その産物の一つさ。手足や内臓、全身の筋肉を人工的なものに取り替えてある。スノウホワイトのその身体からだで、剣けん姫きって連中にも匹ひつ敵てきするパワーやスピードを出せるそうだ」

「ん……？　中年さん、ずいぶんべらべらと説明してくれるじゃないか」

　イシュトでなくても怪しむだろう。まだ実用化されていないサイボーグのことを、わざわざジョーが説明する理由がない。

「スノウホワイトはダイナストから貸たい与よされてる。説明って言っても、詳しいことはほとんど知らんのさ。それに、おまえさんたちに知られたところで、たいした問題でもないだろう？」

　要するに、ジョーはイシュトたちを生かして帰すつもりはない、と言いたいようだ。

「ふうん、サイボーグね……まあ、それはいい。でも、スノウホワイト。君はこれでいいのか？」

「…………？」

　イシュトの言葉に、スノウホワイトは可愛かわいらしく首を傾かしげた。サイボーグということは、年齢も知れたものではないが、実際にこの姿相応の歳としなのではないだろうか。

「サイボーグとしてソーディと戦わされて、それでいいのかって話だよ」

「スノウには、他になにもない」

　あっさりとスノウホワイトは言った。

「なにもないから、言われたことをやるしかない。ソーディと戦うのも別に嫌じゃない」

「自分が死ぬかもしれないのに？」

「生きてるのも死んでるのも、スノウにはあまり変わりはない」

「…………」

　イシュトは、黙だまり込んでしまう。スノウホワイトの目にあるのは、なにもない虚きよ無む。ただ、それだけだった。

「おっさ……ジョーは危険なロリコンだけど、手は出さないし」

「おおいっ！　スノウホワイト、おまえまで今おっさんって言いかけたよなあ!?」

「いや、ツッコミどころはそこじゃないんじゃね？」

　クロウこそ、のんきにそんなことに突っ込んでいる場合ではないはずだが。

「だから、ジョーと一緒におまえたちと戦うのはいい。殺すのも死ぬのもかまわない」

「それは……違う」

　イシュトは、ぎゅっと愛あい剣けんを握りしめた。

「それは違う、少女。そんな風に決めつけてはいけない」

「……なにを言ってる？」

「ソーディは人間をはるかに超えた身体能力を持ち、この国では優ゆう遇ぐうされている。それでも……人間のほうが優すぐれていることもある」

「なに……？」

「ソーディとして生まれたからには、誰だれもが一度は剣けん士しとしての頂点を目指す。彼らは他の生き方を知らない。それがソーディの宿命なんだよ。そこの少年が、ソーディには呪いがあると言った。その宿命もまた、呪のろいの一つだ」

　イシュトは、一歩一歩、スノウホワイトに近寄っていく。

「だが、人間は違う。なんにでもなれる。可能性は――無限に広がっているんだ。見ろ、あの少年を。ソーディを超える剣士にだってなれるんだ。スノウホワイト、君も人間なんだろう。身体からだがどうであろうと、関係ない。“〝それでいい”〟なんて決めつけるのはいくらなんでも早い。早すぎる」

「……スノウには、おまえがなにを言ってるかわからない」

　スノウホワイトの目には、相変わらずなんの揺らぎもない。

　それも当然だろう。他人のわずかな言葉で揺らぐほど、人の心は弱くない。

「いいこと言うなあ、あのお嬢じようちゃん……」

　ジョーが、そっと涙をぬぐっていた。あの男は揺れやすいのか、涙もろいのか。

「まあ、あれでも生徒会長だからな。口の巧うまさは折り紙付きだ」

「少年、言っておくけど、私は舌が回るから会長になれたわけじゃないぞ」

　本当にあの後輩は、会長への敬意などかけらも見当たらない失礼な男である。

　以前のバトルロイヤルではイシュトが不覚を取ってしまったが、ここらで実力を見せておく必要もありそうだ。

「…………！」

　不意に、スノウホワイトがまた動いた。足音が聞こえず、また瞬間移動のように一気に間合いを詰つめられる。

「くうっ……！」

　スノウホワイトの横よこ蹴げりがイシュトのレバーに突き刺さる。イシュトの動きが一瞬止まり、着地したスノウホワイトは下から突き上げるようにみぞおちに正せい拳けんを叩たたき込こんでくる。

「ぐはっ……は、速いっ！」

　小さなサイボーグは勝負カンもいいようだ。深追いはせずに一度離れ、また踏ふみ込んでくる。イシュトが繰り出した二段突きを軽くかわし、跳び上がって空中でくるりと一回転しながら――オーバーヘッドキックを放ってくる。頭をめがけて放たれた蹴りが、イシュトの髪を軽くかすっていった。

「また髪に当てられたっ……」

　空から手てのような、曲芸のような。スノウホワイトは一瞬で稲妻のように動き、ヒット＆アウェイを繰り返してくる。

　イシュトの剣をかわし、的確に攻撃を当ててくる、見事な立ち回りだった。サイボーグだという話だが、センサーなどでイシュトの目線や筋肉の緊張、動きのクセなどを感知し、分ぶん析せきしているのかもしれない。そうでなければ、ここまでイシュトがいいようにやられることの説明がつかない。

「くっ！」

　スノウホワイトの旋せん風ぷうのような回し蹴りが、イシュトのあごをかすっていった。ぐらりと頭が揺れ、意識が飛びそうになる。

「……くうぅっ……まだだ」

　イシュトは、膝ひざに力を込めて崩くずれかけた身体からだを支える。

「私は負けられない。剣の学院の頂点に立つ者として、負けるわけには――！」

　イシュトは、光こう刃じんの白い輝きに包まれた雷ライ狼ロウ牙ガの柄つかを両手で握り、腕を引いて、腰こしのあたりで構える。膝を曲げ、地面を両足で強く踏みしめ、タメをつくる。さらに、全身を巡めぐっている『光コウ』を足に集中させていく。

　元剣けん将しようマナカのような神速、とまではいかなくてもイシュトもスピードには自信があった。それに、イシュトにはソーディ独特の斬ざん気きを抑えることができる。誰だれでも、程度の差はあっても敵の殺気を無意識に感じている。それを抑えて技を放てば、相手の対処は一瞬遅れる。それがイシュトの強みでもあった。

「私は私であるために、勝たなければいけないんだ。だから――」

　たとえ相手が誰だろうと、全力で行く。

　動きが読まれるなら、読まれてもかわせないように――ねじ伏ふせるまでだ。

　サイボーグならば死なないだろう。イシュトは、スノウホワイトの胸の中心に狙ねらいを定める。

　雷ライ穿セン――イシュトを剣の学院で無敵の存在に押し上げた、必殺の技である。

「はああああぁっ！」

　イシュトが床を蹴けって、弾だん丸がんのように飛び出した。いや、剣と一体となった彼女は空を裂さき、大地を穿うがつ稲妻となっていた。

　この技を放てば、イシュト自身にすら止められない。刹せつ那なにも満たない間に、イシュトと、その剣先はスノウホワイトの胸に吸い込まれるように――

「…………！」

　だが、スノウホワイトは反応を見せていた。右手を伸ばし、雷ライ狼ロウ牙ガの剣先を受け止める。それでも雷穿の勢いは止まらず、スノウホワイトの右手を串くし刺ざしにし、そのまま胸を狙ねらう。

「ふっ！」

　スノウホワイトが珍めずらしく気合いの声を上げ、右手に刺さったことで雷穿がごくわずかだけ減速した隙すきに、前に倒れ込むようにして突きを避さけ、前転してイシュトの横を通り抜けた。

「少女、お見事！　さすがに動きは抜ばつ群ぐんだな！」

　ソーディ並みのスピードがある上に、小さいだけに小回りが利くようだ。今のようなかわし方は想定外だったが、イシュトにもこの程度は予想の範はん囲い内だ。二年以上、剣の学院で鍛たん錬れんを積んできたのは伊だ達てではない。

　再び、身体からだを沈み込ませてタメをつくってからの、雷穿――

　まともに一撃目の雷穿をくらったスノウホワイトの右手は、粉々になってしまっている。完全に機械化されているのか、出血していない。

　今度は左手で止められるだろうか。ならば、三撃目を放つだけだ。

　イシュトは、スノウホワイトに身体をぶつけるようにして二撃目を撃ち込む。

　しかし――

「うぅーっ！」

　スノウホワイトが、駄だ々だっ子このように唸うなり、手首から先が砕けた右腕をイシュトに向けた。イシュトが戸と惑まどう暇ひまもなく、スノウホワイトの砕けた手首から三本の棒のようなものが飛び出してきた。

「――――！」

　銃じゆう身しんか――！

　イシュトが気づいたときには、既に銃口は火を噴いていた。

　ソーディの視力が、大粒の散さん弾だんが何十発と飛び出したのを確認する。同時に、イシュトは雷狼牙に流し込んでいた『光コウ』を一気に増幅させる。雷狼牙がひときわ白く輝いたかと思うと、その円えん錐すい状じようの刀とう身しんが真っ二つに割われて弾はじけた。

　刀身の下には、もう一つ――針のように細い刃が仕込まれていた。光こう刃じんが強力すぎて、まぶしいほど輝いている。

　イシュトの目には飛んでくる散さん弾だんが、スローモーションのように見えていた。その一つ一つを、鋭するどく繰り出した突きで木っ端微み塵じんに砕いていく。

　雷ライ穿セン・連レツ光コウ閃セン――イシュトの奥の手である。

　瞬時に繰り出された三十六段突きが、飛んで来た散弾をすべて打ち砕く。

　突きでありながら点ではなく、面の攻撃を可能とする。外側の刀とう身しんをパージして軽くなった雷ライ狼ロウ牙ガを使用して初めて使える技なのだ。

　そして、最後の突きが今度こそスノウホワイトの胸を――

「うおっ！　痛いてぇっ！」

　確かな手応えがイシュトの腕に伝わってきたが、狙ねらいは外れていた。雷狼牙の細い刃は、スノウホワイトをかばったジョーの左ひだり肘ひじのあたりを貫つらぬいた。

「神経まで繋つながったせいで痛みも伝わってくるのが欠点だよなあ。つーか、この腕のならしで、何人もソーディをぶち殺したが、腕を貫通されたのは初めてだ。すっげえなあ、お嬢じようちゃん」

「……会長なんでね」

　イシュトは、ジョーの肘から剣を引き抜き、後ろに下がった。

　とっておきまで見せておいて、仕留め損そこねるとは。むろん、褒ほめられても少しもありがたくなかった。

　ジョーたちから数メートル離れたところで、イシュトは剣を構え直した。その左右に、クロウとラーシュが並んだ。ジョーがイシュトに攻撃を仕し掛かけてくるなら、すぐさま反撃するつもりなのだろう。抜け目のない後輩たちだ。

「会長の剣、そんな仕掛けがあったのかよ。おっそろしい技だな」

「気づいてたって顔だね。そっちこそ、怖い後輩だ」

　イシュトは、クロウのほうを見ずに笑みを浮かべる。

　奥の手ではあるが、バレても問題はない。知っていればかわせるというものではないのだから。それにクロウは後輩で、仲間である。知られてもどうということはない。

　なにより今は、目前に倒さなければならない敵がいる。

「スノウホワイト」

　ジョーが、ぽんとスノウホワイトの頭に手を置いた。彼の顔には優しい笑みが浮かんでいる。

「おまえはもういい。あのお嬢ちゃんは、ちょいとケタが違うようだ。だからもういい」

「ずいぶん優しいな、中年さん」

　イシュトの言葉に、ジョーは苦笑いする。

「妙な話だよな。ただ、ソーディとの接触が多い太陽教うちに実用化テストのためにレンタルされたってだけなのに。本当の名前も、どこで生まれたのかも聞いてないのに。それでも……ただ、顔が妹に似てるってだけで甘くなるんだからな。やれやれ、人間ってやつをやってると疲れる」

「まだ人間なんだな、あなたは」

　イシュトは、少しだけ嬉うれしくなる。

　怪物の腕を繋つなぎ、その細胞に身体からだを支配されても、まだあの男は人間であろうとしているのだ。

　人間という存在に、それだけの価値を認めているのではないだろうか。

　そして、スノウホワイトを戦闘兵器ではなく、妹に似た少女として見ている。イシュトもまた、サイボーグだろうとスノウホワイトをヒトだと思っている。

「人間、か……やめたつもりだが、どうなんだろうな。なんにしても、後始末は大人の仕事だ。軍人っていうのはなあ、バカが起こした戦争にケリをつけなくちゃならんのさ」

「今回のこの騒ぎは、誰だれが始めたものなんだろうな」

　イシュトは、答えを求めるでもなくつぶやく。

「バカ騒ぎは七十年前から始まっていたのさ。そろそろ決着の頃合いだと思うがな」

　ジョーは、スノウホワイトの肩を押して、後ろに下がらせた。

　それから、右手のナイフを振り上げて――いきなり、自分の腹に深く突き刺した。

「ぐ……おっ……！」

「なにをやって……!?」

　焦あせるイシュトの前で、ジョーはさらにナイフで腹をえぐるようにしている。

「会長。あれは俺おれたちの獲物だよ」

　クロウが、イシュトの肩に手を置いて、一歩前に出た。

　日本刀を手に、油断なくジョーの動きを注視している。

　その視線の先で――ついさっき、人間だと思えた男は本当にヒトをやめつつあった。





　ジョーの髪が、染髪料でもかけたように真っ白に染まっていく。

　左腕はさらにふくれあがり、肉体とのバランスは完全に崩くずれてしまっている。目はぎょろりと見開かれ、口は大きく裂さけている。尖とがった犬歯がさらに、長く鋭するどく伸びていく。

　彼の腹に突き立てられていたナイフが、盛り上がった筋肉に弾はじき出されるようにして飛び出し、ぼたぼたとこぼれていた血がぴたりと止まる。

　もはや、ジョーの姿は怪物以外のなにものでもなかった。エイジンの細胞がジョーの身体を大きく浸しん食しよくし、人の形を失わせてしまったのか。

「なんだ、あのクリーチャー。誰のデザインだよ？」

「クロウ、のんきに突っ込んでる場合じゃ……」

「うおおおおおおおおおおおおお！」

　ジョーが狂くるったような雄おたけびを上げた。びりびりと空気が振動している。

「うるせー！　どうなってんだよ、おっさん！」

「ふ、ふ、ははははは！　この左腕はなあ、とにかく生きたいのさ！　だが、腕だけじゃそのうち干からびちまう。宿やど主ぬしが必要なんだよ。もし宿主に危機が訪れれば、全力で敵を排はい除じよしようとする。つまり――」

「おっさんが死にかけるとパワーアップするってことか」

　身みも蓋ふたもなかったが、他に言いようもない。

　クロウはいつもの中段の構えを取って――

「おおおおおおおおおおおおっ！」

「なっ……!?」

　再び叫びを上げながら、ジョーが飛び掛かってくる。左腕の刃が風を巻き込みながら振るわれる。

「うおっ！」

　クロウはかろうじて、日本刀でその刃を受け流す。しかし、ジョーは止まらずに右の拳こぶしを振るってきた。

　ずん、と鈍にぶい衝撃が左肩に走った。同時に胴どう払はらいを仕し掛かけていたおかげで、なんとか拳の勢いは殺せていたが、そのまま後ろに飛ばされそうになり、かろうじて踏ふみとどまる。

　ジョーの右腕もパワーアップし、ソーディ並みの――剣けん姫きクラスと比べても遜そん色しよくない腕力になっているようだ。まともにくらっていたら、肩の骨が砕けていただろう。胴払いは、筋肉に阻はばまれて、たいしてダメージは与えていないようだ。

「俺おれを忘れちゃ困るね！」

　そこに、ラーシュが飛び込んできた。獣じゆう斬ざんを勢いよく真横に薙なぐ。ドン、とジョーの左腕が鈍い音を立て、剣を鱗うろこで止めている。

「忘れちゃあいないさっ！」

　ジョーが右腕を伸ばし、ラーシュの喉のどを掴つかむ。そのままジョーは足を絡め、大おお内うち刈がりでラーシュを床に押し倒した。

「ぐっ、ううぅっ……！」

　床に押しつけられ、首を絞めつけられて、ラーシュの顔が苦痛に歪ゆがむ。

「てめぇっ！」

　クロウが右手一本で剣を振るい、ジョーの首を狙ねらう。しかし、ジョーはラーシュから手を離し、床の上を回転して逃れる。

「逃がすかよ！」

　立ち上がったジョーに、クロウは再び片手のみで剣を振るう。振り始めが見えない、軌き道どうも読めない剣が、ジョーの首を斬きり落とす――かのように思われた。

　ガチンッ、と金属がぶつかり合う音が響いた。いや、金属同士の激突ではなかった。

「なん、だ……そりゃあ……」

　クロウには目の前の光景が信じられなかった。

　首を狙ねらったクロウの一刀は、ジョーの歯に阻はばまれていたのだ。ジョーはクロウの剣を歯で噛かんで止めている。いくらパワーで劣おとる人間、それも片手の一撃とはいえ、考えられないことだった。

「ふかふぁえたぁ……」

　捕まえた、と言ったのだろうか。クロウが戸と惑まどった瞬間、また衝撃が来た。ジョーの前まえ蹴げりが、クロウの腹にめりこみ、背中まで抜けそうな勢いで炸さく裂れつしていた。

「ぐおっ……！」

　クロウは古コ流リユウでジョーの蹴りを読み、みずから後ろに跳んで衝撃を逃がしていた。そうでなければ、内臓破裂どころか、本当に蹴りでボディを貫通されていたかもしれない。

「少年！」

　勢いよく飛ばされたクロウの背中に、柔やわらかいものが当たった。振り向くまでもなく、イシュトが受け止めてくれたとわかった。

「……意外と柔らかいすね、会長。もっと洗濯板かと」

「君の減らず口は、どんなときになくなるの？」

「唇を塞ふさいでもらえば、言えなくなるんじゃないすかね」

「残念ながら、私はまだ君の剣には恋してないかな」

「あれ、ソーディのそういう性質も受け継ついでるのか？」

　クロウはなにげなく言った。

　イシュトの正体について、クロウはなんとなく察さつしがついてきていた。

　ソーディの呪のろいである斬ざん気きを抑えた攻撃、明あか里りに見せた優しさ、スノウホワイトにも手加減している様子があり、敵である彼女を励はげましてすらいた。

　そこで、クロウは一つの事実を思い出したのだ。

　ソーディと人間の間には、子供が生まれるということを――

「少年、君は……」

「まあ、助かりましたよ。あのまま吹っ飛んでたら、死んでたかも」

　クロウはここでこれ以上、イシュトの正体を追及するつもりはなかった。そんなことをしている場合でもない。

「忘れちゃ困るって言ってるだろ！」

　ラーシュが、一人で奮ふん戦せんしている。彼の獣じゆう斬ざんの斬ざん撃げきも、左腕に何度も阻まれているようだ。左腕に当たると、ラーシュの強力な一撃ですらも弾はじき返されてしまっている。

「あの腕、やっぱすげえなあ。どうしたもんかな……」

「私の剣なら、あるいは……」

「無理でしょ」

　クロウはきっぱりと言い切った。

「本当に鋭するどいな、少年は……」

　既にクロウは気づいている。イシュトがさっきスノウホワイトの散さん弾だんを防ふせいだ雷ライ穿セン・連レツ光コウ閃センは、一瞬のうちに何十回という高速の突きを繰り出す技だ。いくらソーディとはいえ、肉体に相当な負担がかかったはずだ。もう一度あの技を使うのは難しいだろう。

「それに、あいつには俺おれたちが――剣けん聖せいの弟で子しが相手をしてやらねえと。あんな姿になってまで戦ってるんだしな」

「私には、少年に付き合う義理があるとは思えないな。奴やつの復ふく讐しゆう心しんは、ただの逆さか恨うらみじゃないか」

「逆恨みだからこそ――ぶつけないと晴らせないんだろうさ。それに、こっちにも理由がある。あいつは日ひ奈な子こを――」

「あのー、いったい、なにがどうなっているのですか……？」

　緊張感に満ちていた神しん殿でん内に、間ま延のびした声が響いた。

　あまりにのんきな声のせいで、ラーシュとジョーの戦いがぴたりと止まってしまう。

　声を発した本人――桜さくら井い日奈子は椅い子すから立ち上がり、周りを見渡している。

　どうやら、眠らされていただけで、拘束はされていなかったようだ。

「日奈子！　そこから動くんじゃない！　座ってろ！」

　クロウが声をかけたときには、もう遅かった。日奈子は、意外に身軽にステージから下りてしまっていた。

　それから、とことことクロウのほうへ歩いてくる。

「どこですか、ここ？　クローにラーシュに、胸が残念な会長……」

「あはは、少年。君はあの子になにを吹き込んでるのかな？」

「痛たたたっ！」

　イシュトが、両りよう拳こぶしでクロウのこめかみをぐりぐりとえぐってくる。充分、手加減はされているだろうが、頭ず蓋がい骨こつが砕けそうなほど痛い。

「それと……んん？　なんなのです、この生き物は？」

　日奈子がジョーを見て、きょとんとしている。クロウたちは変化する様を目の当たりにしたが、いきなり目撃すると人間かどうかもわからないらしい。

「……俺だよ、太陽の乙女。あんたを連れ去った者です」

「ああ。その節はお世話に……」

「いや、違ちげぇだろ」

　日ひ奈な子この天然丸出しの台詞せりふに、クロウは別の意味で頭が痛くなってきた。

「俺おれからも頼む。太陽の乙女、あんたは下がっていてくれ。できれば巻き込みたくないんだ」

「わたしも……香か苗なえのお兄さんがあまり変なことにはなってほしくないのです」

　日奈子の目には、変わり果てたジョーを恐れる様子はない。彼女も、ソーディの戦いに巻き込まれれば怯おびえることもある。恐怖心がないわけではないのだ。自分の恩人の兄に親近感でもあるのかもしれない。

「そう言われても、もう割と手遅れだな。見てのとおりだ」

　ジョーは、異い形ぎようの左腕を前に突き出してみせた。それでも、日奈子は動じない。

「わたしには、香苗に返しきれない恩があるのです。もう返せないのなら……せめて、お兄さんには生きていてもらいたいのです」

「おいおい、そんなこと言っちゃあいけないよ。坊ぼうやたちが俺と戦いにくくなっちまうじゃないか。それはそれで困るなあ」

「クロー……」

　日奈子が、クロウに困ったような目を向けてくる。

　クロウは、日奈子のほうに駆かけ寄より、彼女をかばうように立った。

「悪わりいけど、日奈子。あのおっさんを殺さないように仕留めるのはかなり難しいぞ」

「……言ったことは、ただのわたしの気持ちです。クローを苦しめるつもりなんてないのです」

　日奈子は、そっとクロウの背中に寄り添そうようにしがみついてきた。

「ありがとうございます、クロー。あなたはいつでも、わたしを助けに来てくれるのですね……」

「俺が来たってことは、もう助かったのと同じだ。だから――安心して待ってろ」

　クロウは不思議と、いつもの「仕事だから」の台詞を言わなかった。少なくとも今日の自分は仕事だから来たとは思っていない。そういえば、シルフィに報告すらせずに殴り込みをかけてしまっている。あとで問題になるだろうが、後悔はなかった。

　クロウは、数歩進んで、ジョーに近づいた。彼のそばではラーシュが剣を構えて、いつでも戦闘再開できる準備をしている。

「少年、格好いいこと言うなあ。でもよ、太陽の乙女がおまえさんのところにいる限り、太たい陽よう教きようはいつまでも狙ねらうぜ？」

「教きよう祖その娘だからって熱心なことだな。頭が下がる」

「ははっ、導どう師しの娘だから？　なにをピントのズレたことを言ってる。つーか、おまえさんだってわかってるはずだろう」

　ジョーは、右手を挙げて天を指さしてみせた。

「春に、空の扉が開いたよな。あれは、そこの太陽の乙女がやったことだろう？　坊ぼうやも見てたんじゃないのか。なら、もうわかっているだろう」

「知らねえよ」

　それは、半分本当で半分は嘘うそだった。空の扉の一瞬の解放は、確かに日ひ奈な子こがなにかしたのだろう。だが、実際になにが起きたのかはクロウもまったくわかっていない。

「太陽の乙女は、空の扉を守り、扉から力を授さずかった者の末まつ裔えい。扉を開く力を持ち、そして――この世界に訪れた異い邦ほう者しやたちを“〝強制送そう還かん”〟させることも可能だという」

「強制……送還……？」

「わたしが……？」

　クロウと日奈子は同時につぶやいた。

　ジョーは、なにかとてつもないことを言っている。

　異邦者とは、もちろんソーディのことだろう。七十年前、世界中の空から降り立った者たち。

　ソーディたちがこちらの世界に来たのが偶然ではなく、仕組まれたことだったとしたら。

　あるいは、その逆――向こうの世界に戻すことも仕組めるのかもしれない。

「って、なんでてめえがそんなこと知ってんだよ」

「俺おれはこれでも太たい陽よう教きようの幹かん部ぶ、戦闘部隊をまとめてるんだぜ？　少しくらいは情報を持ってるっての」

　そうだ、日奈子が以前に妙なことを言っていた。

　正確には、日奈子がお付きの者から聞いたという言葉。

　太陽の乙女は、人類の希望だと――

「どうして……そんなことをわたしたちに話したのですか……？」

　日奈子は、呆ぼう然ぜんとした顔で問いかける。

「坊やたちじゃない。あんたに話したんだよ、太陽の乙女。あんたには知っておいてもらいたい。あんたが背負ってる運命のことをな。俺は知りたいのかもしれない。香か苗なえが助けたあんたが、それを知った上でどう生きるのか――」

「わたしの、運命……」

　日奈子は、ぼんやりと言った。

　それも無理のないことだろう。いきなり言われて受け入れられる話ではない。

　クロウの頭も混乱し始めている。ならば――

「ええいっ、んなこたあどうでもいい！」

「いきなり元気になったなあ、坊や」

「もう終わりだ、おっさん。これ以上あんたと遊んでられない」

　さっきからずっと光身も発動させたままだ。これ以上は、身体からだへの負担が大きすぎる。

　クロウはさっと踏ふみ出した。ラーシュも、タイミングを読んでいたように同時に動く。

「うおおおおっ！」

「ああああああああっ！」

　クロウとラーシュ、二人の剣けん聖せいの弟で子しが同じタイミングで剣を振るう。

「代わり映えしないなあ、ガキども！」

　ジョーは左腕でクロウの剣を受け止め、ラーシュの豪ごう剣けんを脇腹にかすらせながらかわす。斬きり込みは浅かったが、それでも強力なソーディの一撃は、ジョーの腹をごっそりとえぐり取り、血をしぶかせた。

　しかし、それだけでは獣けものと化したジョーは少しも怯ひるまなかった。

「くっ、惜おしかったっ」

　二人はジョーから距離を取り、ラーシュがクロウの横にふらふらと寄ってくる。

「なにやってんだ、ラーシュ。おまえのほうがパワーあるんだから、ダメージくらい与えろよ」

「そうは言うけどね、クロウ。いくらあいつでも、首とかなら斬れるんじゃない？　おまえの読めない太た刀ち筋すじの出番だろ」

「人に面めん倒どうを押しつけるなよ」

「それはこっちの台詞せりふだよ！」

　七年間、ともに育った兄弟弟子たちは、口汚く罵ののしり合う。

「ラーシュ、おまえなんかすげー必殺技とかねえのかよ？」

「凄すごい無む茶ちやぶりだね。クロウこそ、九きゆう天てん聖せい斬ざんとか花カ散サン乱ラン撃ゲキとかはどうしたの？」

「隙すきがねえんだよ、隙が。あんなモンスター、どうやって隙を見つけたもんか」

「……隙があればいいの？」

　ラーシュが、ちらりと視線を送ってくる。

「ああ、一瞬でいい。できんのか？」

「俺おれも、伊だ達てにマナカやブレイズたちと戦ってきたわけじゃないよ」

　ラーシュは意味ありげに笑った。その笑いが――冗談や虚きよ勢せいでないことは、クロウにはすぐにわかった。

　ならば、とクロウとラーシュは再び駆かけ出した。

　まるでジョーにまとわりつくように、それぞれの剣を繰り出す。

「だから、何度同じことを！　ガキども、それでもあの女の弟子か!?」

「嫌になるほどあの女の弟子だよ！」

　クロウは、叫びながら片手で剣を振るう。だが、分厚い筋肉の鎧よろいに阻はばまれて、まるで刃が入っていかない。ダメージもまったく与えていないようだ。

　ラーシュ、なんかやるならさっさと――

　と、クロウが続けて袈け裟さ懸がけに振るった剣がジョーの左腕の刃に受け止められ――

「なっ!?」

　パキン、と乾いた音とともにクロウの日本刀がぽっきりと折れてしまった。折れた刃先はくるくると宙を舞ってから、床に落ちる。

「うおおおお!?　折れたっ!?」

「なにしてんの、クロウ！」

　最悪のところで、最悪な事態になってしまった。ここ数すうヶか月げつの剣の酷こく使し、さらに何度もジョーの左腕に打ち込んでしまった上に、歯で止められたのもまずかったかもしれない。

　ヤバイ、どうすれば――

「ロウーっ！」

「げぇっ！」

　キーンと神しん殿でんを震わすほど高い声が響いた。クロウにはその声の主が誰だれなのか、わざわざ確認するまでもなくわかった。

「セフィ、なんでここに!?」

　学院に置いてきたはずなのに、ついてきていたとは。

　しかも、これまた最悪のタイミングだった。セフィは剣を失ったクロウを助けようとしてしまうだろう。それはほとんど自殺行為だ。

「…………っ!?」

　唐突に、今度は耳みみ障ざわりな音が、神殿内に響き渡った。

　ガラスが割われた音だと気づいたのはその直後、そこから飛び込んできたものにクロウが気づいたのもほぼ同時だった。

　なにかがとてつもない速度で、クロウをめがけて飛んでくる。

　あれが直撃したら死ぬ――クロウはそう直感した。

「危ないっ、ロウっ！」

　そこにセフィが割り込んできて、飛んで来たそれを片手でキャッチした。バチンと強烈な音が響き、セフィの顔が苦痛に歪ゆがむ。

「いったー……って、日本刀!?」

「セフィ！　そいつをくれ！」

　セフィが受け取ったそれは、まぎれもない日本刀だった。クロウは持っていた折れた剣を投げ捨て、セフィのほうに手を差し出す。

「な、なにがどうなってるのかわからないけど……！」

　セフィはひょいっと、日本刀をクロウのほうに投げてくる。クロウはそれを受け取り、肩を蹴けられた衝撃でまだ上う手まく利かない左手で握りしめる。

「ラーシュ！」

「わかってるよ！」

　クロウに応え、ラーシュはジョーに向かって走り出した。ジョーは、ごちゃごちゃやっていたクロウたちを警戒していたようだが、即座に迎撃態勢を整える。

「このバカガキが！　何度来たって同じ――」

　そう言いかけたジョーの前で、異変が起きた。

　同じなどではなかった。ラーシュは、にやりと笑うと、突然――分裂した。

「なにっ……!?」

　ジョーの獣けものの目がこれでもかというほど見開かれる。

　彼の視線の先には――三人のラーシュがいた。

　三ツ身分身。元剣けん将しようマナカが得意とする、断続的な高速移動による残像現象である。

　しかし、マナカは最大で七つの分身をつくり出し、片足を斬きられた状態でも五ツ身分身が可能だった。つまり、ラーシュはまだ片足のマナカにすら劣おとっているということだ。

「それでも充分――！」

　ラーシュが叫んだとおりだった。ジョーはあまりの異常事態にとっさに反応できなかった。三人のラーシュが同時に剣を振り上げ、一気に斬り下げる。

「ぐおおおおっ！」

　右肩から腹まで袈け裟さ懸がけに斬られ、ジョーが絶叫する。傷は浅いが、確実にダメージを与える一撃だった。

　もちろんクロウは、兄弟弟で子しがつくった最大のチャンスを逃さなかった。

「おおおおっ！」

　鞘さやに収めたままの日本刀を握り、光身を最大限に発動させ、ジョーのふところに飛び込んだ。

　ラーシュの攻撃によって、ジョーには隙すきができている。

　だから、クロウには見える。

　九きゆう天てん聖せい斬ざん――光身を発動させたときのみ使える秘技。

　今のクロウではまだ見みい出だせない、ほんのわずかな隙――敵を斬り裂さく軌き跡せきが白い光の筋となって可か視し化かされる。ただ、そこをなぞればいい。クロウの師である、剣けん聖せいヒョウカの太た刀ち筋すじをもって、斬ざん撃げきを放つ。

　剣聖ヒョウカへの憎しみを持つ男へのはなむけとして、もっともふさわしい技だろう。

「うおおおおおおおおおっ！」

　クロウは日本刀の柄つかを握りしめ、一ひと筋すじの軌跡をなぞる。

　この戦いを終わらせるのにもっともふさわしい軌跡を――鞘から奔はしったクロウの剣が、斬り裂いていった。

「…………っ！」

　ジョーは声にならない叫びを上げて。

　斬きりながら走り抜けていったクロウに振り向きもせず。

　ただ、ちらりと自分の左肩に目を向けた。

　バッ、と血が噴水のように飛び出した。

　ジョーの左肩、その付け根から彼の――エイジンの腕が切り離され、ぼとりと床に落ちた。ぴくぴくと痙けい攣れんしているが、さすがに腕だけでは動けないようだ。

「あんたのその腕は、俺おれの力じゃ斬れない。だったら――斬れるところを斬ればいいだけの話さ」

　ジョーの左肩は、エイジンの腕と繋つながっている。エイジンの腕が頑丈で、血管や神経がしっかり繋がっていようと、繋ぎ目というのはもろいものだ。

　クロウの剣は、そこを正確に断ち切ったのだ。

「俺の――勝ちだ、ジョー」

　師匠せんせいみたいに、勝つ前に言えれば格好いいんだけどな、とクロウは少し残念だった。

　もっともそんな余裕はひとかけらもなかったのだが。

「ははっ……すげえなあ、クロウ。おまえさんは……人間のままでソーディを超えやがったんだなあ……」

　ジョーは、さわやかに笑い、がくりとその場に膝ひざをついた。

　ふくらんでいた筋肉や、異常な光を帯おびていた目が元に戻っていく。白く染まった髪だけは、もう戻らなかった。

「ジョー」

　スノウホワイトが、ジョーを支えるように彼の背中にぴったりとくっついた。

「よう、ありがとう、スノウホワイト。でもあまり俺に近づくとヤバイぜ……？」

「スノウは、ジョーがいいロリコンだと信じてる」

「ありがとう……」

　礼を言うことかな、とクロウは呆あきれた。

　ともかく――終わったようだ。クロウは、ゆっくりと刀を鞘さやに収める。

　トドメを刺すべきなのだろうが、スノウホワイトがくっついていてはやりづらい。

　それに、クロウはなんとなくジョーを殺す気が失うせてきていた。あの男にも、戦う理由があることを知ってしまったせいだろうか。

「ロウ！」

「クロー……」

　セフィと日ひ奈な子こが駆かけ寄よってくる。イシュトも、にっこりと笑顔を向けてくれている。

　女の子にねぎらってもらえるなら、死闘にも少しは価値があったかな。

　クロウはそんなことを考え、近づいてくるセフィと日ひ奈な子こに笑みを向けようとして。

　二つの発砲音が響き――

　クロウは背中に、灼しやく熱ねつしたなにかがどっとめり込んでくるのを感じた。





「おお……？」

　クロウは、後ろを振り向いた。

　そこには――神しん殿でんの入り口近くで、拳けん銃じゆうを構えた一人のシスターの姿があった。

「明あか里り……？」

　つぶやいたクロウの背中に激痛が走る。

「ロウっ！」

「クロー、背中……背中を撃たれているのです」

「慌あわてるな」

　クロウは、駆かけ寄よってきたセフィと日奈子を手で制せいする。

「撃たれたのは俺おれだ。おまえたちが撃たれたんじゃないんだから、焦あせるこたーない。つーか、二人に当たらなくてよかった」

「ロウ、バカ言ってるんじゃないの！　あんたが撃たれて焦ってなにがおかしいのよ！」

「セフィがデレたのです……」

「うるさい！　ヒナも心配かけないの！」

「ごめんなさい……」

　セフィに怒鳴られて、日奈子がしゅんと落ち込む。

「あ、こっちもごめん。あたし、もうなにがなにやらで……」

「いいから、二人とも俺から離れてろ。ラーシュ、会長。二人を頼む」

「え、ちょっとロウ。なにを……」

　呆ぼう然ぜんとするセフィの前で、クロウはよろよろと明里のほうへ歩いて行く。

「クロー、待ってください。血がどくどく出ているのです。死んじゃうのです」

「大丈夫だ、急所は……外れてる」

　脊せき椎ついには当たっていないし、おそらく臓ぞう器きにも達していない。入ったままの弾を抜かないと危険だが、それはあとでもいい。

「ロウ！　あの女はあたしが――！」

「いいんだって、セフィ。俺に任せてくれ」

「は……!?」

「明里とちょっと話すだけだ。なにも心配はいらねえよ」

「なに考えてるの！　あんた、あの女に撃たれたのよ！」

「俺おれは、女の子に撃たれたくらいで怒るような男じゃない」

「どれだけ女に甘いのよ!?」

「無限だ」

「……あんた、いろんな意味で最強よね」

　クロウはセフィに笑いかけてから、明あか里りの前に立つ。

　まだ構えたままの拳けん銃じゆうの銃口がクロウの身体からだに当たるほどの至近距離だ。

「ク、クロウ……わたし……」

「おまえも無事でよかったよ。おっさんになんかされたんじゃないかと、気が気じゃなかった」

「クロウ！　わたしは！」

　明里は拳銃を持ち上げ、クロウの額ひたいに向ける。

「わたしは、あんたを見ていられなかった……！」

「なに……？」

「クロウ、あんたはわたしの敵で……だから、たとえ死ぬようなことになっても割わり切るつもりだったわ。でも……でも……」

　明里の目には、涙が浮かんでいる。

　いつも泣いていることが多い彼女だが、これほど悲しそうな顔は見たことがなかった。

「やっぱり、クロウはわたしの幼なじみだもの。いつもスカートめくりとかしてる、バカな子供だったけど、それでも友達だった……」

「あまりそういう過去の悪あく行ぎようは……」

　クロウは、背後で殺気が立ち昇のぼるのを感じた。おそらく、金髪サイドテールの少女の綺き麗れいな顔が怒気に歪ゆがんでいることだろう。

「友達だった！　だから、あんたが……優しかったあんたが剣を振るって、簡単に人を斬きっちゃうことがたまらなかったのよ……」

「……それが俺の役目なんだよ」

「あんな、恐ろしいソーディたちに囲まれて、いつも危ない戦いをしてる。もう、わたしは見ていられない。ううん、この目で見なくてもクロウがどこかで斬り合いをしてると思うだけで、怖くて怖くて……」

「だから、撃ったのか。終わりにするために……」

「逃げたのは、ソーディが怖かったからだけじゃないわ。剣の学院にいたら、なにもできなかったから。せめて、わたしの手で終わらせるために……」

「人のことは言えねえけど、明里も極端だな……つーか、それならちゃんと狙ねらえよ」

　クロウは、思わず苦笑いしてしまう。

　弾は外れたのではない。外したのだろう。訓練を受けた者なら充分に拳銃の射程内、それにクロウは完全に油断していた。頭や心臓を撃ち抜くことは難しくなかったはずだ。

「やっぱり、明あか里りにゃ人を殺すのは無理だ。だからな……ずっとそのままでいてくれ」

「なっ……！」

「俺おれはこれからも人を斬きるだろう。明里に止められるならそれも悪くはねえけど、それでも……」

「ダメ……ダメよ……。クロウがわたしに人を殺してほしくないみたいに……わたしだって、クロウに殺してほしくないのよ！」

　明里がぼろぼろと涙を流しながら、拳けん銃じゆうの引き金に指をかけた。

　クロウの目には、その指の動きがコマ送りのように見えていた。剣けん士しとして鍛きたえ上げられた肉体が、なかば勝手に動く。

　クロウは引き金が引かれる直前、すっと身体からだを深く沈めた。

　日本刀の柄つかに手をかけ、素早く刃を鞘さや走ばしらせる。明里が数ミリ指を動かすよりも、クロウが抜ばつ刀とうする動きのほうがはるかに速かった。

　人間としては最速の剣が、鞘から飛び出して閃せん光こうのように奔はしる。

　その刃が向かう先には――黒い煙けむりが立ち昇のぼる、分厚い剣があった。

「ラーシュっ！」

　ガキンッと、激しい金属音が響き、火花がばちばちと飛び散った。



    

  
    
      



    

  
    
      

　古コ流リユウによる受け流しが、今まさに明あか里りの身体からだを斬きり裂さこうとしていた獣じゆう斬ざんの黒い刃を逸そらしていた。

「……クロウ」

　剣を弾はじかれたラーシュが、そのままの体勢でクロウに鋭するどい目を向けてくる。

「よせ、ラーシュ。明里は引き金を引いてない」

　そのとおり、明里は引き金に指をかけたまま、固まっている。

「その子にクロウを殺せるとは思っていないさ。けど、その子はおまえを――」

「明里が、なんだ？」

「その子は、おまえを変えてしまう。剣けん士しになる前のおまえに戻ることを望んでいる」

「今のところ、剣士をやめる気はねえよ。つーか、ラーシュ……」

　クロウは、ラーシュの心を覗のぞき込こむように、目の奥をじっと見つめる。

「学院で明里を逃がしたのは、おまえか？」

「なんでそう思う？」

「俺おれがおまえの行動を読むのに、根拠とかいんのか？」

「……ないね、兄弟」

　ラーシュはうっすらと笑い、獣斬を鞘さやに収めた。それから、くるりと踵きびすを返す。

「あとのことはクロウと会長に任せる。さっきの分身のせいで、足が痛くてね。また病院送りだ」

　ラーシュはそう言うと、神しん殿でんの出口へと歩き出した。

「……久しぶりだったな、ラーシュ。おまえと剣を交えたのは」

「ああ。おまえはやっぱり強いね。本当に……強い」

　ラーシュは、軽く手を挙げて、神殿から出て行った。

　クロウにも、もちろんラーシュのすべてがわかっているわけではない。

　彼がなにを望み、なにを目的としているのか。

　だが、ラーシュも、明里と同じようにクロウのほうを向いている。

　ラーシュは彼なりの思惑があって、明里に斬りかかったのだろう。それを責めるつもりは、クロウにはなかった。

「クロウ……」

　クロウは、泣いている明里のほうに向き直った。そして、ぶるぶると震えている拳けん銃じゆうの銃じゆう身しんを軽く握る。

　いつでも撃てたのに、明里はやはり撃たなかった。ラーシュへの対処を優先したのは、撃たれないという確信があったからだ。

「また怖いところを見せちまったな。悪い」

「……本当に悪いわ」

　そう言って、明あか里りは拳けん銃じゆうを下げた。涙は止まらないままだった。

「明里、おまえが……俺おれのためを思ってくれたことはわかってる」

「……うぬぼれないでよ」

「悪いな。それでも俺は、戦い続けるしかない。特に今は――守らなきゃならない奴やつらもいるしな」

　クロウは、ちらりとセフィと日ひ奈な子こに目を向けた。

　あの二人を守ることを、クロウは決めている。そして、クロウ自身もまた、彼女たちに守られている。

　戦いが続く限りは、クロウは剣を振るい続けるしかないのだ。

「バカね、クロウ……」

「頭のいい人間が、ソーディと剣でやり合おうなんて思わねえよ」

　クロウは、拳銃を握っている明里の手を優しく撫なでた。

「これからは、明里のことも守らなきゃならねえしな」

「なっ……！　わ、わたしは守ってくれなんて……！」

「守るさ」

　クロウは優しく言った。

　これから、明里が太たい陽よう教きようでどんな位置に立つことになるのか。事態がどう転ぶにしても、クロウは幼なじみである少女を見捨てることはできない。

「……どうせ変わるなら、バカなところが変わればよかったのに」

「まったくだ」

　明里の言葉は、素直になれない憎まれ口だということはクロウにもわかった。

　おそらく、今の明里はもうクロウの死を願ってはいないだろう。このまま二度と、彼女が銃の引き金を引くことがなくなればいい――クロウは心からそう願う。

「おっ」

　そこに、けたたましいサイレンの音が響いてきた。

　車が走り回っている音も聞こえてくる。

「警察が来たか。まあ、こんな田舎いなかでもあんだけドカドカ銃声が響けば、そりゃ踏ふみ込まれるわな」

　クロウは他人事のように言い、さりげない動きで明里の手から拳銃を取り上げた。

　警察が来たときに、こんなものを持っていてはまずい。

「おい、坊ぼうや。そいつを俺によこせ」

「……なんだ、おっさん。おいしいところを持ってく気かよ」

　クロウは、どくどくと出血している肩を押さえもせずに座り込んでいるジョーに、拳銃を投げつける。

　ジョーはそれを右手で受け取り、にやりと笑った。

「大人はずるいもんだよ。おまえさんにもそのうちわかる。それとな、代わりと言っちゃあなんだが……」

「ああ」

　クロウは、ジョーに頷うなずいてみせた。

　彼がなにを言いたいのか、それくらいは簡単に察さつしがついたのだ。

「それじゃ、帰るか……っと」

　クロウは、ふらりとよろめいた。

　戦闘の疲労に加え、出血のせいで既に限界が来ていたのだ。

「ロウ！」

「クロー」

　倒れかけたクロウを支えたのは、目の前にいた明あか里りではなく、セフィと日ひ奈な子こだった。

　二人の少女の甘い香りに包まれ、クロウは自分は意外と幸せな男ではないかと思った。

「そういや……」

「え？」

　セフィがきょとんとする。

「この日本刀、いったいどこから飛んで来たんだ？」

　クロウは、セフィに渡された日本刀をあらためて眺ながめる。

　長さや重さ、それに拵こしらえ。どうも、クロウが元から使っていた日本刀に似ている気がしてならなかった。

　そしてなにより、クロウがよく知っている誰だれかが好むタイプでもある。

　まさか、な――

　クロウは一瞬頭に浮かんだ疑ぎ惑わくを、ひとまず忘れることにした。





　太たい陽よう教きようの神しん殿でんを見下ろすその丘に、一つの人影が立っていた。

　夏だというのにロングコートを羽織り、長い髪を風になびかせている。

　月明かりも木々に阻はばまれ、あたりは深い闇に包まれていて、その顔には暗い影が落ちている。

　丘から神殿までは軽く二キロはあるだろう。

　それでも、そこに立つ人物の目には、神殿の窓を通して中の様子がはっきりと見えていた。

「終わった、か」

　見物だけで済ませるつもりだったが、余計な手助けをしてしまった。

　もっとも、あの少年ならば剣がないならないで、どうにでもしただろう。そういう力を持った少年だと、その人影は知っていた。

　口元に薄い笑みが浮かぶ。

　少年は、変わりつつある。それは、彼の周りにいる少女たちのおかげか。

　変わったことが、彼にとってプラスになっているのか。

　それは、まだ判断がつかない。

　変わりつつあることを、誰だれかに変えられることを許せない者もいるようだが。

「まだだな。まだこれからだ」

　人影はぼそりとつぶやくと、不意に煙けむりのように姿を消した。

　立っていた場所には、足跡すら残っていなかった。

　まるで、最初からそこには誰もいなかったかのように。



    

  
    
      


エピローグ





　教団内に、赤い回転灯を輝かせた車両が何台も駐とまっている。

　警官たちが何十人も走り回り、信者への事情聴取や建物の調査をしているようだ。

「あーあ、えらい大騒ぎだな」

「あんたが、騒ぎの張本人でしょ」

　セフィが、じろりと睨にらんでくる。

　まあな、とクロウは苦笑して息をつく。

　彼は神しん殿でん入り口前の階段に座り込み、救急車が来るのを待っているところだ。横にセフィが立って周囲を警戒し、日ひ奈な子こが後ろに座って、クロウの傷口をハンカチで押さえてくれている。

「やー、怒られた、怒られた。これでも優等生でやってきたのに、形なしだな。直接報告に行くのが怖い」

　イシュトがケータイをポケットにしまいながら、困ったように笑った。

　彼女は今夜の殴り込みをシルフィに報告していたのだ。当然というか、無許可での行動にシルフィはご立腹らしい。

「あの、なんだったらあたしから姉上に話してみましょうか？」

「いや、いいよ、セフィ様。一応、教団の武装戦力も減らせたし、多少の成果はあったから。怒られる程度で終わりだろうな」

　イシュトは、ひらひらと手を振りながら言った。

「それに……私たちの本来の任務にも関係がないでもなかったから」

「無む駄だ骨ぼねだった、とわかっただけなんだけどな」

　クロウは苦笑して、数メートル先にいるジョーを見た。

　地面に座り込んで、警官から応急手当てを受けている。肩からごっそり腕を斬きり落とされたせいで、出血が激しい。逮捕の前に手当て、となったのだ。

　ジョーによると、教きよう祖そはこの神しん殿でんにはいない。というより、十年以上、この教団本部に来たこともないそうだ。

「教祖捜しはまだまだ続く、か……悪かったな、日ひ奈な子こ。ずっと黙だまってて」

「いいのです、別に。当然のことだと……思いますから」

　クロウはさきほど、自分たちの任務が教祖の捕ほ縛ばくであることを日奈子に説明した。なかば予想はしていたが、日奈子の反応は薄かった。どこまで本心かはわからないが。

「とにかく、教団との戦いに一区切りついてよかった。少し甘いとは思うけどな」

　イシュトが、少し困ったように笑った。

　ジョーは太たい陽よう教きよう戦闘部隊のリーダーとして、今回の件の罪をすべてかぶるつもりだ。明あか里りを含ふくめて、一般信者に罪が及ばないように。

　クロウはそれを受け入れ、余計なことをしゃべらないと決めた。幹かん部ぶのジョーが捕まったことで、教団による新しい動きも起こるだろう。教祖捜しが手て詰づまりになっている現状、それは悪いことではない。

「つーか会長だって、けっこう甘いじゃないすか」

　罪をかぶる代わりにジョーが持ちかけてきたのは、ただ一つ。スノウホワイトの安全だった。

　正直なところ、あの危険なサイボーグは捕まえておきたいところだが、幼い少女を警察に引き渡すのも気が引ける。

　なにより、イシュトが進んでその条件を呑のんだ。ジョーが言い出さなければ、自分から提案していたかもしれない。

　ダイナスト社からスノウホワイトの予備パーツが、いくつか供与されているらしく、手の付け替え程度ならば太陽教でも可能らしい。

　明里がスノウホワイトを本部から連れ出すことになり、二人は既に脱出しているのだ。

「サイボーグだろうがなんだろうが、子供だよ。罪を犯おかしてるとしても、自分の意志でじゃない。甘いってほどじゃないだろ」

　イシュトは言って、こちらに歩いてきた警官に応対しに行った。彼らに説明しなくてはならないことは、いくらでもある。

「救急車、遅いわね。なにしてるのかしら……」

「セフィがクローをだっこして病院まで運んだほうが早いのでは」

「だ、だっこって……」

「いや、ダメだろ……」

　クロウは二人ののんきな会話に呆あきれる。

　背中に弾だん丸がんが二つもめり込んでいるのに、身体からだを盛大に揺らしながら運ばれてはたまらない。

「ロ、ロウはちょっとくらい痛い目に遭あったほうがいいのよ。さっきのシスターじゃないけど、あたしも見てられないわ。少しは学習しなさい」

「でも、そういうセフィもここに突撃してきたのですよね」

「そ、それは……いいのよ、あたしは！　ロウやヒナが心配ばかりかけるのがいけないの！　だいたい、あたしだけじゃなくてブレイズのあの子まで――って、あれ？　そういえば、あの子は……」

「あの子？　あの子って、誰だれだ？」

　クロウがそう聞き返したとき。

　その、“〝あの子”〟が誰なのか理解した。

　なぜなら、その張本人が唐突にクロウの目の前に立っていたからだ。

　クロウが座っているせいで、彼女の制服のスカートから伸びたまぶしい太ももが目に入ってくる。

「リ、リンネ……？」

「来ちゃった♪」

　リンネは銀ギン翼ヨクを脇に置き、屈かがみ込こんでクロウに顔を近づけ、にっこりと笑いかけてくる。

「リンネっ！」

　セフィが素早く反応し、星ほし崩くずしを握り、振りかぶった。

　しかし、リンネはさらに速かった。屈んだまますっと滑すべるようにしてセフィのふところに飛び込み、肘ひじ打うちをボディに叩たたき込こむ。

「ぐっ……！」

「ごめんね、セフィちゃん」

　リンネは悶もん絶ぜつするセフィに心から申し訳なさそうに言い、銀翼を手に取ってから、クロウの肩を担かつぐようにして強引に立ち上がらせた。

「クロー。クローをどうするつもりなのですか」

　大変に珍めずらしく、日ひ奈な子こがやや慌あわてた調子で言った。



    

  
    
      



    

  
    
      

「んー……なんていうか、誘ゆう拐かい？」

「リンネ、おまえ……！」

　リンネにされるがままになりながら、クロウは抗こう議ぎする。

　まるで力が入らず、リンネの腕を振りほどけない。もっとも、クロウが本調子でもリンネにはパワーでまったくかなわないのだが。

「ボクは好きにすることにしたんだよ。だからまずは、クロちゃんをもらっていく」

「ダメです」

「だったら、取り返しにくればいいよ。簡単には……渡さないけどね」

　リンネはクロウを肩に担かついだまま、わずかに身体からだを沈めてから一気に跳び上がった。クロウを抱えての跳ちよう躍やくとは思えない高さだった。

　そのまま、リンネは神しん殿でんの屋根に着地する。

「ロ、ロウを……返しなさい！」

「返してください。わたしたちのクローなのです」

　セフィと日ひ奈な子こが、屋根の下から声を上げている。

　クロウには、その声が妙に遠くに聞こえていた。ただでさえ限界だったのに、今の跳躍はかなりこたえた。

　ふらふらする視界に、銀色に輝く月が入ってきて――

「バイバイ」

　リンネは楽しげに言って、再び跳んだ。

　今度はさっきよりもさらに高い跳ちよう躍やくだった。そのまま月まで届きそうなくらいに。

　夜空を翔かけるように、クロウはリンネとともに跳んでいく。

　この先、どこにたどり着くのか。

　重力から解き放たれたかのような浮遊感の中で、クロウの意識は急速に薄れていった。



    

  
    
      


あとがき



　どうもこんにちは。鏡かがみ遊ゆうです。

　２巻のあとがきで書いたとおり、あまり間を開けずに出せたので、安心しているところです。

　このペースを維い持じできればいいんですが、大事なのは中身ですね。がんばります。



　で、中身のことです。ご覧のとおり３巻まで来ました。

　あとがきでネタバレしてもいいのか、というのは常に悩むところですが、中身に触れないというのもなんですし、ネタもないですからね。

　今回のお話は、若干毛色が変わってるかもしれません。バトルも少しばかり変化球になっております。まあ、趣向を凝らしていければと。あんまし変わらんやん、と思われるかもしれませんけど。

　クロウ君のセクハラはいつもどおりストレートですが。というかストレートすぎて、もはや性犯罪の領域に。どこまでエスカレートするんでしょうね。

　ラノベってどこまで書いていいんでしょうか？　これも悩むところです。むしろ、担当さんがストップをかけてくるようなものとか書いてみたいですね。いや、書いても無む駄だに終わるというか、怒られるだけでしょうけど（笑）。

　まあこの作品の場合、セクハラに見せかけた高度なイチャイチャですから。クロウもヒロインたちも、なかなかのテクニシャンです。



　ところで、小説を十冊くらい書いてきて、あとがきが三ページというのは初めてです。

　いつも、書きすぎた分を泣きそうになりながら削けずっているので、余りが出るなんて珍めずらしいんですよね。

　普段書いているゲームのシナリオはテキストファイルのキロバイト数で量を確認していて、小説でもそうしていたんですが、最近ようやくページ数で調整しつつ書くことを覚えました。今さらかよ、という話ですね、ええ。

　ようやく、身も心もラノベ書きになりつつある……のでしょうか。

　とはいえシナリオのほうも、お仕事がいただける限りはやっていくつもりですけどね。ゲーム作りは楽しいですし、今はほら、お仕事があるだけでありがたいご時世じゃないですか。

　なにより、ＰＣゲーム業界に育てていただいた身ですからね。今、業界は不景気らしいですし、微力ですができることはやっておきたいなあ……と。

　どうせ、文章書く以外の仕事なんてできませんしね。十年後どころか、一年先の自分がどうなってるかわかりませんけど。って、考えるほど自虐的になっていきますね。これもきっとご時世のせいです。

　話が逸それてきたので、この辺でシメに。



　最後に謝辞です。

　みけおう先生、いつもありがとうございます。今回ビジュアルが初登場したイシュトのデザイン、可愛かわいいです。肌色多めの口絵も素晴らしかったですー。

　担当さん、今回もいろいろお手間を取らせてすみません。いつも感謝しております。

　この本の制作に関かかわってくださった皆様、ありがとうございます。

　そして、読者の皆様。心から感謝しております。



　それでは、次巻でお会いできれば嬉うれしいです。



二〇一二年一〇月　鏡かがみ遊ゆう



    

  
    
      


　著者

　鏡遊（かがみ・ゆう）

　　フリーのシナリオライター。

　　主にＰＣゲームのシナリオを執筆。

　　ライトノベルのお仕事もなんとか続いています。

　　模造刀の次は真剣が欲しくなっているんですが、その次は刀を飾る床の間が欲しくなったりしそうで怖いです。

　　人の欲望は果てしないですね。



　イラスト

　みけおう（みけおう）

　　北海道出身のフリーのイラストレーター。

　　現在は札幌市在住。

　　最近の趣味は部屋の模様替えとガーデニング。

　　家の中にも植物が増えすぎて

　　そろそろ置き場が無くなってきました…



　　ＨＰ　「ＰＩＮＫ　ＣＨＵＣＨＵ」

　　http://www2.odn.ne.jp/~cai16580/
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